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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　剣つるぎバカ日誌










「起きろ！　イリーナ起きろ！」




　切羽詰つまった声が、イリーナの耳元で響ひびいた。

　聞き覚えのある声だ。

　有あり体ていにいえば、幼おさななじみの兄あに貴き分ぶん、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンの声である。

　けれど、あまりこうして起こされたような記き憶おくはない。大たい抵ていはイリーナ自身が早起きで、朝あさ陽ひを見ながら毎日鍛たん錬れんをするのが彼女の日課だったからである。

　ごくたまに、嬉うれしそうに得意そうに、そんな風に大声を出しながら部屋の扉とびらを叩たたくのは、学院の課題を提てい出しゆつし終わった解かい放ほう感と徹てつ夜や明けの高こう揚よう状じよう態たいで、浮うかれている時くらいだ。完全にイヤガラセだが、勉強後なのでちょっとくらいは大目にみてあげようと思わなくもない。

「イリーナ！　ぐぬぅうう……イリーナぁああっ」

　だから、こんな風に切羽詰ったような声は、初めてだ。

「うにゃぁ……何なんですかぁ、ヒース兄さん……」

　もうちょっと……と言いたげにイリーナは身体からだを丸めようとして、その下で「ごげぇぁあああ」と何やら断だん末まつ魔まチックな声が聞こえた気がして、薄うすく目を開けた。目ま蓋ぶたが不自然なまでに重い。

「──……あれ？」

　まず最初に、視し界かいに入ってきたのは、薄暗がりの馬車の幌ほろだった。

　視界が開けると、急速に聴ちよう覚かくも広がっていくようだ。

「イリーナ！　ヒース生きてる⁉　大だい丈じよう夫ぶ⁉　ガルガドさん、早く立ち上がってよ！　ボク、マウナを起こすから……って、来たぁっ」

　少し離はなれたところから、泡あわを食った少年の甲かん高だかい声が聞こえる。鞘さや走ばしりの音が聞こえ、小剣シヨート・ソードを抜ぬいた気配がした。

　それに気付いて、イリーナは咄とつ嗟さに身を起こし、戦いの気配に備そなえようとして、ぐにゃり、と床ゆかが沈しずむような感覚に、目を丸くする。

「あれ？」

　視線を降おろすと、そこには青い旅りよ装そうに身を包んだ、魔術師ソーサラーが白目をむきかけていた。

「ヒース兄さん！　こんなところで何をしてるんですか！」

「よ、ようやく気付いたか……この脳のうみそまで隙すき間まなくみっちり筋きん肉にく娘むすめ。繊せん細さいな頭脳労働者である俺おれ様さまが息いき絶たえないうちに、早く、迅じん速そくに、速すみやかに、そこから退どいてくれなさい……ぐぬぬぬぅ」

　今にも途と切ぎれそうなわりには、滑かつ舌ぜつの活いき活きとした抗こう議ぎは、丁度自分の下から発せられている。

　夜の闇やみを照らすのは、奇き跡せき的に転がらずにすんだランタンの光、幌の掛かかった馬車の中では、荷物が崩くずれて転がり、ハーフエルフの娘が倒たおれて健すこやかな寝ね息いきを立てていた。

　馬車の外……御ぎよ者しや台だいのほうでは、剣けん戟げきの響きが始まっている。

　何でこんなことになってるんだろうと、一いつ瞬しゆんだけ思考が瞬またたき、イリーナはそこで完全に、覚かく醒せいした。

「イリー……ナァアああああ……」

　今にも途切れそうな、腹はらの底から絞しぼり出したような、怨えん嗟ささえも含ふくむような低い声は、まだ下から聞こえてくる。遅おくればせながらそれに気付いて、イリーナは弾はずむようにして、その場から立ち上がった。

「ほげぎがげぁ！」

　うっかりと身体に反動をつけてしまったせいで、さらに身体の下に敷しいたヒースに、重みが掛かってしまったらしい。

「あ。すいませんヒース兄さん。でも、齢よわい十六の花の乙女おとめの体重が掛かったくらいで、そんな死にそうな声を出すなんて、失礼千万です！」

「──…………が、が……」

　何か言い返そうとしたらしいが、魔術師の青年は、さすがに解放されてすぐには呼こ吸きゆうを取り戻もどすのに精せい一いつ杯ぱいで、言葉が出なかったようだ。その傍かたわらで、若わかいカラスが、ばたばたと慌あわてたように羽ばたいている。

　ガシャリ、と重い金きん属ぞく音おんを立てて、イリーナが馬車の床に立ち上がった、それだけで一瞬その場がひずんだような気がする。

　白く分ぶ厚あつい板金鎧プレートアーマーを身に纏まとい、身体を動かすたびに、重じゆう厚こうな軋きしみ音が聞こえる。背せに負った分厚い大剣グレートソードは、少女の身の丈たけほどありそうだ。

「イリーナ！　馬車後方から来るよ！　って、マウナ起きてよ、マウナー」

　そう叫さけんで注意を促うながしたのは、軽い革鎧レザー・アーマーに額ひたい当あてをつけた少年だった。彼は、床で寝息を立てている金きん髪ぱつのハーフエルフに駆かけ寄よって、ゆさゆさと揺ゆさぶっている。その間にも、剣を抜いた襲しゆう撃げき者しやが少年へと切りかかろうとしていた。

「なんで、寝ちゃったんですか、わたし！　こんな時に！」

「〝眠りの雲スリープ・クラウド〟だよ！　強ごう盗とう団だんに魔術師ソーサラーがいたんだ」

　悔くやしそうに毒どくづくイリーナに、軽い革鎧の少年──ノリス・ウェストイックが答える。




　そうだ。




　イリーナは、ようやく状じよう況きようを理り解かいした。

　馬車によって移い動どうしながら、グードンの祭典に出品する金銀細さい工く師したちの作品を狙ねらう強盗団。

　その企たくらみを粉ふん砕さいするために、立ち上がった。

　……そして、立ち上がった足あし許もとを掬すくわれたのだ。まさか、強盗団の中に、古代語魔法ハイ・エンシエントを使う者がいるとは思わなかった。

　視し線せんの先に、ずんぐりとした石の人形が歩いてくる。子こ供どもが石を積み上げてこしらえたかのような、不ぶ恰かつ好こうなフォルムだが、崩くずれるようなことはない。一歩ごとに灰はい色いろの石の関節が擦こすれあって鈍にぶい音を立て、その重量を知らしめてくる。

　強盗団の中にいる魔術師の作成した〝石従者ストーン・サーバント〟だ。それが、馬車に近付いてきて、細工師が作った作品を奪うばいに来たのである。

　イリーナのもつ大剣は、石の傀かい儡らいが相手では折せつ角かくの切れ味が鈍にぶる。それを見て取ったヒースは身を起こしながら、杖つえを構かまえた。

　襲撃者は一つの幌ほろ馬車を囲んで、前方からは鎧よろいを着こんだ男たち、本来それは〝眠りの雲〟の呪じゆ文もんで護ご衛えいの数を減へらした後の陽動だったのだろう。そして、後方からは、作品を奪だつ取しゆする命令を受けた石従者が迫せまってくる。

　馬車の前方では、ノリスとガルガドが戦線を維い持じしていた。〝眠りの雲〟に掛かかってしまったマウナが、馬車の中で頭を振ふりながら、身体からだを起こそうとしている。

「この状じよう態たいで、二方面で戦うのはキツい。うむ、前門の悪漢、後門の石従者といったところか」

「ヒース兄さん、ちゃんと後ろにいてください！　殴なぐられたら痛いたいんですよっ⁉」

　暢のん気きな口調で呟つぶやくヒースを、イリーナが背中に庇かばいながら怒ど鳴なる。

「ふっふっふ。何の、今夜の俺様は一味違ちがう」

「何が違うって言うんですか！」

　命令を受けた石従者の馬車への侵しん入にゆうを阻はばもうと、牽けん制せいしながらイリーナが律りち儀ぎに後ろの兄あに貴き分ぶんへと声をかける。

「こんな状況のために、俺様には今の今まで秘ひしていた呪文があるのだ、見るがいい愚ぐ民みんよ」

　ヒースは、口くち許もとを歪ゆがめた。もしかしたら笑ったのかもしれない。

「ああ、なるほど。最近覚えたんだ」

「ヒース兄さん、覚えた呪文は、試ためさないと気がすまないですもんね」

「やかましいわ！」

　的てき確かくな言葉を盗賊シーフの少年と神官戦士の幼おさな馴な染じみから間かん髪はついれずに投げかけられて、魔術師は慌あわててそれを誤ご魔ま化かす。

　イリーナは、その短いやり取りの間に、大事にしている大剣グレートソードを軽く投げ捨すてて、丈じよう夫ぶそうな棍棒クラブを構え、大きなファリスの意い匠しようをあしらった大盾ラージ・シールドを構えている。石の傀儡相手では、刃やいばでの一いち撃げき必ひつ殺さつは難むずかしいと諦あきらめたのだろう。

　僅わずかに身を屈かがめて、威い嚇かくするように口許から八や重え歯ばを鈍く輝かがやかせている。

「では、よろしくお願いします、ヒース兄さん」

「む、あー、ゴホン」

　ヒースは一つ咳せき払ばらいをして居い住ずまいを正し、喉のどのいがらっぽさを払った。

「──……〝マナよ。我わが呼よびかけによって、雷らい光こうとなり集つどえ〟」

　杖の先に、白光が瞬またたいた気がしたのは一いつ瞬しゆんのことだ。

「〝我が敵てきを貫つらぬけ！〟」

　それが、爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がり、一ひと抱かかえほどの稲いな妻ずまとなって一直線に石人形へと迸ほとばしる。

　一直線に。

「ふぎゃぁあぁああっ⁉」

　そう、一直線に。

　ヒースと石人形の間に存そん在ざいする者も、巻まき込こんで。

「……へ？」

　眩まぶしい雷光は、白い鎧に身を包んだ神官戦士の少女を諸もろ共ともに貫き、石人形へと叩たたきこまれていた。耳を劈つんざくような雷鳴と共に、空気を焼く尖とがった匂においが大気に満ちる。

「──……ヒース……にい、さぁん……」

　バチバチと雷光の名残なごりを身に纏まとったイリーナが、ゆっくりとヒースを振ふり返る。いつも明るく笑う茶色の目が、今は完全に据すわっている。

「う、うわわっ、すまん、イリーナ！」

「……ヒース……兄さん。これは、さっきの仕返しですか？　仕返しなんですよね？　……寝ねぼけて踏ふんだ時の」

　石人形の頭部が砕くだけ、動きがぎこちなくなっていた。一撃では無理でも、人ひとりを容易たやすく死に至いたらしめるほどの威力を放つ古代語魔法〝雷光ライトニング〟の直撃を受けたのだ。

「ちっ、ちがうぞ！　えーとな、これは雷賦与サンダー・ウエポンという、遺い失しつ魔ま法ほうでな……今の、お前の破は壊かい力りよくを更さらに増ぞう幅ふくさせるという……」

「…………」

　並なみ外はずれた膂りよ力りよくを誇ほこるイリーナの棍棒が、一瞬その切っ先をヒースへと向けかける。

「すいませンッ‼　実は、撃うつの初めてで、どれだけでかい〝雷光〟が出るか、俺様完全に見み誤あやまってマシタッ‼」

　一瞬、向かいかけたと思った棍棒は、ヒースの大きな身振りと土ど下げ座ざせんばかりに下げた頭と、裏うら返がえった謝しや罪ざいを聞き終わると共に、そのまま壊こわれかけた石人形へと、叩たたきつけられた。自分に募つのる鬱うつ憤ぷんを、晴らすかのようにイリーナは、無言で棍棒を力ちから任まかせに石人形へと振るう。

　鈍にぶい破壊音と共に、細かな石の欠片かけらが舞まった。

「……よろしい」

　肩かたのあたりで切りそろえた茶色い髪かみが、ぱちぱちと泡あわの弾はじけるような小さな音を立てる火花を纏いながら、重々しく頷うなずいた。

「とりあえず、この怒いかりの矛ほこ先さきの収おさめ方は……」

　再ふたたび棍棒を握にぎり締しめ、イリーナは底光りする視し線せんを前方に向ける。

「あの人たちをしっかりとこらしめてから、考えることにします！　成敗──ッ‼」
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「え、やっぱ俺様折せつ檻かん⁉」

　暗い森の中で、イリーナの雄お叫たけびと、ヒースの裏返った声が響ひびいた。




　そして、僅わずかな猶ゆう予よもなく、魔術師ソーサラーを要したグードンの祭典を狙ねらう強ごう盗とう団だんは壊かい滅めつさせられたのである。
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　一点の曇くもりもなく晴れた青空が、窓まどの外に広がっていた。

　そこから見える景色は、いつもの王都ファンのファリス神しん殿でんの中庭の風景ではなく、石いし畳だたみの街の風景だ。

　雑ざつ踏とうの気配で目を覚ますほどに、人の行きかいが多いのは、今街が特別な時期に入っているからである。

　オーファン、第二の街グードン。

　ファンから街かい道どうを二三日の道のりで北上した街は、石の街とも呼よび習わされていた。

　宿の窓から見える空は、晴れているはずなのに、少しだけ王都より煤すすけて見える。それを見上げながら、イリーナはそーっと床ゆかを傷きずつけないように気き遣づかいながら、掌てのひらに載のせていた大きなふたつの石を敷しき物ものの上に置いた。乱らん暴ぼうに置いて床に傷をつけると、宿に余よ分ぶんな修しゆう繕ぜん費ひを請せい求きゆうされる可か能のう性せいがあるため、一いつ緒しよの部屋のマウナに叱しかられるからだ。

　石と言っても、イリーナの頭よりも、一周り以上大きく、しっかりとした重じゆう厚こう感がある。大の男でも、軽々と持てる者はそうはいないだろう。彼女はそれを、片かた手てに一つずつ持って、身体からだを動かす。

「いっそ、鉱こう山ざんに臨りん時じで働きに行けば？　お金も稼かせげて、一石二鳥よ」と同部屋のハーフエルフが笑うのを、最初は笑い飛ばしたが、こうして一人で部屋で訓練をしていると、それもいいかもしれないと、つい、真しん剣けんに考えてしまう。何しろ、人のためになって、身体を鍛きたえられて、お金も入る。一石二鳥どころか、三鳥だ。

「いい天気です」

　イリーナは部屋の床に寝ねそべりながら、窓から見える空を見上げて、ぽつりと呟つぶやいた。

「イリーナー。ねえ、お祭り見に行かない？」

　ノックなしで、気安く部屋に入ってきたのは、マウナ・ガジュマだった。さすがに、このグードンの宿では客として泊とまっているが、下宿先である《青い小こ鳩ばと亭てい》にいる時のマウナは、大たい抵ていエプロンを掛かけて、掃そう除じや給きゆう仕じにと忙いそがしく動き回っているだけに、いつもの革鎧レザー・アーマーを脱ぬいで少々めかしこむように金色の髪を結ゆっている様子は、何となく違い和わ感を感じさせる。胸むな元もとで小さく動くたびに跳はねているのは、ここで買ったのだという、細工物の首くび飾かざりだ。

「おまつり？」

「そ。折せつ角かく、グードンのお祭りが始まるんじゃない。ちょっとくらい楽しんでも、罰ばちは当たらないと思うの」

　ぽすっと弾はずみをつけるようにして、寝しん台だいに足を揃そろえて上がりこむマウナは、二は十た歳ちとは思えないほどに無む邪じや気きだ。やはり街の雰ふん囲い気きに、気持ちが浮うかれているのかもしれない。

「おばちゃんたちも、ゆっくりしておいでって言ってくれたしさ。お土産みやげ話を増ふやしたいのよ」

　ぱたんとそのまま倒たおれこむようにして、布ふ団とんに頰ほお杖づえをついて、床に寝そべるイリーナを覗のぞき込んでくる。

「……んー。そうですね」

「ほら。あたし達が護ご衛えいして守ったポールさんの作品が、どんな評ひよう価かを受けるか楽しみだし。モーリスさんの作品だって、気にならない？」

「なりますっ」

　慌あわてたように、イリーナは身体を跳ね起こした。腹ふつ筋きんだけを使って、ぴょこんと予よ備び動どう作さなしで上じよう体たいを立てる。

　グードンでは、まもなく細さい工く師したちが、己おのれの名を上げ、価か値ちを高めるための作品の展てん覧らん会かいが開かれようとしていた。その細工師たちの輸ゆ送そう途と中ちゆうの作品が狙ねらわれるという事じ件けんが起きていたことが発覚し、それを未然に防ふせぐために、イリーナたちは細工師たちの護衛を引き受け、見事に強ごう盗とう団だんを捕ほ縛ばくしたのである。

「じゃあ、決まり。こんな狭せまい部屋で、一人で鍛たん錬れんしていても、気持ちが腐くさっちゃうわよ、ぱーっと遊びにいこ？」

　ぱち、とマウナが軽くイリーナの額ひたいに手を当てる。

「──……もしかしたら、とも思ったけど、違ちがったしね」

　マウナが少し声のトーンを和やわらげる。

　イリーナは、瞬まばたきをして、ハーフエルフの緑の瞳ひとみを見返した。驚おどろいたように、茶色の瞳がまん丸になっている。

「え？　違った？　〝眠りの雲スリープクラウド〟を使う強盗団。喰くらった瞬しゆん間かん、あたしはついそう思ったんだけど……」

「ちがわない、ですけど。あ、いえ、ちがったん、ですけど」

「イリーナ。何言ってんのかわかんない」

「……気に掛かけててくれてたんだ、マウナ」

　少し意外そうな表ひよう情じようが浮かんでしまい、茶色の髪かみを慌あわただしく振ふりながら、それを消そうとする。

〝眠りの雲〟を唱える魔術師ソーサラーのいる、強盗団──それは、イリーナたちが冒ぼう険けん者しやとして最初に関かかわった事件を否いやが応おうにも、思い起こさせる。もっとも、今回は違ったようだが。

「あたしだけがじゃ、ないけどね」

　さあ、着き替がえた着替えた、とばかりに、マウナは急かすように、ばつんと床に座すわるイリーナの背せ中なかを叩たたいた。しっかりと肉の締しまった手ごたえに、自分の手をしばし見つめ。

「……硬かたい背中ね、イリーナ。これは、ブルスさんも、新しい剣と鎧よろいを作りたくなるわ。職しよく人にん気質かたぎを搔かきたてる黄金の筋きん肉にく？」

「もーっ！　どうしてそういうこと言うの、花の乙女おとめに！」

　しみじみとして漏もらされた言葉に、イリーナが拳こぶしを振り上げて怒おこる。

　それから逃にげるように、笑いながらマウナは扉とびら口ぐちへと向かった。

「じゃあ、さっさと準じゆん備びして、降おりてきなさいよね。ヒースが下で待ってるから」

「ガルガドさんと、ノリスは？」

　部屋の片かた隅すみの水みず桶おけで、顔を洗あらおうとしていたイリーナは、名前の出てこなかった仲間達の行方ゆくえについて、何気なく問いかける。

「ガルガドさんは、武ぶ器きの受注について話し合うためにマイリー神しん殿でんと鍛か冶じ屋やのブルスさんとの間を、忙いそがしそうに駆かけ回ってるみたい。こっちにいるとかいう、友人に会うとかも、言ってたかな？　ノリスは、なにも言わなかったから……」

「……ああ、なるほど」

　何となくわかったような気がして、イリーナは首を小さく縦たてに振った。

　ノリスは、遊びに行く時には、隠かくさずにそう伝えてふらふらとしている。しかし、それを言わずに出ていった時には──。

「すぐに、お洒落しやれして降りていきます」

「ちゃんと、髪も梳とかすのよ」

　年上のお姉さんらしい注意をして、宿の部屋の扉は小さな軋きしみ音と共に、閉とじた。










　グードンの盗とう賊ぞくギルドは、煤すすけた安酒場の一つに、カモフラージュされていた。

　物もの乞ごいたちが裏うら口ぐちに溜たまりやすく、有ゆう益えきな情じよう報ほうと引き換かえに、一杯ぱいのエールが奢おごられるという。

　その店の一角を、白い革鎧レザー・アーマーに額ひたい当あてをした少年が歩いていく。このギルドに顔を出すようになって、まだそう長くはないはずなのに、彼は勝手知ったるといった様子で、カウンターへと近付いた。

「や」

「よう、坊ぼう主ず。見事な活かつ躍やくだったそうだな」

　まだ真昼ということもあり、人気のほとんどない酒場のカウンターで、樽たるを積み上げていた男が振り返り、にやりと笑う。肩かたの筋肉を盛もり上がらせた、見るからに力仕事に慣なれた髭ひげ面づらだが、指先は丁てい寧ねいに気を使って整えられ、繊せん細さいな作業も苦手ではないことを暗に示しめしている。

「まあね。仕し留とめたのは仲間なんだけどさ」

　得意気に胸むねを張はる少年に、祝杯のつもりか男はカウンターに、新しい樽からの最初のエールをジョッキに満たして、その前に置く。

　ノリス・ウェストイックは、躊躇ためらわずに手に取り、一気に半分ほど飲んだ。

「んーっ、おいしい」

　ぺろりと口周りを舌したで舐なめながら、満足した猫ねこのような表情でノリスは深く息をつく。

「一仕事終えた後の、一杯が格かく別べつってのは、世の理ことわりさ」

　差し出したエールは、ジョッキに半分も残っていない。

　その量を確たしかめて、男は何を思ったか小さく頷うなずいた。

「うん、そうだね。それはわかるようになってきたよ……って、これ、奢りってことでいい？　ボク持ち合わせ、あんまり持ってこなかったしさ」

　慌あわてたように、腰こし回まわりを探さぐるノリスに、カウンターの男が苦く笑しようする。

「いいさ。こっちが手を焼いていた強ごう盗とう団だんを、始末してくれたんだ。おっと、鍛冶ギルドの報ほう酬しゆうに、オレたちからの褒ほう賞しようを乗せて渡わたしておくように手配しておいたぞ、それでよかったか？」

「ありがと、それを確かく認にんしにきたんだよね。……あっ」

　捕ほ縛ばくした強盗団には、盗賊ギルドからも懸けん賞しよう金きんが掛かかっていた。それが仲間にも渡わたるようにと頼たのみ、盗賊ギルドとは関係のない表へと上う手まく手配してくれたことに、ほっとしたように頷いて。何かを思い出したかのように、さらに声を上げる少年に、まだ何かあるのかと盗賊ギルドの入り口を仕切る男は眉まゆを上げた。

「どうした？」

「ちぇ、失敗したなあ。どうせなら、ちょっとボクが余よ分ぶんにもらえるように、一部ここでもらっとけるようにしておけばよかった」

「……仲間に、ファリス神官がいると、大変だな」

　いかにも残念そうに、悔くやしがって身み悶もだえてみせるノリスに、いかつい顔が僅わずかに笑えみを浮うかべたようだった。

「そんなことないけどさ」

　返る答えは速そつ攻こうで、簡かん潔けつだ。

「ところで、お前さん。本来のヤサはファンだったな？」

　男は、何気なく話題を変えるように、汚よごれた布ふ巾きんでカウンターを磨みがきながらノリスに問いかけた。

「うん」

　エールの泡あわのついた指を、舐なめながらノリスは何気なく頷く。

「もうちょっと、こっちで仕事をする気はないか？」

　ノリスは驚おどろいたように目を丸くした。

「え、それ何かの冗じよう談だん？　ボク、何か悪いことしたっけ？」

「…………」

　なぜ冗談になるのだろうと、カウンターの男はごつい掌てのひらで顔を覆おおう。盗とう賊ぞくギルドから仕事の誘さそいを請うけるのは、一部の有ゆう能のうな盗賊シーフのみだ。

「一いち応おうは、本気のつもりだったんだが」

「だって、ボクに仕事やれっていうなんてさ。ファンでは、うっかり上じよう納のう金きん収おさめ損そこねて、一件けんやらされたけど、無む理り矢や理りだったしさあ」

　あっけらかんというノリスに、男は溜ため息いきをつくしかない。ちら、とカウンターの陰かげへと一度視し線せんを向けて、そしてもう一度今度は重々しく頷いた。

「まあ、いいさ。オレの名は『蠍さそりのデューク』だ。それを覚えておきな、もしかしたら、近いうちに一件仕事を頼むかもしれん」

「ふぅん？……剣けん吞のんなのは、困こまるけどなあ」

　蠍と名乗る男の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん浮かべた、鋭するどい光を感じ取って、ノリスは一瞬迷まよう表情を浮かべる。

「まあ、それについての話は、また次の機会だ。ちょっと色々と確認したいことがある、こっちに居い場ば所しよは知らせておけ」

「飲み食いさせてくれるなら、考えておくよ。おっと、そろそろ戻もどらなくちゃ、祭りを楽しみ損ねちゃう。もう、みんな街に出ちゃったんだろうな、先に出ててって言ってきちゃったし」

　ジョッキの残りを一息に干して、身軽な音のない動きでノリスはカウンターから離はなれようとした。特に引き留める様子もなく、カウンターの男デュークはそれを視線だけで見送る。

「じゃあ、お世話様。また来るかもしんない」

「来るかもしれない、じゃなくて来い。仕事しろ」

　扉とびらへと歩き出しながら手を振ふるノリスに、デュークは控ひかえ目につっこんでいるが、別に聞こえていなくても構かまわないらしく、声は小さい。

　しばし耳を欹そばだて、盗賊特有の訓練された音のない歩みが、完全に離れていくことを確認し、そしてデュークはカウンターの片かた隅すみへと呼よびかけた。

「……ファンだそうだ。下調べを頼む」

　声の先には、いつの間にか影かげが一つ佇たたずんでいる。目立たぬ茫ぼう洋ようとした印象の男だった。今まで気配を消していたのだろう、少年と男のやり取りは残らず耳にしていたようだ。

「承しよう知ち」

「仲間が、優ゆう秀しゆうなだけの阿あ呆ほか……それとも」

　髭ひげに包まれた顎あご先さきを指で撫なでながら、男は静かに呟つぶやいた。ノリスを相手にしていた時よりも、やや低い抑よく揚ようのない声が、薄うす暗ぐらい店に低く響ひびく。

　その時には、カウンターに佇む姿すがたはもうなく、デュークもそれを気にする様子は見せなかった。










「あのね、イリーナ」

　マウナはこめかみを少々ひくつかせながらも、なるべく優やさしく問いかけようとしていた。

「はい、何ですか、マウナ？」

　言葉の合間に、軽けい快かいな金きん属ぞく音おんが響ひびき渡わたっている。グードンの祭典に合わせて訪おとずれた観光客や住人が、ちらちらと振り返っているようだ。

　グードンは年に一度の、祭典の時期を迎むかえている。遠くから、細工物の買い付けにきた者、武ぶ器き防ぼう具ぐの買い付けにきた者、よい取引相手を見つけることが出来るかと、虎こ視し眈たん々たんと内心の計そ算ろ用ば具んを弾はじく者と様々である。

　吟遊詩人バードや、芸人の一いち座ざの姿もちらほらと見えて、見事な美声や芸を披ひ露ろうしているが、イリーナはある意味、それよりも目を惹ひいていた。

「あんた、おめかししてくるって言わなかった？」

　人通りの多い、往おう来らいの雑ざつ踏とうで、視線を浴びながら軽かろやかに先を歩くイリーナが振り返る。そして、平然と言い返した。

「言ってませんよ。お洒落しやれしてくるって言ったんです」

「同じことでしょ！」

　たまらずに、マウナが声を荒あららげる。

「同じじゃないよ！　それに、ちゃんとお洒落してるんだよ？　見て！」

　イリーナは足を止めて、くるりと誇ほこらしげに振り返った。

　それと同時に、軽快な金属音はピタリと止まる。

　イリーナが着ていたのは、真っ白に磨みがき上げた板金鎧プレートアーマーだった。

　身体からだを動かすたびに、重じゆう厚こうな金属音が響く。それがイリーナが歩くと、なぜ軽快に聞こえるのか、マウナにはわからない。

　身体中しっかりと白い板金でよろわれ、なまじっかな刃やいばは通さない。イリーナの筋きん力りよくに誂あつらえた特とく別べつ製せいである、厚あつみも強度も十分で、普ふ通つうの人間はとても着て歩けないだろう。仲間の中では筋力のあるはずのヒースが、酔よった時に着てみようとして、動けなくなったこともある代しろ物ものだ。

　こんな祭りの賑にぎやかさの中では、道どう化けの一種にも見えるのか、時折通りすがりの子こ供どもたちが、面おも白しろがって白い鎧よろいに触ふれては、走って逃にげていく。

「どこが、お洒落なの！　いつもと同じじゃないの」

　身体にぴったりと誂えられた鎧が嬉うれしくて仕方がないのか、イリーナはファンでもこの格かつ好こうで街中を駆かけ回る。お陰かげで、一部ではすっかりと有名になってしまった。

「見てください！　戦せん闘とうでついた汚よごれを、すっかりと洗い流してぴかぴかでしょ。油も差してあるから、動きに支し障しようないですよ。ここの、白い塗と料りようが剝はげちゃって、ちょっぴりがっかりしてたんだけど、武器職しよく人にんのブルスさんがこっそりと直してくれたの。それにほら、その時にマントの留とめ具を作ってくれてね、新品なんだから！」

　瞳ひとみをきらきらとさせながら、イリーナは鎧のパーツの一つ一つを指差して、マウナに細かく説明する。

「諦あきらめろ、マウナ」

　二三歩後方で、屋台で軽食を買っていたらしい魔術師ソーサラーが、つまらなさそうに口を挟はさんだ。

「イリーナにとっては、白い花はな嫁よめ衣い裳しようと、白い板金鎧は、乙女おとめ心ごころを刺し激げきしてやまない二大衣装だそうだからな」

「その感覚って、乙女としてどうなのよ！　服屋を覗のぞく女の子のように頰ほおを上気させて、鎧屋武器屋を嬉き々きとして巡めぐる乙女って！」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎりながらマウナが白い鎧の化け身しんの幼おさな馴な染じみを振ふり返る。

　魔術師、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンこと、ヒースは屋台で手に入れた白身魚の揚あげ物にソースをかけたものを、肩かたに留めた若わかいカラスと共に分け合っている。使い魔まのカラスは、首にヒースの髪かみを纏まとめたものと同じ布ぬのの切れ端はしを結んでもらい、白身魚をくちばしに咥くわえて、冷まそうとしていた。そのため、鳴声も自然にくぐもることになる。

「くぁ」

「ほら、フレディも問題アリって言ってる！」

「うむ、確たしかに。フレディも『それは問題だ。このままではあの呼こ吸きゆうする鋼鉄塊アイアン・ゴーレム、ファリスの攻こう城じよう兵へい器きは、確かく実じつに人をやめつつある。しかし、それはまあそれで、なかなか面白いからほっておけ』と……」

「ぐぁ」

　迷めい惑わくそうな響ひびきで鳴くカラスに、マウナがボソリと低くつぶやた。

「……言ってないじゃない」

「ちがう。言ってるのだ。使い魔と魔術師の心と心の結びつきを疑うたがうのか、なあ、フレディ。言ったと言え」

「──…それでもって、この鎧の継つぎ目も、綺き麗れいに打ち直してもらって、胸むねにアクセントで聖せい印いんを入れてもらえたんですよ。見てください、きらきらした光十字……って、何を言ったんですか？　ヒース兄さん」

　まだ、マウナに向かって熱心に、自分のお洒落しやれをアピールしていたイリーナが、兄あに貴き分ぶんへと首を傾かしげてにっこりと笑う。

「いや、その、俺おれ様さまじゃなくてフレディがな？」

「はい。心と心で結ばれた、魂たましいの兄弟が、何ていったんですか？」

「イヤー、はっはっは、イリーナさんの鎧はお洒落だなあ、ちょっと普ふ通つうには出来ない着こなしデスヨ。それで陽気に街を歩くと、その軽やかな足音は、思わず憲けん兵ぺいが何事かと様子を見に来るほどだっていうじゃないか。小こ粋いきなステップが繰くり出す蹴けりによって、石いし畳だたみが欠かけるという被ひ害がいの噂うわさも耳にしているぞ。いやー俺様、そんな妹分を持って誇ほこらしいデスヨ。三歩下がって妹の影かげを踏ふまず。うむ、そんな姿すがたと並ならび立つなんて、とてもとても……」

　やはり、三歩下がった位置のまま明後日を見つつまくし立てる兄貴分に、イリーナは静かに声を掛かけた。

「ヒース兄さん。ファリス的に言って、虚きよ偽ぎは罪つみです……」

　ぎく、とヒースクリフは背せ中なかを跳はねさせた。

「そうよ！　言ってやりなさい、イリーナ！」

　いつの間にか、イリーナの背はい後ごで、なぜかマウナが応おう援えんしている。

「え？　俺様いつの間にか悪者⁉　バカな！　俺様一言も噓うそを言ってないぞ！」

「噓は罪です。が、人間関係を円えん滑かつにするお世辞に目くじらを立てるほど、ファリス様は融ゆう通ずうが利きかないわけではないです」

　にっこりと笑って、イリーナは鼻歌混まじりに回れ右をし、再ふたたび軽やかに歩き出す。

「え！　イリーナ、今のお世辞⁉　今の、お世辞の範はん疇ちゆうに入るの？　っていうか、褒ほめてない。ひとっことも褒めてないし！」

　マウナが慌あわてて、その背中についていくようにして、足を速める。

　再び一歩ごとに鳴り始める、軽やかな鎧の音に、往おう来らいの視し線せんがイリーナに集まりはじめた。神官戦士の少女は、今にも鼻歌で聖せい歌かを奏かなでだしそうだ。

「ふふ、マウナ……イリーナを甘あまく見たな。イリーナにとって、筋きん肉にくを誇こ張ちようするのは侮ぶ辱じよくだが、鎧よろいは自じ慢まんなのだ」

　額ひたいに冷や汗あせを滲にじませながら、ヒースはそれでも低く笑って格かつ好こうをつけようとする。その主人の姿を肩かたで見守るカラスは、つまらなさそうに「かぁ」と虚こ空くうへと小さく鳴いた。

　彼らが向かっているのは、グードンの展てん覧らん会かいの行われる会場である。

　強ごう盗とう団だんから守った作品のその後が気になるのもあるが、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんでもあった。ガルガド以外はグードンという街に馴な染じみがなかったこともあり、見るもの聞くもの、触ふれるもの全すべてが珍めずらしく感じられる。もっとも、ヒースクリフはある程てい度どオーファン国内の地理を、賢けん者じやの学院にて学んでいるのだが、それでも現地の空気に触れるのと、ただ書物の暗記だけで過すごすのは、まったく違ちがって感じられた。

　飾かざりつけられた街まち並なみを見上げながら、イリーナは感心したように、呟つぶやきを漏もらす。

「でも……お祭りって、普通窓まど辺べに花とかを飾りませんか？　グードンは違うんですね。何か、木を組み合わせたちっちゃい櫓やぐらみたいなものを作って、細工物を吊つるしたりして」

「乾かわかした蔓つるを編あんだ、飾りみたいなの吊るしてるところもあるわよ」

　途と中ちゆうの屋台でマウナと購こう入にゆうした、野菜をたっぷりと刻きざみ込こんで卵たまごと溶といた粉に混まぜて焼き上げたものを二つ折りにして、少し辛からいソースを塗ぬったものを齧かじりつつ、イリーナは街並みを珍しそうに眺ながめている。マウナも、家の軒のきの装そう飾しよくを指差しながら、ちらりとヒースへと視線を向けた。

「ふふふ、聞きたいか？　俺様の深遠なる知ち識しきの一いつ端たんを、知りたいか？」

「あれはですな」

　何と言って煙けむに巻まいてやろうと、勿もつ体たいつけつつも内心ほくそえんだところに、するりと滑すべり込んできたのは、低く響ひびく聞き心地ごこちのいい、それでいて軽やかな声だった。

　振ふり返れば、そこに立っているのは──一ひと際きわ目を惹ひくドワーフだ。

　グードンは鉱こう山ざんを生産の基き盤ばんとする石の街である。ゆえに、ドワーフの姿は王都に比くらべてはるかに多い。そのドワーフがなぜ、目を惹いたのかといえば。その、身に纏まとう配色の鮮あざやかさによってだ。赤と緑という、目に痛いたいような極ごく彩さい色しよくの帽ぼう子しと、それと合わせたのだろう衣い装しようを身に纏い、白い髭ひげをたっぷりと蓄たくわえている。背に負っているリュートを見れば、彼が吟遊詩人バードを生業にしているのだろうということは、容よう易いに想像がついた。

「石の街……鉱石の街グードンでは、花を育てるよりも炉ろに火を入れるための薪まきを珍ちん重ちよういたします。その感かん謝しやを表すために、飾り物も薪を工く夫ふうして、ああして木き彫ぼりの細工にしたり、小さな櫓を組んで、飾りに使っているのですよ。この祭典のために花を育てるよりは、年中身近にある薪のほうが、感かん謝しやが深く、便利であり、重用されるということでしょう。もちろん、祭典が終われば櫓や木の細工は、薪として炉や竈かまにくべられ、無む駄だがないというわけで」

「へー」

　淀よどみのない吟遊詩人の言葉に、イリーナとマウナは感心したように頷うなずいている。
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　お株かぶを取られた形になったヒースは、少々むっつりとして、使い魔まのカラスであるフレディと、野菜の煮に物ものを買い込んで啜すすっていた。

「物知りですね、ドワーフさん」

　イリーナは彼の説明に納なつ得とくしたのだろう、小さな拍はく手しゆさえ送っている。白い髭のドワーフは、細い目を一いつ層そう細め、表ひよう情じようを笑えみ綻ほころばせた。優ゆう雅がな仕草で、お辞じ儀ぎをする。

「いやいや、お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆく。ささやかな豆まめ知ち識しきとはいえ、お役に立てれば幸いですな。つい、立ち話をしてしまいましたが、ワタクシも少々、仕事の途中ゆえ、急がねばなりません。よろしければ、どこかで歌を聴きいていただきたいものです」

　失礼、と言うように、一歩下がって再ふたたび頭を下げると、ドワーフは急いでいるとは言いがたい、のんびりとした足取りで、イリーナたちとすれ違ちがう。

　その歩みは、驚おどろくほどに音がない。

　雑ざつ踏とうに消えていく後ろ姿すがたを見送りながら、神官戦士と、精霊使いシヤーマンのハーフエルフ、そして魔術師ソーサラーの青年は、グードン最大の祭典の一つである、新人細さい工く師したちの作品の展覧会場へと足を踏ふみ入れたのであった。
















第二話　プレートを着た悪魔










　石の街グードン。

　その祭典に、街は現げん在ざい沸わき立っていた。

　もっとも、つい昨日前まではその祭典を脅おびやかす強ごう盗とう団だんの跋ばつ扈こにより、その浮うきたちにも翳かげりが生じていたのだが、それでも、その強盗団が討うち取られたと伝えられれば、再ふたたび活気が戻もどってくる。

　この祭典には、日ひ頃ごろの鍛か冶じの神ブラキへの感かん謝しやの意味が大きいが、採さい掘くつ者しやや鍛冶師したちをねぎらう意味もある。鉱こう山ざんや、工こう房ぼうにこもりがちな職しよく人にんたちは、これから数日の間、祭り一色になる街に繰くり出し、日頃の憂うさを大いに晴らすのだ。

　そして、新しい職人の発掘にも、この祭典が利用される。

　少しでも名を上げよう、己おのれの腕うでの価か値ちを上げようとする新人の職人たちは、この期間に行われる展てん覧らん会かいに作品を発表し、新しい才を探さがす商人たちの目に留とまろうと、躍やつ起きになるのだ。

　会場には、新人の細さい工く師したち、職人たちが、己の技ぎ術じゆつの粋すいを凝こらした作品を持ち込む。

　その傾けい向こうは様々で、剣けん、鎧よろいなどの武ぶ器き防ぼう具ぐはもちろん。彫ちよう像ぞう、宝ほう石せき細工、金銀細工、木き彫ぼり、織おり物ものなど実に多た彩さいである。

　会場は人の出入りが激はげしい。

　警けい戒かいするべき強盗団の脅きよう威いからも解とき放たれて、街は一いつ層そう祭りに浮き立っていた。

　そして。

　だからこそ。脅威のなくなった今こそ、気き兼がねなく出歩ける者たちもいた。

「──…リスクを犯おかせるほどの品じゃないな」

　背せの高い、灰はい色いろの髪かみの男が低く呟つぶやく。

　一定の距きよ離りにロープを張はられ、それ以上は見物客を近ちか寄よらせないようにした陳ちん列れつ棚だなには、細やかな細工の首くび飾かざりが置かれていた。中央と、それを取り巻まくように飾られた輝き石せきが、会場内の照明に、小さな輝かがやきを放っている。

「そうなのか？　オレには十分、すごいもんに見えるけど……」

　その傍かたわらで、黒髪に焼けた肌はだの少年が、首を傾かしげていた。それにつれて、胸むねに掛かけていた汚よごれたファリスの聖せい印いんが揺ゆれる。

「まあ、金細工だからな。宝石の価値と、黄金分の価値はある。しかし、細工のよしあしの見方は、ダスターからも習っただろう」

　溜ため息いき混まじりに諫いさめるようなことを口にする声は、決して批ひ難なんだけの様子はない。

「まあ、あんまり手伝いたいことじゃないから、あんた達の食指が動かないなら、オレとしては助かるんだけどさ」

　陳列された金細工を目にし、少年は小さく肩かたを竦すくめた。

「正直なところ……運び込まれる作品を狙ねらってたっていう連中が捕つかまった今が、一番仕事はやりやすいんだがな」

　顎あご先さきを指で撫なでながら、灰色の髪の男が苦く笑しようを帯びた。中指には少々無ぶ骨こつな指輪が嵌はまっている。

「まあ、今まで溜め込んだ分はある。当とう座ざの生活と活動は、心配ない……無理をして、仕事をする必要はないさ。そろそろ、オーファンでの仕事も潮しお時どきだ。むしろ、長なが過すぎたぐらいだ」

　声は自然と低めた、響ひびかないものへと意い識しきされている。カツ、と靴くつ音おとが響き、雑ざつ踏とうの中で灰色の髪の男は踵きびすを返した。

　慌あわてて、その背せ中なかを追うように、少年は歩き出していた。

「……オーファンでの仕事が潮時って……この国を出るのかよ？　ミハエル」

　何気なさを装よそおった問いかけの響きに、心細さが混じっていることを敏びん感かんに感じ取り、ミハエルは振ふり返る。さほど離はなれていない場所で、暗あん紫し色しよくの瞳ひとみが真まっ直すぐに彼を見上げていた。

「ああ。一度ラムリアースに戻もどる」

「……戻る？」

　少年は、訝いぶかしげに首を傾げる。

「ミハエル……あんた、ラムリアースの人間だったのか？」

　ラムリアースは、オーファンの隣りん国ごくだ。

　まだ三十年ほどの歴史しかないオーファンとは対照的に、アレクラスト大陸でももっとも古い歴史を持つ、森と魔ま術じゆつの国である。

「意外か？　フェルツ」

「……いや」

　ミハエルに連れられた少年──様々な運命の変転によって、一いつ介かいの街の少年から、強ごう盗とう団だんに連れられるようになっていたフェルツは、少し考えてゆっくりと首を横に振った。

「よく考えたら、そうでもない。ラムリアースは魔法研究の盛さかんな国だろ。あんたの古代語魔法ハイ・エンシエントがすごいってことはオレでもわかる。ファンで学んだものだとしたら、すぐに足がつくんじゃないかって思えるくらいだ。オーファンは、私し塾じゆくも少ないし……そうだよな、外国で学んでたって言われたほうが、自然だ」

　陳列されている作品を眺ながめる人の流れに乗り、歩みを進めながら、フェルツは納なつ得とくしたように呟く。ミハエルから様々な知ち識しきを注がれている少年は、その成果を見せ始めていた。

「でも、じゃあ、何でオーファンにいるんだ？　やっぱり、何かしでかしてラムリアースにいられなくなったのか？」

　詮せん索さくの言葉に、灰色の髪の魔術師ソーサラーは僅わずかに目を瞠みはった。彼が、自分のことに対して興きよう味みを向けてきたのは、覚えている限かぎり初めてな気がする。半ば拉ら致ち同然に故こ郷きようから連れ出され、囚とらわれるようにして、流されていた少年だった。初めの頃ころは、むしろ興味を持たぬよう、知りすぎぬようにと、慎しん重ちように振ふる舞まっていたぐらいだ。

　今は長なが袖そでの奥おくに隠かくされた罪ざい人にんの証あかしの腕うで輪わによって、彼も何ど処こにも行き場がない状じよう況きようとはいえ、それだけ、自分達に馴な染じんできたのかと思えば、安あん堵どと同時に後ろめたさも感じなくもない。

「いや、生あい憎にくとそうじゃない。俺おれは、こう見えてもラムリアースではそれなりに品行方正だったさ」

　苦く笑しようしながらも、ミハエルはフェルツの疑ぎ問もんに首を横に振る。横顔に感じるフェルツの視し線せんは、やや興味深げだ。

「──……ふぅん？」

「オーファンにきたのは、まあ、半ば成り行きだな。少しでも近い場所にいようとしたのかもしれない」

　少年の興味に釣つられたように、己おのれの内ない情じようを吐と露ろするような言葉が零こぼれ、慌あわてたようにミハエルは言葉を切った。

　フェルツは先を促うながしはしないが、興味を失ったわけでもないようだ。視線が逸それた気配はない。

　それを感じながらも、ミハエルは会場内からでは見えないはずの、しかし、豊ゆたかで雄ゆう大だいな山やま並なみの連なる方向へと、何気なく視線を向ける。

「──……ヤスガルン、か」

　複ふく雑ざつな感情の籠こもる声だった。苦々しいような、懐なつかしげなような。

　この声色に、フェルツは首を傾かしげている。

　ふと。

　会場を透すかして雄大な山脈を透かし見ていたはずのミハエルの視線が、ある一点に固定された。

　そこには、彫ちよう像ぞうが一つ、飾かざられている。やはり、顧こ客きやくを勝ち取ろうとする新人の職しよく人にんの作品だろうか。

「…………」

　ミハエルは、無言で惹ひかれるようにして、そちらへと歩いていた。不ふ審しんそうにして、フェルツもそれについていく。

　まだ多少、荒あらいところもあるが、趣しゆ向こうを凝こらした彫像だった。

　土台も作者が掘ほり出したものなのだろう。様々なメダルのようなモノがはめ込こまれている。彫像は、女じよ性せいの姿すがただった。

　若わかい女のものではない。

　手首に、円形の飾りをはめて、それを愛いとしそうに眺ながめている。輪になった形の、古びた腕輪のようだ。

　その飾りを慎しん重ちように見つめるミハエルの横顔が強こわ張ばるのを、フェルツは感じた。

「フェルツ」

　硬かたい声で、振ふり返りもせずに呼よばれて、少年はその予想が外れていないことを知る。

「何？」

「──……ダスターを呼んで、すぐに隠かくれ家に戻もどれ。仕事の話をする」

　周囲の雑ざつ踏とうに混まじりこむような声で、ミハエルは傍かたわらの仲間へと囁ささやきかけた。フェルツの表情がかすかに曇くもったことは、承しよう知ちの上だ。

「先に、出口にいってるはずだ。あいつは、金や宝ほう石せきなんかの、わかりやすい目標のほうが好きだからな、こういった場所は合わんらしい」

　少しずつ、お互たがいの間にずれが生じ始めている強ごう盗とう団だんの頭目とその参さん謀ぼうは、最近ではそのずれを、フェルツへと隠さなくなってきていた。

　少年はくるりと身軽な動きで、ミハエルから離はなれて歩き始める。

　流れるような、人ごみをすり抜ぬける歩みの技ぎ術じゆつは、ダスター仕込みだ。一いつ介かいの街の浮ふ浪ろう児じ同然だった少年は、すでにそうとは気付かずに盗賊シーフとして、かなりの技術を仕込まれていた。

　その後姿が完全に人ごみに紛まぎれたことを確かく認にんし、ミハエルは再ふたたび、その場に飾られた彫像へと視線を向ける。

　台座に嵌はめられたメダルは、外国の様々な狭せまい地ち域いきで流通している銅どう貨かだろう。大陸で流通しているガメル銀貨よりも、小さな単位のものだ。使われている地域から出れば、まったく価か値ちを持たないが、好こう事ず家かは好んで集めることもあるし、行商や旅の記念にと、価値はなくとも幾いくらか土産みやげに持ち帰る者も少なくはない。

　ミハエル自身も、それが全すべてどこの物かはわからないが、西方諸しよ国こくや、東方のものもあるようだ。

　いや、そんな硬こう貨か自体はどうでもいい。

　彼の心を摑つかんだのは、彫像の女性が手にしている、幅はば広ひろの腕うで輪わのようなものだった。いや、腕輪にしては、厚あつみがありすぎる。細やかな模も様ようと、文字のようなものが、外側にも、内側にも、細やかな文字が彫ほられている。厚みの部分は、僅わずかに虫食いのような不ふ規き則そくな模様の形に穴あなが開いているようで、それがかすかな光を透かしているようだ。

　──いや。模様じゃない。

　ミハエルは、慎しん重ちようにそれを観かん察さつし、僅かに唇くちびるをゆがめた。

　こんなところで、お目にかかるとは思わなかった。あれは……。

　がちゃん、がちゃん、がちゃん。

　思し考こうに沈しずみかけていたミハエルの耳に、雑踏とは別の、耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんが混じり始めていた。不ふ快かいだが、気にしない。目の前の環わの値ね踏ぶみのほうが大切だった。

　間ま違ちがいない、あれは──。




「あれー？」




　彼の思考をぶった切るようにして、明るい声が響ひびいた。

「──ッ⁉」

　その声に、心しん臓ぞうが口から飛び出るような心地ここちを味わう。

　こんなところで、聞くはずのない。できれば二度と聞きたくない声だった。

「もしかして、ミハエルさん？　ミハエルさんじゃないですか？」

　明るく澄すんだ、弾はずむような声だった。それが、耳障りな金属音と共に近付いてきている。

「な……」

　無む警けい戒かいに名前を呼びかけられて、慌あわてて振ふり返った。そこには、白い鎧よろいの塊かたまりが弾むような歩調で近づいてくるのが見えた。白い神しん官かん帽ぼうに、肩かたの上あたりで揃そろえられた茶色い髪かみ。それと同色の明るい茶色い瞳ひとみ。

　……なぜ、また、ごつくなっている。

　彼女が背せに負った、巨きよ大だいな大剣グレートソードを見たときと同じか、それ以上の微び妙みような衝しよう撃げきがじわっと胸むねに落ちていく。

　その今や鉄てつ塊かいのような姿すがたになった少女と一いつ緒しよに、金色の髪のハーフエルフの娘むすめと、肩に若わかいカラスを乗せた、魔術師ソーサラーの姿も近づいてきていた。視し線せんを両側に走らせ、つい逃にげ道を探さがしてしまう己おのれの仕草をみっともないとは思いながらも、止めることはできない。

　カラスを連れた魔術師は、彼の姿を見て一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした様子だった。杖つえを握にぎる手に、僅わずかに力が加わったようにも見えたが、それを感じとったのはお互たがいだけだ。近付いてくる鉄塊娘の表ひよう情じようは、素す直なおな再さい会かいの喜びに溢あふれているし、精霊使いシヤーマンのハーフエルフも驚おどろきを映うつしながらも警けい戒かいの様子はない。

　ファリスの神官戦士、イリーナ・フォウリーはミハエルの前で急停止をすると、神官帽をとって深々と頭を下げた。

「お久ひさしぶりです、ミハエルさん。こんなところでまた、お目にかかれるなんて思いませんでした」

　顔を上げると同時に、イリーナは屈くつ託たくのない全開の笑え顔がおで、ミハエルに挨あい拶さつをしてくる。

　展てん覧らん会かいの会場。しかも、展てん示じ品ひんのすぐ前でのことである、衆しゆう目もくを集めることこの上ない。

「先日は、大変お世話になりました。ミハエルさんの機転があったからこそ、アリス姉さんたちも無事で、大たい過かありませんでした。なのに、遺い跡せきでは失礼なことを言ってしまって、お礼を言うことも、お詫わびを言うこともできなくって、ずっと気にしてたんです」

　深々と頭を下げるイリーナの表情から、皮肉は読み取れない。その傍かたわらで、マウナも小さく会え釈しやくをしていた。

「あ、ああ……いや、その。久しぶり、だね。こちらも、誤ご解かいされるような言動を、とっていたんだ、気にしなくていい」

　少し掠かすれたような、戸と惑まどいを多分に含ふくんだ声を、ミハエルは辛かろうじて絞しぼり出すことに成功する。

「よかった。あ、ミハエルさん、こちらにはお仕事ですか？　それとも、お祭り見学？　そういえば、仲間の方がいらっしゃるんですよね、ご挨拶させてください」

　屈託なく言われて、ミハエルの血の気が下がっていく。

　一歩だけ下がって立っていたヒースは、きょろきょろと周囲を見回す。連れらしき姿がいないかと、探さがしているようだ。その表情は、なにやら複ふく雑ざつだ。少なくとも、彼だけがミハエルの正体を見み破やぶっているのだ。

「いや、その、仲間はこちらには来ていない。こういった、芸げい術じゆつ品ひんには理り解かいの乏とぼしい連中でね」

　絞しぼり出す言葉が、どうしても喉のどに引っかかる。やはり、自分は予想外の状じよう況きようの対たい処しよは苦手なようだと、自覚は更さらに深くなる。

「そうですか。残念です」

　しょぼんと肩かたを落とすイリーナに代わって、口を開いたのはヒースクリフだ。口くち許もとに微妙なゆがみが浮うかんでいるのは気のせいか。

「今度、お仲間も一いつ緒しよに、食事でもどうですか。身内のことで、そちらに手間をかけさせてしまったことですし。御お礼れいの一つでも、したいんですが。いやほんと、色々とお世話になってるんで、奢おごらせてください、ゼヒトモ」

「珍めずらしいわね、ヒース。ちゃんと、よそ行きの言葉も喋しやべれるんじゃない」

　こっそりと、マウナが茶々を入れている。

「それはいいですね！」

　ヒースの誘さそいに、少ししょげたイリーナが、弾むように顔を上げて瞳を輝かがやかせる。

「ぜひ、奢らせてください！　わたしたち、鍛か冶じギルドのほうから報ほう奨しよう金きんをもらって、今懐ふところが温かいんです」

「……報奨金？」

　つい、首を傾かしげて問い返してしまう。

「はい！　この展てん覧らん会かいの出品作品を狙ねらう強ごう盗とう団だんを、退たい治じしましたので、その際さいの報ほう酬しゆうなんです」

　少しだけ誇ほこらしげに、ファリスの神官戦士の少女は胸むねを張はる。板金鎧プレートアーマーが、かすかに重い軋きしむ音を立てた。

「……あ、ああ、そうなのか。噂うわさは、聞いている。あれは君達の手て柄がらだったのか」

　ミハエルの額ひたいに、じわりと嫌いやな汗あせが浮く。

「はい！　以前ミハエルさんに助けていただいたときよりも、また少し、強くなったと思います。その時の借りを、いつか返せればいいと思います」

「……いや、気にしないでくれ」

　屈くつ託たくなく笑う少女に、何な故ぜお前たちは行く先々で現あらわれるのかと、詰なじりたい気持ちになった。

　イリーナの言う「借り」とは、「恩おん」のことを言っているのだろうとは察するが、脛すねに傷きずのあるミハエルとしては、どうしても「仇あだ」のほうに聞こえてしまい、額だけではなく背せ中なかにまで嫌な汗が浮く。

「そうは行きません。ちゃんと、お礼はしないと。そうだ、こちらにはしばらく逗とう留りゆうされるんですか？」

　瞳ひとみを輝かせるファリスの神官戦士は、そう言って背の高いミハエルを覗のぞき込こんだ。

「連れん絡らく先さきを教えてください。色々伺うかがいたいこともありますし、お礼だって言いたいですし……積もる話もありますから。わたし、冒ぼう険けん者しやの友人、少ないんですよ。やっぱり今までの活かつ躍やくを聞かせてほしいじゃないですか」

　まったく、ミハエルの素す性じように疑うたがいを持っていないらしいイリーナは、濁にごりのない視し線せんで彼を射い抜ぬく。ハーフエルフの精霊使いシヤーマンも、口こそ挟はさまないものの隣となりで頷うなずいているところを見ると同様のようだし、ただ一人、彼の正体を見抜いているはずの魔術師ソーサラーは、油ゆ断だんなく彼へと強い視線を返していた。

「──…いや、こちらから、連絡しよう。連絡先を教えてくれないか。わたしたちは、知人の家にお邪じや魔まをしているのでね」

　辛かろうじて、逃にげ口上として逆ぎやくに連絡先を聞き出そうとする。そのまま、連絡などするはずもなく、何ごともなかったように、街を後にするつもりだった。

　いや。

　──どうしても、すませなければいけない仕事を、一件けんすませてからだ。

「わかりました。わたしたちは大通りに面した宿をとっていますし、もし万が一連絡がつかなかったら、鍛冶ギルドかマイリー神しん殿でんのほうに居い場ば所しよを伝えていますから」

　屈託なく、イリーナは宿の名前と連絡先を口にする。

「わかった、覚えておこう。それじゃあ……」

「いやぁ、そんなまどろっこしいことせずに、そっちの連絡先を教えてくれればいいんじゃないかなあ？　まさか、後ろ暗いところがあるわけじゃないでしょうに」

　やや慌あわてたように身を翻ひるがえすミハエルに、くねくねと軟なん体たい動どう物ぶつのように妖あやしい動きをしながら、魔術師が挑ちよう発はつするように言葉を掛かける。何かを言い返そうと思って振ふり返れば、それを制せいするように助け舟ぶねを出してくれているのは、妹分だった。
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「何を言ってるんですか、ヒース兄さん！　失礼です。もしかしたら義ぎ理りのお兄さんになるかもしれない人なのに。アリス姉さんが、ミハエルさんの行方ゆくえを気にしてたって言ってたじゃないですか」

「あのな、イリーナ……」

「ご友人のところに逗留されてるということは、色々と気き遣づかうことも多いでしょうし。こちらが押おしかけるのも失礼です。それなら、お招まねきしたほうがいいに決まってるじゃないですか」

　そういうつもりで言ったんじゃないと、ミハエルの前で口に出せないだけに、ヒースクリフの表情が渋しぶくなる。その気持ちが微び妙みようにわかってしまうのが悔くやしかったが、妹分に食ってかかられ往おう生じようしているうちに、灰はい色いろの髪かみの魔術師は身を翻し、逃げるかのように展覧会会場を後にしようとする。

「ヒース兄さん、フレディが飛んでいきますよ！　こんなところで人の迷めい惑わくになります、ちゃんと肩かたに乗せててください！」

「だー！　イリーナ、お前、その有り余あまる筋きん肉にくをもう少しでいいから、考える力に回せ！」

　半ば敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの形になったミハエルを尾び行こうさせようとしたのだろう、使い魔まのカラス、フレディを舞まい上がらせた瞬しゆん間かん、イリーナの注意が飛んでしまい、ヒースが声を荒あららげている。

　その声があったからこそ、ミハエルは追つい跡せきに気を払はらうことが出来た。はじめて四面四角な神官戦士の少女に、心の隅すみで感かん謝しやする。

　盗賊シーフらしい少年が、一いつ緒しよではないことに胸を撫なで下ろしながら、ミハエルは出来る限かぎり人ごみに紛まぎれつつ、祭典最中のグードンの街まち並なみに姿すがたを消した。







　追跡を諦あきらめて、フレディを腕うでに戻もどしたヒースは、がっくりと肩を落とす。その様子に、黙だまって成り行きを見守っていたマウナが、首を傾かしげた。

「……なんで、肩を落としてんの？」

　腕を組み、そそくさとしたミハエルの後姿を見送り、そしてイリーナとヒースへと視し線せんを戻もどす。足は自然と促うながすように、その場から離はなれようとしていた。

　結けつ構こう長い時間、騒さわぎながら出しゆつ展てん作品の前に陣じん取どっていただけに、他の見物客を慮おもんぱかっていたというのもあるだろう。

　ヒースは何気なく、作品を見ながら溜ため息いきをついた。

　彫ちよう像ぞうは、新人の作品のようだ。作者名は『スート』とある。名の横に記されているのは、出身だろうか。グードン近くの村のようだ。近くの解かい説せつ札へと目を通せば、様々な見たことのない意い匠しようの銅どう貨かが、大陸の広さを表し、個こ々この価か値ち観かんの隔へだたりと、それでも共通する欲よく望ぼうを表している──ということらしいが、正直なところよくわからない。大陸で共通に使われている銀貨とは別の、見たことのない外国の貨か幣へい自体は珍めずらしいが、美び術じゆつ品的価値があるのかは疑ぎ問もんだった。もっとも、像の女じよ性せいが手にしている細工物は、見たことのない意匠で、少し心が惹きつけられなくもない。

「……お前ら、俺おれ様さまの努力と機転と気き遣づかいを、よってたかって無にしやがって……」

「あたしは何も言ってないけど」

　人の流れに乗って歩きだしながら、いじけるヒースにマウナが首を竦すくめる。それに同調するように、イリーナもこくこく頷うなずいていた。

「何のことかわかんないです」

「だー！　もう！」

　淡あわい色の髪を、爪つめで搔き毟むしりながらヒースはかんしゃくを起こしそうになった。役目を中ちゆう断だんされたフレディは、ヒースの杖つえの先に止まって、主人の真ま似ねをするようにかりかりと自分の黒い頭を搔いている。

「あのなあ。あいつはな……」

「あー、イリーナ、ヒース！　マウナもいたー！」

　ヒースが激げつ昂こう寸すん前ぜんに言葉を続けようとした瞬間、能のう天てん気きな声が会場外から響ひびき、三人は一瞬それに気がそれた。

　こちらへと軽い歩調で近付いてくるのは、白い額ひたい当あてに軽い革鎧レザー・アーマーを着た、盗賊の少年──ノリス・ウェストイックだ。

「ノリスー、遅おそいですよー！」

　イリーナがそれに応こたえるように、大きく手を振り返した。

　子犬のように一直線に駆かけてくるノリスだが、人の流れに引っかかることも躓つまずくこともない。まだ、ガルガドやヒースからは今ひとつ信用を置かれていない彼だが、確かく実じつに盗賊としての腕うでは成長しているようだった。

「ごめんごめん、野や暮ぼ用ようでさ。何。何か揉もめてた？」

　揉め事の気配を仲間達から嗅かぎ取ってか、ノリスが嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かがやかせている。

「別に、揉めちゃいない。優ゆう秀しゆうな俺様と阿あ呆ほ二人との意見の相そう違いだ」

「誰だれが阿呆よ！」

　すかさずマウナが嚙かみ付いている。

「あ、じゃあ阿呆同どう盟めいの一人として、イリーナたちに味方するよ。ひどいよ、ヒース」

　一いつ緒しよになってヒースを批ひ難なんしようとする盗賊の少年に、魔術師はさらに頭を抱かかえることになる。

「──……自覚があるのはいいことだが、むー……おい、ノリス」

　ちょい、と指を立てるようにして、盗賊の少年を呼よびつける。

「なに？」

「ちょっと、耳みみ貸かせ。男同士の話だ」

「なになに、夜にどっか遊びにいこうって？」

「違ちがうわ、たわけ！……むう、無む論ろん、それも悪くないんだが」

　一いつ瞬しゆんだけ心こころ惹ひかれたらしく頷きかけるも、慌あわてて否ひ定ていし、背はい後ごの女性陣の微び妙みように冷たい視線から身をかわそうとする。声をやや低め、ノリスの頭を抱え込むようにして囁ささやいた。

「盗賊ギルドで人探しはできるか？」

「……んー、顔形がわかってれば、わからなくはないと思う。ちょっと時間は掛かかるかもしれないけどね」

　ヒースの囁きに応おうじるように、ついさっきギルドから戻もどってきたばかりの少年が、首を傾かしげる。

　盗賊ギルドは、裏うらの情じよう報ほうに通じている。街の路上を徘はい徊かいする物もの乞ごいや、労働者の中にもギルドの息の掛かった者たちは潜もぐりこんでおり、普ふ通つうならば見み過すごされがちな、様々な細やかな情報を収しゆう集しゆうしている場所だ。

「ボクに似に顔がお絵え描かける相手かな？　そうすれば全然問題ないと思う。見つかるか見つからないかは、微妙だけどね」

「ならば、そのコネを辿たどって、ミハエルの行方ゆくえを探さぐってくるのだ。いくらお前でも覚えてるだろう、俺様のお姉さまの最有力婚こん約やく者しや候補として紹しよう介かいされた、あの学者モドキだ」

　このグードン街で、まだヒースたちがミハエルに出で逢あっていたことを知らないノリスは、僅わずかに目を丸くする。

「へ？」

「む。事情は後で説明する。おなごどもは、腹はら芸げいが出来んからな。おやっさんにも、意見を聞きたい」

　まだ少し考えながらも、ヒースは自分の顎あご先さきを指で擦こすり、声を低めた。まだ自分の判はん断だんに迷まよいが生じているようだ。

　以前に、ミハエルと出逢った時──その時、自身の判断ミスで、故こ郷きようと家族を巨大蟻ジヤイアント・アントの大たい群ぐんの脅きよう威いに晒さらしかけた。それを思い出しているのだろう。今度の自分自身の判断は、間違っているのか、それとも…──。

「うっわー」

　ヒースの物思いとは別に、ノリスの上げる声は能のう天てん気きだ。

「ヒースが相そう談だんだって。ボクもしかして、頼たよりにされてる？」

「くっ、こんな状じよう況きようで、お前を頼りにせにゃならん自分自身に、絶ぜつ望ぼうしそうだ」

　芝しば居いがかった仕草で、胃のあたりを押おさえ、ヒースは低く唸うなる。

「──……珍めずらしい。ヒースがノリスと友好関係を深めてる」

　こそこそと内緒話をしている、ヒースクリフとノリスを横目で見ながら、露ろ店てんのアクセサリーを覗のぞき込こんでいたマウナが肩かたをそびやかす。その横で、外がい套とうの留とめ金を選ぶイリーナも不思議そうにしていた。

「まあ、仲よきことは美しきかなです。この際さい仲間同士、じっくりと親しん睦ぼくを深めてもらいましょう」

「好きで仲良くしとるんじゃないわ、大おお馬ば鹿かども！」

「えー、仲良くしようよー」

　吼ほえるヒースに、笑いながら解かい放ほうされたノリスが纏まとわり付いている。

「イリーナ。『ヒース兄さん』なにやら隠かくし事をしてるみたいだけど、いいの？」

　にまにまと笑いながら、マウナが傍かたわらのイリーナを指で突つついた。つつかれた神官戦士は、どちらにしようかと留め金選びに余よ念ねんのない様子で、ふと我われに返ったらしくきょとんとした表情になる。

「え？　えーと……別にいいんじゃないですか？」

　首を傾げながらイリーナは、マウナと、そしてノリスに纏わりつかれて杖つえを振ふり回しているようなヒースへと視し線せんを向ける。

「あ、そうなの？」

　少し、拍ひよう子し抜ぬけしたようにハーフエルフは目を瞬またたかせた。

「ヒース兄さんには、ヒース兄さんの事情があるでしょうし、考えもあるんだと思います。もしそれでどうにもならなかったり、困こまったりしたら、仲間にきっと話してくれますよ」

　にっこりと笑いながら、請うけ負うイリーナに、マウナは小さな苦く笑しようを浮うかべてしまう。

「そんなもんかしらね」

「はい。それに、やんちゃな男の子同士のじゃれあいは、見ていて可愛かわいいじゃないですか。男の子には男の子の秘ひ密みつがあるんですよ、きっと」

「誰が、やんちゃで悪戯いたずらな男の子だ！」

　しつこく食い下がっている兄あに貴き分ぶんに、イリーナは少し驚おどろいたように確かく認にんする。

「え、女の子じゃないですよね？」

「ボク、どうせ秘密の話なら、女の子のほうに混まぜて欲ほしいなあ」

　ヒースに絡からんでいたノリスがボソリと呟つぶやくのを、マウナは聞き逃のがしていなかったようだ。

「完かん璧ぺきに女じよ装そうしてきたら、女の子の話に入れてあげてもいいわ」

「えー、やだよ。口くち紅べにがまずいんだよ、あれって」

　一度だけ、女装姿すがたを披ひ露ろうしたことのあるノリスが、嫌いやそうな顔をする。

「でも、可愛かったですよ？　今度、お化け粧しようの仕方教えてくださいね」

「イリーナ、もしかして、それで慰なぐさめてくれてるつもり？」

　イリーナとマウナは、情なさけなさそうなノリスには取り合わず、振り返って一度手を振ると、賑にぎやかな街のほうへと歩みを進めている。気がつけば同どう盟めいを組むかのように、ヒースとノリスが肩を組み合っていた。なぜそんなポジションになっているのか、本人達もさっぱりわからない。

「じゃあ、あたし達はあたし達で、女の子同士の秘密のお話でもしましょうか、イリーナ。あっちに、可愛い古着屋があったのよ、行ってみない？」

「はい。とりあえずは、どんなに懐ふところが温かくなっても、古着屋が真っ先に視界に入るマウナの心の秘密を、色々と聞きたいです」

　娘むすめたちは、それぞれで楽しげに肩を組んで、笑いあっている。

「それは、心というよりも性しよう根ねとか、人格の秘密だと思うが」

　買い食いや展てん覧らん会かいめぐりはともかく、女性陣じんの買い物に付き合うつもりはないらしいヒースは、後で食事に合流するための場所を決めると、歩き出す娘達を見守るように見送って、軽く手を振った。

　楽しげに笑いさざめく人々の群むれの中に、鎧よろいの音が混じりこんで消えていく。

「で、何？　何で、ミハエルさんを調べるわけ？」

　話題を忘わすれていなかったノリスが、瞳ひとみを輝かせた。

「──……おう。まあ、それは、おやっさんを交えて話そうじゃないか」

　やや考えこみながら、ヒースは苦々しい表ひよう情じようでゆっくりと頷うなずき、盗賊シーフの少年を先せん導どうするように歩き始める。

　使い魔まのフレディの視し線せんが、楽しげな娘たちを追いかけ、一度小さく「くぁ」と鳴くと、周囲を警けい戒かいするように羽ばたき舞まい上がった。










　山のように、屋台で買い食い用の食物を抱かかえ込み、ヒースとノリスが転がり込んだのは、グードンの街のマイリー神しん殿でんだった。

　その一室を借りることになったガルガドは、少々渋しぶい顔をしている。

　グードンの街の戦神マイリーの神殿は、さすがに王都のものよりも小さくこぢんまりとしていたが、客を相手にする部屋は十分にあるし、ガルガドが祭りの忙いそがしい時期にそれを借りていても、何ら文もん句くは言われない。

　何しろ、街を騒さわがせていた強ごう盗とう団だんを捕とらえた冒ぼう険けん者しやの一行であり、ガルガド自身が、王都の神殿でも少しずつ神官としての功こう績せきを認みとめられてきている。今回のグードンへの出向も、彼が神殿での用よう件けんを果たしに来たのが切っ掛けであった。

「──…そういうことは、何で早く言わんのだ」

「言えるか、あの実家の状じよう況きようで。妹も弟も、口を揃そろえて『ミハエルさんすごーい』だぞ。俺様としても、あまり思い出したくない」

　むっつりとした表情で、ヒースクリフが腕うでを組んでいる。

「あー。そっか……だから、どっかで会ったことがある気がしてたんだ、ミハエルさん」

　神殿で出された茶を啜すすりながら、ノリスが長なが椅い子すに寝ねそべるようにして、頷いた。

「声に聞き覚えがあったんだね。そういわれると、ファンの下水道で聞いた声と、ミハエルさんの声、すごく似にてるや。納なつ得とく」

「だから、そういうことは早く、速そつ攻こう、速すみやかに、とっとと思い出せと言うとるだろうが、くそがき」

　お茶の椀わんを握にぎりつぶさんばかりの、苦りきった表情で、ガルガドが言葉を絞しぼり出す。

「──……とはいえ、あの状況であの御ご仁じんが、いつぞやの強盗団だとわかったとしても、何もできなかった上に、あの村がどうなっていたかわからんからの、お前さんの気持ちもわからんではない」

　ヒースの話を聞き終わったガルガドは、長椅子に深くもたれて、腕を組む。考えこむように、背せに深くもたれようとして……ノリスの足が当たり、苛いら立だったらしく盗賊の少年を床ゆかにコロッと転がり落として知らぬ顔をする。

　故こ郷きようのヒース自身が行方ゆくえ不ふ明めいとなった事件──その時に、姉の婚こん約やく者しや候こう補ほとして紹しよう介かいされていた学者風の青年ミハエルが、かつて彼らと対たい峙じし、友人となった少年を拉ら致ちした強盗団の主力の一人であること。そして、その男が現げん在ざいこの街に潜せん伏ぷくしていること──

「でも、やることは決まってるんでしょ」

　床に落とされた姿し勢せいのまま、視線だけでガルガドを恨うらめしげに睨にらむノリスが、ヒースへと確かく認にんする。

「フェルツの敵かたきを討うつんだよね」

「いや。それはまだ、早い」

　一足飛びの結けつ論ろんに達しそうになったノリスに、ヒースが裏うら手てで留とめる仕草をしている。

「一いち応おう、まだあいつ……ミハエルの言葉を信じるなら、元気だそうだ。ということは、連れ歩いてるんだろうな」

　眉み間けんに皺しわを刻きざみながら、ヒースも深く長椅子にもたれかかる。だらけた姿勢になってしまい、どうも緊きん張ちよう感に欠ける。

「信じるのかの？」

「……まあ、一つくらいは信じてもいいと思うんだ。真ま面じ目めな話。少なくとも、俺おれ様さま悔くやしいことに借りがあるしな」

　ミハエルの忠ちゆう告こくを聞かず、ヒースの判はん断だんミスのせいで、村や家族が被ひ害がいにあうところだった。それを救ってくれたのは、ミハエル自身だ。彼には、本当ならヒースに正体がばれた時点で、全すべてを見み捨すてて安全な場所へと逃にげるという選せん択たく肢しがあったはずなのだ。それを選ばずに、セイバーヘーゲン家を守ってくれたからこそ、姉や弟妹達を、彼は失わずにすんだ。そのことだけは、誤ご魔ま化かしようがない事実だ。

　そして、妹達から詳くわしく聞いた、ミハエルの補ほ佐さをして《巨大蟻ジヤイアント・アント》の群むれから家族を守ってくれた相あい棒ぼうが、かつて彼らの手からすり抜ぬけてしまった少年、フェルツかもしれない。

「ああああああっ、何で、俺様はあの瞬しゆん間かんに、あいつの正体見み破やぶって、それをあの男に伝えたんだ！　この聡そう明めいな頭ず脳のうが憎にくい、憎いぞ‼」

　ぼふぼふ、と長椅子の背もたれに後頭部を打ち付ける仕草をしながら、ヒースが芝しば居いがかった嘆なげき方をしている。

　ヒースは、ミハエルがかつての強盗団の一人であったことを即そく座ざに見抜き、フェルツは無事かと問うことで、彼の正体を知ったことを伝えていたのだ。あの時は、それが威い嚇かくのつもりだったが、今となっては誤魔化しが利きかない。

「あの時、知らん振ふりをしておけば、天然を装よそおってまとわりつき放題だったと言うのに！」

「でも、向こうは気づいてるんだから、さりげなく逃げただけだと思うよ」

「まあ、それはクソガキの意見に賛さん同どうだの」

　床ゆかをずりずりと這はいながら、落ち着く場所を探さがしているらしいノリスに、ぼそっと苦々しげにドワーフも頷うなずいている。

「しかし、現げん状じようそれをイリーナがおこなっとるようではないか」

「うむ。あの男がイリーナの一挙一動に、おろおろとする様は微び妙みように面おも白しろい、もっとやれ、イリーナ」

　ぴた、と自じ虐ぎやくの動きを止め、ヒースは重々しく頷いた。

「じゃあ、イリーナには、言わないんだ？　ミハエルさんの正体のこと」

　テーブルの下が、何となく心地ここち良く感じているらしく、ノリスが出されたお茶ちや菓が子しを持ち込こんで、問いかけている。ガルガドが、その位置を窘たしなめるためか、椅い子すに座すわれと促うながすために無言でごすごすと軽く蹴けっているが、ノリスにはあまり気にならないようだ。

「そこが問題でな。こうして、おやっさんたちに相談を持ちかけたわけだが」

　口調を改め、ヒースは長椅子からやや身を乗り出した。

「イリーナはあのとおり、腹はら芸げいのできない性せい格かくだ。あの突とつ貫かん娘むすめに、ミハエルのことを正直に伝えたらどうなると思う？」

「説教する」

「キレる」

　ガルガドとノリスの返答は、速そつ攻こうにして簡かん潔けつだった。

「『ミハエルさん自身は、悪い人ではありません。それには何か事じ情じようがあったのかもしれませんから、話を聞かないと！　そして悔くい改めてもらうのです！　そのために出来る限かぎりのことをしなくては！　さあ、行方を追いかけますよ、ヒース兄さん！』……まあ、こんなところかの」

「えー。こうじゃないの？　『何ですって！　何でそんな大切なことを黙だまってたんですか、ヒース兄さん！　ともかく、ヒース兄さんの折せつ檻かんの方法は後で考えるとして、邪じや悪あくを倒たおしに行きます！　そしてフェルツを助けるんです！』……こっちじゃない？」

　双そう方ほう向こうからの物もの真ま似ねに、ヒースは表情を僅わずかに引きつらせた。

「意外と芸達者だな、おやっさん」

「褒ほめるな。少々恥はずかしい」

　浅黒い肌はだが僅かに染そまり、ドワーフはさりげなく視し線せんを外して、茶器を口くち許もとへと運ぶ。ちょっと後こう悔かいしているらしい。

「まあ、どちらも考えられる」

　しみじみとした口調で、ヒースは二人の言葉に頷いた。

「そんでもって、それやった瞬しゆん間かん、俺らはまた地下下水道での失敗の轍てつを、そっくりそのまま、芸なく踏ふむだろう」

　地下道での失敗。フェルツを人ひと質じちにとられれば、恐おそらく自分達は手出しできない。恐らく、冒ぼう険けん者しやとしての最初の一歩の傷きずを抱かかえたイリーナは、特にだ。

「そして、あまり考えたくはないことだがの……」

　言葉にしなかったヒースの思考を悟さとったのだろう、ガルガドはやや口調を改める。

「……あの少年が、伴ともなわれてるのは、凶きよう悪あくな強ごう盗とう団だんだということだ」

　ファンにいたときの少年──フェルツは、完全に善ぜん良りようではないが、少なくとも善良であろうとすることを望む、普ふ通つうの少年だったと思う。ややひねくれたところもあるが、犯おかした罪つみを償つぐなえば真ま面じ目めに働き、貧まずしくとも弱いものを庇ひ護ごしようとする心根をもっていた。

　しかし。

　ヒースクリフに、やや痛いたいところを突つかれたような表情が過よぎる。考えないでもない、可か能のう性せいだったらしい。

「……人の心と言うものは、様々に変わる可能性があるからの。もしも、その強盗団に思想や心根が染められていたら……」

「そうだよね。ロッテやアリスさんに聞いたヒースの昔話、今のヒースからなんて全然想そう像ぞうできないもんね」

「黙だまれクソガキ」

　わかりやすい身近な例に深く頷いている盗賊シーフの少年を、テーブルの下というのをいいことに、魔術師ソーサラーは軽く蹴飛ばした。

「それでも、俺たちの最初の躓つまずきではあるんだよな、あいつは」

　マイリー神しん殿でんの接せつ客きやく室しつの天てん井じようを見上げながら、ヒースは低く呟つぶやく。その呟きは、盗賊の少年はもとより、ドワーフ神官も聞き取っていたようだ。

「というか、イリーナの最初の躓きではあるよね。あ、もちろん、ボクも気にしてないって訳わけじゃないけどさ。仲良くなれそうだったもん、あの子」

　お茶のおかわりが欲ほしくなったらしく、のそのそとテーブルに出てきて、器うつわに茶を満たしながらノリスが軽い口調で呟くように口にする。

　いい加か減げんではありながらも、かなり正せい鵠こくを射いたような言葉に、ヒースとガルガドが黙り込む。

「最初の躓きから、起こしてやりたいの」

　ガルガドも、低く呟いた。

「しかし、それはイリーナ自身の力でなければならんだろう。我われ々われがよってたかって、その小石までの路みちを整えても、イリーナのためにはならん。路は、己おのれの力で切り開き、己の力が及およぶ範はん囲いのものを、手に入れるべきではないかの」

　人生は戦いと説く、戦神マイリーの神官らしいことを、ドワーフは口にする。その言葉に、しばらく天井を見上げていたヒースは、ゆっくりと視し線せんを下ろし、正面に座すわるマイリー神官を見み据すえた。

「……隠かくすなってことか？」

「まあ、そういうことになるかの。話す時期は計ってもいいかもしれんが」

　重々しい動きで、緩ゆるやかにガルガドは頷うなずく。

「少なくとも、隠していていいことはあるまい。心配せずとも、イリーナはあれで成長しとるよ。わしらのことを仲間として信用しとる。激げつ昂こうだけに捕とらわれることもあるまい。……多分」

　最後だけは、つい自信がなくなってしまい、言葉が弱くなるものの、それに気付いたようにあわててガルガドは付け加える。

「わしらは、最初の一歩からたくさんの経けい験けんを積つんできたはずではないかの？　それぞれ冒ぼう険けん者しやとして、それを支ささえる仲間として。得るものはそれぞれ、成長の度合いもそれぞれ違ちがう──しかしあの頃ころとは、確かく実じつに違うはずだがの」

　器に残る茶を、ゆっくりと飲み干ほし、ガルガドは目の前のヒースを見返した。

「そういえば、色々やったよね。下水道から」

　笑いながら、ノリスも何度も頷いている。

「なめくじの肉を運んだり、幽ゆう霊れい屋や敷しきっぽいところ探たん検けんして茶ちや巾きん包づつみにされたりさ。強盗団だけじゃなくて、密みつ猟りよう団とも戦ったし、ヤスガルンに登って地じ震しんを止めたりもしたよね」

　少し懐なつかしそうに、今までの冒険を指折り数えて、表ひよう情じようを綻ほころばせた。確たしかに、もう秋とはいえ、春から夏という短い間に、立て続けにこれだけの冒険の依い頼らいを果たしているのは、彼らが拠きよ点てんにしている《青い小こ鳩ばと亭てい》だけでなく、オーファン全土でも珍めずらしいのではないかと、話題になりつつあるほどだった。

　もっとも、失敗もそれなりにしているのだが。

「──……そうだな。宿に帰ったら、少し話すか」

　頭の後ろで腕うでを組み、ヒースは少々苦く笑しようめいた笑えみを、唇くちびるの端はしに乗せた。

「ま、それで万が一、イリーナが暴ぼう走そうするようなことになったりしたら、俺様……いや。全員でフォローすればいいか」

　言いかけた言葉を、途と中ちゆうで訂てい正せいし、ハーフエルフの精霊使いシヤーマンからはひねくれ魔術師と呼よばれても意に介かいさない青年は、珍しく年相そう応おうの表情を浮うかべたように、仲間達は感じられた。

　錯さつ覚かくだったのかもしれないが。

「じゃあ、ボク、早さつ速そくギルドに行って来るよ。どうせ、ちょっと仕事しろって言われてるし……と」

　ひょい、と弾はずむようにして長なが椅い子すから立ち上がるノリスが、ふと、口を滑すべらせたという表情を浮かべて、口くち許もとを手で覆おおう。

「ああ。うむ、よろしく頼たのむ」

　だらしなく座った姿し勢せいのまま、ヒースはひよひよと手を振ふって、盗賊シーフの少年を送り出す。

「まずい仕事ではあるまいな」

　釘くぎを刺さすようにして、ガルガドが盗賊を軽く睨にらむが、睨まれた本人は慣なれているのか、気安いものだ、とけろりとしている。

「うん。違ちがうといいなって思う」

「希望かい」

　ドワーフのこめかみに、いつもよりもはっきりとした血管が浮き出すのを見て取り、ノリスは慌あわてて神しん殿でんから飛び出していく。

　その無む駄だな観察力を、なんとか冒険中にも活いかせないものかと、しきりに首を捻ひねりながら、ガルガドも席を立ち、そして、ヒースもそんな些さ細さいなやり取りをにやつきながら眺ながめ、その場を辞した。










「何だって言うんだ、彫ちよう像ぞう⁉　そんなモノに価か値ちがあるのかよ」

　いらだたしげな声が、うらぶれた家屋に響ひびく。

　何かを叩たたきつけたのだろう、大きな音が響いてそれを聞いていた浅黒い肌はだの少年が首を竦すくめていた。

　グードンの街から少し外れた、廃はい坑こうの小屋。

　すでに閉へい鎖さされた鉱こう山ざんの、管理小屋として使われていた朽くちかけた建物である。

　盗とう賊ぞくギルドに目を付けられているダスターと、罪ざい人にんの印のあるフェルツは、街に滞たい在ざいするのは危き険けんだ。しかし、まったく街に近づかずにいるわけにも行かない。

　そろそろ、街が夕ゆう暮ぐれを迎むかえる中、祭りの気配は更さらに濃こくなってくる。音楽や喧けん騒そうが、風に乗って流れてくるようだ。

　テーブルを叩いた衝しよう撃げきで、傾かたむきかけたテーブルの上に、酒を満たしたまま不安定に揺ゆれていた杯はいが、ぐらついて倒たおれる。

　その中身が、広げられた資し料りようや書物を汚よごす前に、フェルツは素す早ばやく布ふ巾きんに吸すい取らせようとした。動きには随ずい分ぶんと慣なれが見える。こうなったときは、亀かめのように首を竦めて、嵐あらしの過すぎ去る時間を待つんだ──と、教えてくれたのは、ファンの裏うら町まちで、亭てい主しゆの暴ぼう力りよくに顔を腫はらせた中年の女じよ性せいだったろうか。それが、まさか自分にも役にたつ知ち識しきになるとは思わず、フェルツは少し苦い顔になった。

　吐はき捨すてんばかりの口調のダスターに、ミハエルは肩かたを竦めた。

「……お前ならそういうと思っていたよ。しかし、今回の目標は別だ。俺も引くつもりはない」

　柔やわらかな態たい度どながら、テーブルに置かれた拳こぶしは、強く握にぎり締しめられ、決意の程ほどを示しめしている。お互たがいの視し線せんを受けて、真っ向から睨にらみあう。

　ミハエルの傍かたわらで、ふくろうが金色の瞳ひとみを光らせた。

「大して金にならん、危険ばかりの大きい仕事だろうが」

　話にならんと言うように、ダスターが大きく手を振ふる。

「新人彫ちよう刻こく家かの、作品？　バカか。そんなもん、ろくに換かん金きんできん」

「お前らしくないなダスター」

　話を切り捨てようとするダスターに、ミハエルが口許を歪ゆがめて食い下がる。

「やるなら、今が一番危険のない時期だろう。この街を騒さわがせていた、強ごう盗とう団だんが捕ほ縛ばくされた。もっとも警けい備びが緩ゆるんでいる」

　椅い子すにもたれたままのダスターは、一いつ顧こだにせず、視線を逸そらしたままだ。

「──……それに、今回の仕事は、アレに絡からんでいる」

　ミハエルは意味ありげに声を潜ひそめた。

「何だと」

　はじめて、瘦やせたダスターの視線が、ミハエルへと流れる。僅わずかに、目め尻じりが不ふ快かいそうに歪んでいる。

　しばしの沈ちん黙もくが流れた。

「……くっそ」

　吐き捨てるように悪あく態たいをつき、ダスターはテーブルの上に並ならんでいた資料を、腹はらいせのように払はらい落とす。

　ばさばさと、紙の束が床ゆかに落ちる音がして、それを傍らのフェルツが、拾い上げようと身体からだを屈かがめた。一つ一つ、丁てい寧ねいにそれを拾い、埃ほこりと汚れを払っていく。その暗あん紫し色しよくの瞳が、やや訝いぶかしげに顰しかめられる。




　──……アレ？　って、何だ？




　なるべく興きよう味みを持たぬように、と心を戒いましめているものも、つい耳が二人のやり取りに向かってしまう。

　それは、ダスターの心も揺ゆるがせるものとはなんだろうか。

　もしかしたら、この二人が……決して、仲のよさそうではない、盗賊シーフと魔術師ソーサラーの二人が、組んで強ごう盗とうをやっている理由に関かかわるのかもしれない。

「……それは、間ま違ちがいないんだろうな」

　声を低め、恫どう喝かつするような、響ひびきの悪い声だった。ダスターは視線の険けんを強めている。

「間違いない。俺おれが、アレをどれだけ調べたか、知ってるだろう」

「ケッ、知識自じ慢まんぶりやがって、頭でっかちが」

　諭さとすような魔術師の言葉に、ダスターが毒づいた。

　視線を外し、倒れた杯を戻もどしてその中に酒がはいっていないと、理り不ふ尽じんにフェルツに当たり散らし──少年が、慌あわてて樽たるを持ってきた頃ころには、盗賊の男はそれを忘わすれているようだった。

　自身の思いに沈しずみこむようにして、唯ゆい一いつ小屋に空いた、明り取りの窓まどへと視線を注いでいる。

　ぽっかりと浮うかんだ白い月が、西に傾かたむきながら小屋をささやかに照らす。

　やがて。

　椅い子すを蹴け飛とばすようにして、ダスターが立ち上がった。

　床と、椅子の足がぶつかり合い、ガタンと大きく音が響く。

　それに驚おどろいたように、ミハエルの傍らのふくろうが、数度羽ばたき「キッ」と鋭するどく鳴いた。

　首を竦すくめていたフェルツが、忙いそがしくミハエルとダスターの動きを見み比くらべており、それがダスターの不快感を煽あおる。

　夏になる前の一件けんで、彼らは強盗団だんとしてはほとんど体てい裁さいを成さないほどに、規き模ぼを縮しゆく小しようしていた。

　認みとめるのは腹立たしいことだが、ある意味、あの弱小冒ぼう険けん者しやどもに、してやられたと言ってもいいだろう。

　とっとと溜ため込こんだ財ざいを配分して、解かい体たいして逃にげを打つのが、賢かしこいやり方であり、少なくともラムリアースにまで帰り着けば、ダスターはそうするはずだった。

　しかし、そうはできない理由も在あった。

　彼には、ミハエルと組んでいなければならない、理由があったのだ。

「──……頭でっかちが……」

　もう一度、同じ言葉を吐はき捨すてる。

　それに反はん応のうしたミハエルが、密ひそかに灰はい色いろの瞳ひとみに不ふ快かい感を揺ゆらがせる。

「お前も、父上の研究を少しは齧かじっておくべきだったな」

　どこか、勝ち誇ほこった笑えみが薄うすい唇くちびるに宿った気がして、一いつ瞬しゆんダスターの頭の中に、赤い怒いかりの靄もやが立ち込め、その手首が閃ひらめいた。

「ミハエル！」

　ダスターの手から、鋭い短剣ダガーが繰くり出され、風を切って、ミハエルの後方の壁かべに突つき立った。頰ほおに、一ひと筋すじの赤い線が刻きざまれ、頭のほとんど後ろで、短剣の刃やいばが低い音を立てて震ふるえているのが感じられる。

　フェルツが表ひよう情じようを蒼そう白はくにして、ダスターを睨にらんでいた。

　その強い視し線せんを感じながら、ダスターは何事もなかったかのように歩き出す。

　かつかつ、と響く靴くつ音おとは、小屋を出る扉とびらの前で止まった。扉を開け、半身を扉に潜くぐらせる。

「──……会場の下見は、終わってるんだろう。とっとと一仕事済すませて、ずらかるぞ」

　掠かすれたような、響きの悪い声が、テーブルで同じ姿し勢せいのままのミハエルへと掛かけられる。

　鈍にぶい色の瞳が、苛いら立だちを籠こめていた。
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「今なら警けい備びはザルだと言ったのはお前だ。多少アレンジは加えるかもしれんが、作戦に乗ってやる」

「わかった。用意しよう」

　ミハエルの口くち許もとに、かすかに笑えみが浮かぶ。ダスターは小屋の扉を叩たたきつけるように閉しめ、夜の中に姿すがたを消した。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、ミハエル」

　息の詰つまるような険悪な空気の中で、首を竦めて成り行きを見守っていたフェルツが、恐おそる恐ると声をかけた。数歩近付いて、壁に突き立ったままの短剣を引き抜ぬこうと、力を籠める。

　壁の一部を欠けさせながら、短剣を抜き、フェルツは苦い息をつく。

　その様子に、ミハエルは小さく笑みを浮かべた。

「……見事なもんだ、フェルツ。お前、ダスターの投げた短剣が見えたんだな。俺は、さっぱり見えなかったが」

「偶ぐう然ぜんだよ。まだ、あいつには全然敵かなわないし」

　抜いた短剣を、こっそりと自分用に回かい収しゆうしながら、浅黒い肌はだの少年は肩かたを竦める。ダスターの動きに反応し、少年は確かく実じつにその動きを読み取っていた。壁に、短剣が突き立つよりも早く、フェルツの警けい告こくが耳じ朶だを打ったことを、ミハエルは覚えていた。

「ああ、びっくりした」

　ややおどけるよう、ミハエルは喜き劇げき役者のように、大げさに肩を竦めて両手を広げた。傍かたわらのふくろうが、その動きの真ま似ねをする。

　微び妙みようにユーモラスなシンクロに、少年の些いささか強こわ張ばった表情が、ようやく緩ゆるんだ。

「さて、ダスターの気が変わらないうちに、仕事に掛かるぞ。気が進まないのはわかるが、手が足りないんでな」

　椅い子すから立ち上がり、ミハエルはフェルツの背せを軽く叩く。

「わかった。ククの飯はいいか？」

　ククと言うのは、最近呼び出したミハエルの使い魔ま──ふくろうだった。夜の仕事には、実に重ちよう宝ほうするが、昼間はつれて歩けない。

　使い魔の召しよう喚かんには、数日にわたる儀ぎ式しきが必要になる。それを最近まで行うことができなかったのは、彼がともに過すごしてきた仲間達に、背中を預あずけることがまったくできなかったからだ。

　使い魔の召喚を決意した時、ミハエルは己おのれに対して苦く笑しようした。自分でも意外なほど、自分はこの少年を信しん頼らいしていたらしい──と。

「かまわんさ、本来夜になったら餌えさを取りにいくんだ。まだまだ宵よいの口だ。仕事を終えてから、少し自由にさせる時間くらいあるだろう」

　まだ浅い夜の中で、グードンの賑にぎわいを耳に、浅くミハエルは微笑ほほえんだ。
















第三話　ふぞろいの悪党たち










「ねえねえ、イリーナ！　あっちにも、可愛かわいい細工物の店があるわよ、みていかない？」

　様々な店を覗のぞいて回りながら、マウナが楽しそうに露ろ店てんの方向を指差した。

　街の中央広場では、踊おどる人々の輪ができていて、老ろう若にやく男なん女によ、ドワーフも人間もエルフも交じり合い、くるくると手を取り合って、音楽に乗っている。

「えー。髪かみ飾かざりは使わないから、わたしはいらないですよー。それより、あっちで樽たる投なげの競きよう技ぎをしてるみたいなんです、行ってみたいです」

「なんで、そーいう、汗あせ臭くさいっぽいモノに心惹ひかれるかな、イリーナ」

　篝かがり火びを中央にして、円を描えがく人々の輪からはずれた場所を指差し、瞳ひとみを輝かがやかせているイリーナへと、マウナが呆あきれた声をかけている。

「え、汗臭くないですよ？　だって、樽を投げるのは一いつ瞬しゆんじゃない」

「そうじゃなくて」

　苦く笑しようしながら、マウナはイリーナへと声を掛かける。そちらの方向では、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男やドワーフたちが、砂すなの詰つまった小樽を投げて、その高さを競きそい合っている。

　力ちから自じ慢まんらしい男たちが、ずっしりとした樽を投げ上げるたびに、輪になって取り巻まく観客から、わっと歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　その舞まい上がった樽が、ガツンと落ちてくるたびに、観客が慌あわてて逃にげ惑まどう。

「イリーナなら、どのくらいまで上がる？」

　その様子を横目に、マウナが悪戯いたずらっぽく問いかけた。

　白い帽ぼう子しの神官戦士は真ま面じ目めな表ひよう情じようで考えこんで、首を小さくかくりと傾かしげる。

「……わかりません。だって、あの樽がどのくらいの重さか、持ってみないとわからないですし」

　しみじみとした真面目な口調で答えるイリーナに、同じように競技を並ならんで見ていた男が、吹ふき出した。少々酒がはいっているのか、赤ら顔だ。

「わはははは、ダメだよ嬢じようちゃん、無む茶ちや言ったら。あんなもの持ったら、肩かた外れちゃうよ！」

　陽よう気きに言いながら、ぺたぺたとイリーナの肩を叩たたこうとする。

「……えーと」

　どうやら、酔よつ払ぱらいの男が見ているのは、イリーナの茶色い髪かみをした、愛あい嬌きようのある明るい少女の顔だけで、その肩を覆おおっている、歩くたびに賑にぎやかな音を立てるごつい板金鎧プレートアーマーは、目に入っていないらしい。もちろん、その背せ中なかに負っている大剣グレートソードもだ。

「挑ちよう戦せんしてみる？　イリーナ」

　少し悪戯な表情を浮うかべて、マウナがそそのかす。

　下心たっぷりのその表情に、イリーナは僅わずかに仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、やや自分より背の高いハーフエルフを見上げた。

「……マウナ、何か企たくらんでます？」

「ううん、全然っ」

　わざとらしいほど明るい声で、マウナはイリーナに首だけでなく身体からだ全体をぶんぶん横に振ふる。

「ただ、イリーナを信じているだけっ」

　瞳が怪あやしくきらきらと輝いていた。微び妙みように鼻息が荒あらいのは、気のせいか。

　もう挑戦者はいないかと、主しゆ催さい者しやが声を上げている。

　渋しぶい表情になりながらも、跳はね上がる樽たるに腕うでがうずうずとするのか、イリーナはマウナの言葉にしきりと首を捻ひねりながらも、一歩前に踏ふみ出し、挙手をした。

「はいっ！　わたし、やってみたいです！」

　一歩踏み出せば、がしゃんと、重じゆう厚こうな鎧よろいの音が響く。

　どうやら記録に対して小こ銭ぜにを賭かけているらしく、新しい挑戦者を品定めする視し線せんは、真しん剣けんそのものだ。もっとも、大半の見物人は、さほど大おお柄がらでもない少女が歩み出てきたことに、からかい混まじりの声せい援えんを送っている。

「お嬢ちゃん、やめといたほうがいいよー」

「樽が持ち上がるのかー？」

　主催の男が、少し鼻白んだような表情で、進み出てきた新たな挑戦者を迎むかえ、思いとどまるよう何か言おうとしていたが、イリーナが小樽を手にして、くるりと手の中で回す仕草に、掛けようとした言葉を引っ込めてしまった。イリーナは、誰だれよりも簡かん単たんに軽がると、濡ぬれた砂のみっちりと詰まった小樽を扱あつかっているように見えたのだ。

「うん、平気」

　満足そうに、イリーナが笑う。

「じゃ、投げますね」

「ああっ、ちょっとちょっと！」

　樽投げの競技前に、主催者が慌ててルールを説明しようと、少女の動きを制せいしようとする。

　その間に、簡単な賭けが行われていた。どのくらいの高さを投げるか。前の競技者の記録を越こえられるか。そして、今までの記録の何番目くらいに入るか、だ。

　前の記録がよかったのだろう、大たい概がいの酒の入った見物人は、つぎつぎと小銭を「前の記録を越えない」側の帽子に投げ入れて、そちらに賭けた証しよう明めいの赤い紐ひもを手にしている。しかし、彼女の鎧を見た職しよく人にん達は、真顔になって、どちらに賭けるか、考えこんでしまった。

　マウナは気安い様子で、「前の競技者を越える」「一番」と賭けている。どのくらい投げるかとの記録に賭けないのは、基き準じゆんがわからなかったからだ。

　簡単な注意を、審しん判ぱんも兼かねている主催者から受けたイリーナは、手にした樽を、摑つかみなおす。

　明らかに観客に向けて投げた場合は、官かん憲けんに通つう報ほうするということ。もちろんそんなことはするつもりはなかったが、投げる前に、一声かけて万が一にも観客が逃にげ損そこねないようにと、念を押おされる。

　そして、イリーナの茶色い瞳ひとみは、視線の先に大体の記録の目安になるポールを捕とらえた。

「あれを、越せばいいんですよね」

「そう、色分けしてあるだろ？　その色によって、記録が決まるから」

「今までの記録はどのくらいなんですか？」

「上から三番目の黒いラインだよ。あそこまで垂すい直ちよくに上げるのは、やっぱり大変なんだ。無理するんじゃないよ」

　主催者の指が、ポールの上部を指差す。

「どうせやるなら、全力を尽つくします」

　ぐっと力ちから瘤こぶを作るような仕草をして、笑いながらイリーナはポールの下に立った。

「がんばって、イリーナ！　今日の宴えん会かいが華はなやかになるか、貧ひん相そうになるかは、あんたの腕にかかってるのよ！」

「マウナ、人で賭け事しないの！」

　仲間の声せい援えんに、下心の正体を悟さとって、かくりと肩かたを落とすも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに気持ちを切り替かえて、真まっ直すぐにポールと、樽の位置を測はかる。

　一度屈かがんで弾はずみをつけるために、腰こしを深く落とし……。

「みなさーん！　少し遠く逃げてくださいねー！」

　イリーナの力をよく知るマウナが、タイミングを見計らって、周囲に声を掛かける。それと同時に、イリーナは伸のび上がるようにして、樽を投げた。

「汝なんじは、邪じや悪あくなりーッ‼」

　一番、力の出るフレーズだったのか、思わずマウナが苦笑いする。

　思い切り伸び上がったイリーナの腕から放たれた小樽は、真っ直ぐにポールを目指して山を描えがこうとして……。

「あ」

　見物人から、誰ともなく間ま抜ぬけな声が、零こぼれる。

　高く跳はね上がった樽たるは山を大きく描きすぎた。その姿すがたが、一瞬見物人全員の視界から消えた。近くの民家の陰かげにはいってしまったのだ。

　そして、次の瞬間。

　バリ。

　遠くから、何かの破は壊かい音おんが聞こえた。

　それっきり、周囲は静かになる。

「…………あれ？」

　投げたイリーナが首を傾かしげた。

　誰も、記録を口にしない。ポールから外れすぎて、記録を読めなかったのだが、水すい準じゆんであるポールの高さを超こえたのは確たしかだ。素人しろうと競きよう技ぎでは十分と思われていたポールをはるかに越こして、樽は民家の屋根に突つっ込こんだらしい。

「ちょ、ちょっと待っててね！」

　どうやら、家人だったらしい主しゆ催さい者しやが、大おお慌あわてでその家へと駆かけ込んでいく。

「……えーと……ちょっと、手が滑すべってしまいました」

　自分の手を見ながら、イリーナが情なさけなさそうに、ポツリと呟つぶやいた。見物人たちは、イリーナを見て顎あごを落としている。

「ど、どうしましょう。おうちを壊こわしてしまったかもしれません、弁べん償しようしないと」

「……うーん。イリーナの不器用さに、予想されてしかるべき事じ態たいだったのに、掛け金に目が眩くらんだかしら」

　おろおろとするイリーナと、遠い目をするマウナ。

　やがて、よろよろと、端はしの欠けた小樽を抱かかえて、主催の男が家から出てきた。もっとも、その目に怒いかりはなく笑っている。

「いやー、すごいな。こんなお嬢じようちゃんが、二階の屋根を越すくらいに、コイツを投げるとは思わなかったよ！」

　主催者の陽気な一声が、周囲の空気を変えた。

　わっと、人の輪が拍はく手しゆ喝かつ采さいし、イリーナを褒ほめ称たたえる空気に変わる。祭りの空気ならではの、少し浮うかれたような、明るい賑にぎわいの波が押し寄よせてきた。

「あ、ど、どうも……すいませんでした」

　深々とした礼をするイリーナに、主催者は楽しそうに笑って首を振ふる。

「いやぁ、ここで祭典のたびに、こうやって樽投げをしてるけれど、それで屋根が壊れたのは、初めてだ。女によう房ぼうや子こ供どもたちに自じ慢まんできるよ。アレは修しゆう理りせずに、話の種に残しておくべきかな」

　笑いながら、ばんばんとイリーナの鎧よろいに包まれた肩を軽く叩たたいた。

「しかし、女房が祭りで出かけていてよかったよ。見つかったら金切り声を上げていただろうからね」

　悪戯いたずらっぽく、片かた目めを瞑つぶりイリーナへと気にするなと言うように笑いかける主催者に、ますます恐きよう縮しゆくしてしまう。

「あの、あのっ、直すのお手伝いします。いえ、させてください！」

　焦あせりながら申し出るイリーナに、その真正直な態たい度どが楽しかったのか、周囲はどっと笑えみを深める。

「いいよいいよ。樽投げのチャンピオンに、そんなことさせられないや。賞金だって、出すつもりなのに」

「いえっ、ではせめて、それを修理代に当てていただくということで……」

「だから、わざとやったわけじゃないだろうし、気にしなくていいんだよ」

「けれど……！」




　──イリーナと樽投げ主催者の押し問答は、しばらく続き、そして……結局は、自分の開けてしまった穴あなを、イリーナ自身で塞ふさぐという形で、なんとか決着したのである。







「……ヒース兄さん達、ちゃんとご飯食べたでしょうか」

「それは心配なかったけど。もしかしたら、あたし達のほうが、豪ごう勢せいだった可か能のう性せいは高いわね」

　集合して、食事をとる約束は結局、イリーナの失態で空けてしまった、屋根の穴を塞ぐ作業をしなければならなくなり、取り止やめになってしまった。

　それをマウナに伝えてもらうと、屋根に上って、トンテンカンと慣なれない修理をしているイリーナを見物に、ヒースはしばらく家の下でからかうようなことを言っていたようだが、まったく手は貸かさない。

　時々フレディが、憮ぶ然ぜんとしたイリーナをからかうように飛び回っていたようだが、一度角材を振り回され、ほうほうの態ていで逃にげてしまった。恐おそらく使い魔まの主も、一いつ緒しよだろう。

　イリーナの武ぶ勇ゆう伝でんを聞きつけて、「屋根修理をする樽投げチャンピオン」を見にくる物好きや、差し入れをしてくれる見物人もいた。

　その屋台から買ってきてくれたのだろう、珍めずらしい食事を口にして、すっかりとイリーナとマウナはお腹なかがくちくなっている。

　不器用なイリーナの修理は、なかなかはかどらず、家の細君の料理や噂うわさ話ばなしにつきあっていたせいで、終わるのもすっかりと遅おそくなってしまった。湯まで使わせてもらい、修理のお礼にと湯上りのエールまで奢おごってもらったこともあり、すでに、時間は夜明けに近いほどだ。

　泊とまっていけばいいのにと、引きとめる細君とその子供たちに、宿を取っているからと、家を辞し、イリーナとマウナは、のんびりとグードンの街を歩いていた。

　連日続く祭りだが、さすがにその時間には、人々の影かげも少なくなり、足音が嫌いやに響ひびく。

「いい人たちでしたねー」

　湯上りの火照った頰ほおに、触れる夜風が心地ここち良く、目を細めながらイリーナは大きく伸のびをした。

「そうねえ。あんな競きよう技ぎを祭りのたびに開いてる人だから、基き本ほん的に力持ちが好きなのかも」

　ひょろりとした主しゆ催さい者しやを思い浮かべて、マウナは小さく笑う。

「あたしだったら《青い小こ鳩ばと亭てい》で屋根に穴空けるようなことしたら、しばらく出入り禁きん止しにするけれど」

「……床ゆかならいいですか？」

「却きやつ下か。踏ふみ抜ぬいちゃダメよ」

　歩くたびに、重量感たっぷりな賑にぎやかな音を立てる、イリーナの鎧よろいにちらと視し線せんを投げて、マウナは少し笑えみと、真ま面じ目めさを含ふくんだ声で釘くぎを刺さす。

　イリーナも肩かたを落として、殊しゆ勝しように「気をつけます」などと口にしたようだ。すぐに気を取り直して、元気な足音を、すっかりと人気の少なくなった街路に響かせ始める。

「でも、屋根の上から、お祭りを見るのも、素す敵てきでした。街中が篝かがり火びで照らされてるみたいで」

「そうねー。それは、確たしかに特等席だったかも」

　笑いながら、マウナも同意した。そして、重量感のある皮の小こ袋ぶくろを、差し上げるようにして重みを確かめる。

「賞金ももらっちゃったし」

「マウナ、人で賭かけ事しないでください。わたしは、純じゆん粋すいに自分を試ためしたくて競技に出てみたのに」

　思い出したように、イリーナがマウナを諫いさめる。やぶへびと思ったか、ハーフエルフは慌あわてて首を小さく竦すくめた。

「まあ、その、アレよね。何と言うか、イリーナを信じることで、お金を稼かせぐことができれば、一石二鳥と言うか……あ」

「誤ご魔ま化かさないでください」

　言い訳わけを探さがすように、うろうろと視線を宙ちゆうに彷徨さまよわせるハーフエルフに、イリーナがぴしゃりと言葉を掛かけるも、マウナの視線は、一点で固定されていた。

　その横顔に、イリーナが少し首を傾かしげ、声を僅わずかに潜ひそめる。

「……どうしたんですか？」

「あっち、何か声、聞こえなかった？」

　マウナはイリーナよりも耳が鋭するどい。

　祭り中とはいえ、あまり見通しのよくない街路。何気なく歩いていた場所を、慌てて見回すと、壁かべの向こうは昼間に見物を愉たのしんだ、展てん覧らん会かい会場だということに、イリーナは初めて気がついた。

「声って、どんな声ですか？」

「何か、悲鳴みたいに聞こえたんだけど……ごめん、あんまり自信ない。祭りで浮うかれた声の、聞き違ちがいかもしれないし」

　少し戸と惑まどった表ひよう情じようで、マウナも壁の向こうを見通そうとするように、緑の瞳ひとみを凝こらす。

　イリーナもマウナの確かく認にんする方向へと視線を向けるが、すでに開館時間が過すぎた会場周辺は篝かがり火びも途と切ぎれ、暗くてよくわからない。

「悲鳴なら、助けに行かないと！　いきましょう、マウナ！」

「ちょ、ちょっと、イリーナ！」

　迷まよわず駆かけ出す至高神フアリスの神官戦士に、慌てて精霊使いシヤーマンもその背せ中なかを追うように駆けだしていた。

「声、聞こえたほうどっちかわかってるの、イリーナ！」

「マウナが見ていた方向です！」

「ああもう！」

　半ば闇やみ雲くもらしいイリーナの腕うでを、慌てて強く引いて止めようとして、マウナは二三歩たたらを踏んだ。

「壁の向こうで、声が聞こえた気がするのよね。裏うら口ぐちと正面、どっちからかわかんないけれど……」

「でも、この壁を乗り越こえられないですよ！」

　展覧会会場は、警けい備びのために壁を高く作られている。イリーナの背の倍ほどあるようにも見える。その厚あつく高い石いし造づくりの壁へと、マウナがそっと手を触ふれさせた。

「まかせて。滅めつ多たにしないけど……」

　そう口にして、一いつ瞬しゆん言葉を途切れさせる。

「〝大地の精せい霊れいノームよ。しばし我わが前に道を開けよ〟」

　精霊語の呪じゆ文もんが紡つむがれ、その瞬間厚いはずの石造りの壁は丸く、こぽりと穴あなを開けた。〝隧道トンネル〟。地の精霊に頼たのんで、石や土に穴を開ける呪文である。

「……マウナも、いつでも泥どろ棒ぼうできちゃいますね」

「だから、滅多にしないって言ったでしょ！」

　イリーナのボソリとした呟つぶやきに、慌あわてたようにマウナが弁べん解かいする。

　その隙すきに、まずイリーナがその穴を潜くぐり、マウナがその後に続く。

　穴の向こうには、展覧会場である大きな建物の側面が連なっていた。

「あっちが、正面で、向こうが裏口」

　どちらに向かって駆け出そうかと、まごまごと仕掛けたところに、マウナの指が方向を指してくれる。

「声、どっちですか？」

「わかんない」

「じゃあ、とりあえず裏に行きます、堂々と前に出れない人は、きっと裏にいると思います！」

　言いながら、白い鎧よろいが駆け出した。派は手でな鎧の音が、夜の敷しき地ち内ないに響ひびく。

「何の根こん拠きよもないけど、そう言い切る潔いさぎよさに惚ほれそうよ、イリーナ」

　適てき当とうな相あい槌づちを打ちながら、マウナも別行動する気はないようだ。

「悲鳴でしたよね、マウナ。だったらこの中で悲鳴をあげそうな人、悲鳴を上げさせそうな人は……ここの警備をしてる人です！　こういったところだと、そういう人が配置されているのは、何ど処こでしょう」

　すでに走り出しながら、イリーナが後方の仲間を振ふり返りながら問う。

「入り口とか、建物の中じゃないの？」

　えらく適てき当とうな言葉が、併へい走そうするハーフエルフから返ってきた。すぐには答えが出ないらしい。それでも、イリーナにとっては十分だったようだ。

「ともかく中に入れってことですね！」

「わたしたちのほうが、押おし込こみ強ごう盗とうに見られないといいなあ。……あ、人が倒たおれてるわよ、イリーナ！」

　もっともなことを口走りながらも、精霊使いの、闇を見通す目は展覧会会場の庭に倒れる人の姿すがたを見つけ出す。

　二人とも、慌てて走り寄より、倒れた姿を抱かかえ起こす。どうやら、ここの警備を任まかされていたものの一人のようだ。

「どうしたんですか？　しっかり！」

　軽く揺ゆさぶると、小さく呻うめいて薄うすく目を開く。見たところ、大きな怪け我がはしていない。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　マウナも覗のぞき込み、〝快癒ヒーリング〟を使おうかと一瞬迷まようも、呼よびかけに反はん応のうし、口を開いた。どうやら気を失っていただけのようだ。

「──……う。この時間に不法侵しん入にゆう者しやがいて、それを咎とがめようとしたら……何だか、いきなり眠ねむ気けがやってきて……」

「眠気？」

　思わず問い返しながら首を捻ひねる。

「真っ白な靄もやが立ち込めたかと思うと……」

「〝眠りの雲スリープ・クラウド〟！」

　イリーナとマウナの声が揃そろった。

　その呪じゆ文もんに、つい最近嫌いやと言うほど苦しめられたのだ、ぴんと来るのも早い。

「少なくとも、ヒース兄さんのやんちゃではないと思います。ヒース兄さんの〝眠りの雲〟は、微び妙みように不調ですから」

「まあ、それはないとあたしも思うけど……」

〝眠りの雲〟は、古代語魔法ハイ・エンシエントの初歩だ。それを使う魔術師ソーサラーが仲間にいるために、察するのも早かった。しかし、それを唱えた術じゆつ者しやの存そん在ざいがわからない。

　慌てて周囲を見回し、耳を澄すまし気配を探さぐる。

「人の姿は何人見ましたか？」

　マウナが、倒れた男に問いかけた。目を擦こすりながら、起き上がり。

「多分、四人か、五人……」

　眠気を払はらおうとするように、頭を強く横に振ふり、男は人数を思い出そうとする。そして、ようやく気付いたように、忙せわしなく駆かけ出そうとした。

「すまない。人を呼んでくる！　このあたりを見ていてくれ！」

「あ。マウナ、ついていってあげてください！　曲くせ者ものと鉢はち合あわせしたら、大変です」

　男の背せ中なかに、イリーナは仲間へと呼びかける。

「わかった。イリーナも気をつけるのよ」

　一いつ瞬しゆんだけ神官戦士の少女と、警けい備びの男を見み比くらべ、その足取りにどちらについて行くのかを決めたようだ。マウナは、男を支ささえるようにして、正面へと駆けていこうとする。

　イリーナは鎧よろいを鳴らしながら、展てん覧らん会かい場じようの建物沿ぞいに、目を凝こらし……ふいに、二階の小さな窓まどの一つが、カタリと音を立てた。

　そこから、やや瘦やせた影かげが迷まよう様子もなく、ひらりと庭園に跳とび下りる。

　音もなく、跳び下りたのは少し猫ねこ背ぜ気味の男だ。

　黒くろ装しよう束ぞくを身に纏まとい、顔を隠かくすように、黒い布ぬのを巻まいている。

「──……え」

　その瞬間。

　ドクン、とイリーナの鼓こ動どうが奇き妙みような跳はね方をした。

　見たことがある。

　あの、黒い姿すがた。音のない動き……どこかで。

　同時に、翼つばさの翻ひるがえる音が一度だけ響ひびいて、イリーナは我われに返った。

　男が跳び下りた窓から、一羽わのふくろうが舞まい上がったのだ。

「……ふくろう？」

　以前は、そんなものは、つれていなかったと思う。

　けれど、この黒を纏う男の、雰ふん囲い気きに動きに、見覚えがある。

　跳び下りた男のほうも、布の隙すき間まから見えた瞳ひとみが、驚おどろきに見開かれている。
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「……あいつ、〝眠りの雲〟を失敗したのか？　警備は眠ねむらせたと言ってたはずだが」

　やや嗄かれたような、響きの少ない声だった。

　イリーナには聞き覚えがある。

　薄うす暗ぐらい、地下の下水道で。歯がゆい思いを抱いだきながら、見送るしかなかった背中を思い出した。見送った背中は三つ。この男と、魔術師らしい男と……そして、もう一つ。

　全身の血が一瞬、急きゆう激げきに冷たくなって、そして沸ふつ騰とうしていくような感覚がした。

「ダスター！」

　迷まよわずに、背に負った大剣グレートソードに手を伸のばし、一挙動で抜ぬき払う。

　その場の空気を切り裂さくようにして、巨きよ大だいな銀光が閃ひらめいた。剣けんと言うには大きすぎる質しつ量りようの、人間の力の限げん界かいを追つい求きゆうしたような、武ぶ器きだ。

　舞い上がるふくろうが、一瞬動どう揺ようしたように、キィッと甲かん高だかく鳴いた。

「まだ、こんなところで、悪さをしていたんですね！」

　巨大な剣を正面に構かまえ、イリーナは鋭するどく声を上げる。

　地下の通路で一度は見み逃のがしてしまった男──ダスターはかすかに笑ったようだった。

「まさか、こんなところで再さい会かいするとは思いませんでした。これぞ、ファリス様のお導みちびきというものでしょう」

「以前見たよりも、またゴツくなっているな」

　ダスターの声は、やや呆あきれたような響きを帯びていた。

「余よ計けいなお世話です！」

　鎧のことを言われたのだろうと、すぐに察したが、むっとするのは止まらない。

　ダスターは、肩かたに袋ふくろを背負っている。この展覧会場には、金細工も銀細工もふんだんに出品されていた。恐おそらくは、その中に盗とう品ひんを詰つめ込んでいるのだろうと、イリーナは見当をつける。

「あなたには、色々と聞きたいことがあります」

　じり、と距きよ離りを詰めた。

　以前に、地下の下水道で対たい峙じしたときには、まったく敵かなう気がしなかった。しかし、今は僅わずかに彼ひ我がの力の差が詰まっているように感じられる。

　同じことを、ダスターも感じたのかもしれない。灰はい色いろの目を細め、幾いく分ぶん慎しん重ちように距離をとった。

　小さな、舌した打うちが響く。

　イリーナの身につける鎧よろいは、一目見てとんでもなく厚あついものだとわかる。それに相応ふさわしい重量があるはずの鎧だが、少女の動きをまったく阻そ害がいしていない。むしろ、以前の鎧が軽すぎたのだろう。

　厚い鎧は、防ぼう御ぎよ力りよくも増ます。

　ダスターは盗賊シーフだ。戦士フアイターの剣よりも、よほど軽い刃やいばを持って弱点を突つき、一いち撃げき必ひつ殺さつを試こころみるのが、常じよう套とう手しゆ段だんだが、イリーナの纏まとうようながちがちの金きん属ぞく鎧は、なかなか鎧の隙間に刃が入らないのだ。

　以前の軽い鎧を着ているイリーナならばともかく、ダスターにとっては相あい性しようの悪い相手だった。

　そして、少女自身も、間ま違ちがいなく以前のひよっこ冒ぼう険けん者しやであった頃ころより、格かく段だんに実力を増している。

「こちらは話すことなどないがな」

　逃にげる方向を見定めるように、ダスターの視し線せんが忙いそがしく左右を彷徨さまよう。

「いっぱいあります！　そして、あなたたちには罪つみに相応しい罰ばつを受けてもらわねばなりません」

　キィ、と甲高くふくろうが鳴いた瞬間、ダスターが刃を閃かせた。

「くっ！」

　イリーナが、慌あわててその刃を受け止めようとするが、かすかに遅おそかった。

　懐ふところに飛び込まれ、脇わき腹ばらに滑すべり込む武器を感じた瞬間、かつて味わった冷ややかな痛いたみを思い出し、息を詰めるが、思ったほどの痛みはこなかった。

「……あれ？」

　つい、間の抜ぬけた声が出てしまう。痛みは皆かい無むではない。しかし……。

「チッ」

　鋭い舌打ちをしながら、ダスターが弾はじけるように間を取り戻もどす。

　手ごたえは、十分だったはずだ。しかし、厚い鎧がほとんどダスターの刃を防ふせいでしまう。

「……鉄の固まりか、この女」

　苦々しい呟つぶやきによって、今の攻こう撃げきが失敗ではなかったのだと悟さとる。

「──…今の、攻撃……手、抜いたわけじゃないですよね」

「何だと……」

　イリーナの意外そうな低い呟きは、ダスターの自じ尊そん心しんをいたく傷きずつけた。

　戦いの技ぎ量りようは、まだ比くらべるべくもなく、ダスターのほうが上である。しかし、イリーナの筋きん力りよくにあわせた鎧が、彼の生み出すダメージをほとんど吸きゆう収しゆうしてしまうのだ。しかも、金属鎧は盗賊の技量によっての一撃必殺を狙ねらいにくい。

「今度は、こっちの番です！」

　イリーナが思い切り大剣グレートソードを振ふりかぶる。

　それは、しかし、ダスターが僅わずかに身を捻ひねるだけで、庭園の土に深い穴あなを掘ほるだけの結果に終わった。やはり、生来の不器用さは、なかなか補おぎないようがないらしい。

「……思った以上に、面めん倒どうくさい相手になった」

　砂すなを嚙かむような、悔くやしさの滲にじむ声でダスターは一人ごちる。

　このまま、戦っていても埒らちが明かない。

　己おのれの攻撃が完全にイリーナの鎧の隙すき間まを捉とらえるか、それとも、イリーナの渾こん身しんのラッキーヒットが決まるかの、二に者しや択たく一いつであるように思う。そして、ダスターはあまり時間をかけていられない。

　本来ここに寝ねていたはずの警けい備び員いんは、恐おそらく、この少女が起こして手て勢ぜいを呼よびにいかせたのだろう。

　眠ねむった相手を起こして、追っ手を確かく実じつに振り切れる自分の姿すがたを見せつけ、建物の別方向から逃げたミハエルたちとは別の方向に警備を敷しかせるつもりだったのだが……。

「くそ。予定が狂くるいまくりだ」

「観念して、捕つかまってください」

　吐はき捨すてるダスターに、イリーナが律りち儀ぎに応こたえている。

　大剣を勢いきおいよく地面に捨て、背せに負っていた棍棒クラブを抜く。その大きさにも、ダスターは啞あ然ぜんとした。棍棒は大剣よりも、刃の方向を気にしなくていいだけに、打撃が当たりやすくなる。イリーナは、大剣の刃による鋭するどさよりも、とにかくダメージを重ねる攻撃方法を選んだのだ。

　そして、身軽であることとの引き換かえの、装そう備びの薄うすい盗賊には、それは至し極ごく有ゆう効こうな手段だった。

　神官戦士の少女が、一いち瞥べつ以来どれだけの実じつ戦せんを積み重ねてきたのか、よくわかる。

「や、ぁああっ‼」

　得物を棍棒に持ち替かえたイリーナが、ふたたび鋭く殴なぐりかかろうとする。

　切るというよりも、力ちから任まかせに叩たたきつけるような動きだ。やはり、紙かみ一ひと重えでかわそうとするも、今度は先ほどまでの余よ裕ゆうがなくなっていた。

　黒い覆ふく面めんを僅かに掠かすり、ダスターの肝きもを冷やさせる。

「……くそっ！」

「あと、ちょっと……！　あとちょっとで、貴方あなたに届とどきます、ダスター！」

　自身の攻撃が、以前と違ちがい、あと僅かでダスターに届く。それはイリーナに高こう揚ようをもたらした。

「今度こそ……」

「調子に乗るな！　小こ娘むすめ！」

　ダスターの鋭い太た刀ち筋すじが、イリーナの鎧よろいの隙間に吸すい込こまれ……あと一歩のところで、弾はじかれる。少女は厚あつい鎧に守られ、今度は僅かな傷も受けることはなかった。

　無む意い識しきに、イリーナに不ふ敵てきな笑えみが浮うかぶ。

　ダスターはギリ、と歯は軋ぎしりの音を響ひびかせた。

　時間をかければ、手勢が増ふえ、彼の足をもってしても追っ手を振ふり切れなくなる。しかし、すぐにはこの、筋肉鎧を排はい除じよすることもできない。そして、鬱うつ陶とうしいことに、この鎧の塊かたまりは神官戦士なのだ。つまり、彼が多少の傷を入れようが、それを仲間の手を借りずとも、癒いやすことができる──。

「くそぉおおおっ！」

　先ほどと同じ罵ば倒とうが、ダスターから溢あふれた。圧あつ倒とう的に優ゆう位いに立っていると思っていただけに、屈くつ辱じよく感も一ひと入しおなのだろう。気持ちの余裕も失われる。

「ミハエル！　〝火炎賦与フアイア・ウエポン〟を掛かけられんのか！」

　咄とつ嗟さに、己の攻撃力を格かく段だんに上げる〝火炎賦与フアイア・ウエポン〟を乞こい、宙ちゆうに羽ばたいていたふくろうを見上げた。

「え？」

　その言葉に、一いつ瞬しゆんイリーナが動きを止める。

　ミハエルの名には、聞き覚えがあった。そして、〝火炎賦与〟をその名の人に掛けてもらった覚えもあった。それが、事じ態たいを好転させてくれたことも。

　多少のわだかまりは残したものの、基き本ほん的に悪い人ではないのだと、この街で再ふたたび出で逢あっての、お礼を固辞する慎つつしみ深い性せい格かくにも好感を持ったのだが……。

　それが、何な故ぜ、目の前の男と繫つながっているのかわからない。

「きゃぁあっ！」

　一瞬の混こん乱らんによって生まれた隙すきに、イリーナの視し界かいを塞ふさぐようにふくろうが顔に飛び掛かる。大きな翼つばさがイリーナを叩き、鋭するどい爪つめが目の前に近付いてきて、反はん射しや的に顔を庇かばった。

　その隙に、ダスターが身を翻ひるがえす。

「あっ、この、逃にげるなんて卑ひ怯きようです！」

　慌あわててふくろうを追い払はらおうとしながら、イリーナがその背せ中なかに棍棒クラブを振るおうとして、やはり翼に邪じや魔まをされる。

　ダスターにも余裕はない、すでに彼女の後ろからは、騒さわぎを聞いて駆かけつけてきたらしい半妖精ハーフエルフの娘の姿すがたが、闇やみの中にうっすらと見えた。これ以上時間をかけているわけにはいかないのだ。

　ふくろうを一瞬棍棒で殴ろうかと、躊ちゆう躇ちよした瞬間、再ふたたび空の獣けものは、舞まい上がりイリーナの得物が届かない高さへと逃のがれていく。

　そのまま、ふくろうは翼を翻し夜の空に消え、そしてダスターの背中も街路に消えようとしていた。

　鎧を鳴らしてその背中を追いかけるも、その姿はすでに、祭りの余よ韻いんを残した街の中に消えている。

「……くうっ」

　悔くやしそうに呻うめきを漏もらし、イリーナはガツンと傍かたわらの壁かべを殴りつけた。

「今度会ったら……今度会ったら、ぜえぇったいに、逃がしません、ダスター！」

　神官戦士の少女の、決意の叫さけびが夜に轟とどろく。










「くそっ、くそっ、くそ……ッ！」

　走りながらダスターは、屈辱感に拳こぶしを握にぎり締しめ毒づいていた。

　敗北感を抱いだいて、街路をこのように逃げるために走るなど、随ずい分ぶんと久ひさしぶりのことだ。最後はライナスの街だった──。

　一対一で負けたわけではない。さまざまな状じよう況きようが重なり、撤てつ退たいせざるを得なかったのだ。

　唇くちびるを嚙かみ締め、ダスターは目の前を飛び、道案内をするふくろうを視し線せんで追う。

「ダスター！」

　街の外れに、先に展てん覧らん会かい会場から撤退していたミハエルと仲間たちが、迎むかえる。追っ手が無いことを確かく認にんしてから、新しく用意した隠かくれ家へと滑すべり込んだ。

　乱みだれた呼こ吸きゆうを整えながら、ダスターは背を壁に凭もたれさせる。そして苛いら立だたしげに、顔を覆おおっていた黒い布ぬのを毟むしり取った。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　使い魔まのふくろうに、周囲を警けい戒かいさせるため、改めて空に放ちながら顔を覆う黒い布を取り外し、ミハエルが問い掛かける。

　現げん在ざいのところ、新しい隠れ家には数人の姿があった。

　ミハエル、フェルツ……そして、派は手でな格かつ好こうをしたドワーフの姿が一つ。もっとも、彼は足が遅おそいため今回の仕事で前に出ていない。

　ジジ、と部屋を小さく照らすランタンの中、密ひそやかに油の燃もえる音がする。

「お前、知っていたか？　あいつらが、この街にいるってことを」

　呼吸を整え、フェルツの差し出す椀わんから、一息に水を呷あおるように飲んで、口くち許もとを手の甲こうで拭ぬぐい、ダスターはミハエルを睨にらみつけた。

　彼が何のことを言っているのかわからず、フェルツは戸と惑まどったように首を傾かしげているが、使い魔のふくろうの視線から、全すべてを見ていたミハエルは、何のことを訊たずねているのか、すぐに理り解かいする。

「──…ああ。知っていた。会場で顔を見たよ」

「何故言わなかった！」

　胸むな倉ぐらに摑つかみかからんばかりの勢いきおいで、ダスターはミハエルに食ってかかる。半ば八つ当たりであったが、言わなかったことに何故か後ろめたさを感じてしまい、魔術師ソーサラーは言葉に詰つまっていた。

「……障しよう害がいになるとは、思っていなかった」

「障害なんかじゃねえよ！　ちょっと石に躓つまずいただけだ」

　ふくろうの目を通して、苦戦を知られていることに、ダスターの屈くつ辱じよく感は増ます。

「──……次に、出会ったときには容よう赦しやしない」

　自分自身に言い聞かせるように、ダスターは唇を嚙み締め、低く呟つぶやいた。

　一人、取り残されたフェルツは、何のことかわからずにダスターとミハエルのやりとりを、目を白黒させて見み比くらべている。

　何のことを言っているのかと聞きたそうに、師し匠しよう格かくである男を窺うかがっているが、それを教える気は少なくともミハエルにはない。

　苛立ちを露あらわにしながら、ダスターは水を飲み干ほした杯はいをテーブルに投げ出すように置いて、ふと、今ようやく気付いたように、置かれていた袋ふくろへと視線を向けた。

「……そいつか？」

「ああ」

　短いやりとりを交かわし、腕うで利ききの盗賊シーフは袋を摑み上げる。

　剝はぐようにして、袋を毟り取ると、中には彫ちよう刻こくが一つ収おさめられていた。

　昼間に、ミハエルが目をつけた彫刻──その、腕の部分だけだ。彫像全すべてを運び出すのは、その重量に苦労するため諦あきらめ、その腕の部分を折り取ったのだ。

　その掌てのひらには、腕輪のような形の飾かざり物が乗せられている。

　彼らの目的は、その飾り物だったようだ。

　慎しん重ちような手つきで、ミハエルはその飾り物を取り外す。

「間違いないか？」

「ああ。間違いない」

　ダスターの問いかけに対しては即そく答とうだった。

　腕輪に見える飾り物の縁ふちには、細かく文字と、模も様ようが彫ほられている。側面と内側にだ。銀というにはややくすんだ色の厚あつみのある円形の輪。それを覗のぞき込み、ミハエルはやや不ふ審しんな表ひよう情じようを浮うかべた。

「──……どうした、何が書かれている？」

　まるで何かを急せかすように問いかけるダスターの声色に、傍そばで聞いていたフェルツは珍めずらしいと片かた眉まゆを上げる。

「少し待て」

　灰はい色いろの髪かみの魔術師は、その急かす言葉を気にすることなく、懐ふところから手鏡を取り出して、輪を映うつしこんだ。

　そして、満足そうに首を上下させる。

「……多分、だが。文字が反転した形で彫り込まれている」

「鏡で映して、読めということか？」

　腕輪の内側を映した鏡を覗き込み、ダスターは眉を寄せた。

「いや、違ちがうな。恐おそらく」

　ゆっくりと首を否ひ定ていの形に振ふりながら、ミハエルは溜ため息いきをつく、それには少量の苦味の成分が混じっている。鏡と輪を一度傍かたわらに置いて、覗き込もうとする仲間を見返した。

「この輪には、対ついになる品物がある。恐らく、だが……この輪の中に、はめ込むことの出来るものだろう」

「これだけでは、わからないということか」

　言いたいことを察したのだろう、ダスターの表情に険けんが差す。骨ほねばった節の高い手で、輪を手にし、灯あかりに透すかすようにして、眺ながめる。表を眺め、裏うらを眺め……結局は彫られた文字が読めなかったのだろう、諦めて、テーブルに戻もどす。

「俺おれに当たってくれるなよ。……予想だが、この輪に彫られているのは、地名と目的地におけるポイントだけだ。もう一つの品物に、周囲の地形が描えがかれているんだろう」

　ミハエルの、品物に対する見けん解かいに、ダスターが訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「地名が書かれている？　それならすぐに場所がわかるだろう」

「……まったくわからないわけじゃないが、すでに古い地名になってしまっている場所もあるだろう。この品物は、魔ま法ほうの品物でこそないが、古代魔法王国期のものだぞ。それに影のことを考こう慮りよして歪ゆがめて彫ほられているところもある。鏡だけでは俺には読めない」

　むしろ、その古代魔法王国期の、魔法のものではない品物であるというのは、骨こつ董とう的価か値ちが高いかもしれないと、ミハエルは一人ごちている。置おかれた輪を、フェルツはこっそり指で興味深そうに触れ、文字らしきものをなぞって、首を傾かしげた。

「ろくに読めないあやふやな地名を片かたっ端ぱしから検けん索さくして、あの広大な山さん脈みやくを歩き回るよりは、対の品物を手に入れたほうが近道だろう」

「聞いた地名はないと言うことか」

　確かく認にんの言葉に、肩にふくろうを乗せた魔術師ソーサラーは頷うなずく。

「読めなきゃ聞いたことがあるかどうかもわからん。だが、少なくとも、俺たちはこの国の人間じゃないしな」

　テーブルに立てられたカンテラの光が、何の拍ひよう子しにか大きく揺ゆらめいた。部屋の陰いん影えいが一ひと際きわ濃こく揺れて、彼らの影かげを浮き上がらせる。

　ダスターは苛いら立だたしげに頭を搔かき回し、椅い子すを蹴け立たてるようにして立ち上がった。

「……どこにいく？」

「休む」

　短い返答を残し、ダスターは部屋の片かた隅すみの、簡かん単たんな間仕切りの向こう側へと消えていく。そこには寝ね袋ぶくろがいくつか置かれているはずだ。

　その向こう側の気配と、周囲に身を縮ちぢめるようにして控ひかえていた仲間たちの様子に苦く笑しようを浮かべ、ミハエルは彼らに、身体からだを休めるようにと指し示じをする。

　三々五々、彼らが仕切りの向こう側に消えていく様子と、明り取りの窓まどの向こうに感じられる夜明けの気配に、ミハエルはのろのろとした動きで戸外へと足を向けた。それに気付いていたらしいフェルツが、何気ない様子でそのあとについてくる。

「ククを飛ばすのか？」

「ああ。夜明けが近い。空くう腹ふくのまま使し役えきすると、その感覚が俺に戻ってくるからな」

　冗じよう談だんめかして言いながら、すこし冷えたような、まだ濃のう紺こんの夜の気配濃い大気の中へと、ふくろうを解とき放った。

　大きく翼つばさを広げ、舞まい上がるふくろうを、フェルツは暗あん紫しの瞳ひとみで見上げている。

　ミハエルの使い魔、ククをフェルツはいたく気に入っていた。

「……──」

　自由に羽ばたけるククの姿すがたを、羨うらやましいと思っているのかもしれない……と、ふくろうの主は、少年の横顔を眺ながめながら思う。

　朝の気配を混まじらせ始めた空を横切る大きな翼は、やがて彼らの視し界かいから消えていく。

「なあ」

　何気なく、フェルツがミハエルに呼よびかけた。

　隠かくれ家の一つとして準じゆん備びをした小屋の壁かべにもたれかかりながら、互たがいにぼんやりと空を見ている。

「なんだ？」

「ククが、鼠ねずみかなんか捕とって食うと、あんたもその味を感じるのか？」

「……嫌いやなことを言うな」

　思いがけない質しつ問もんに、ミハエルは表ひよう情じようを大きく顰しかめた。見るからに嫌そうな表情に、思わずフェルツが笑いだす。

「だって、繫つながってるんだろ？　感覚」

「感覚を切るのは自由だ」

「じゃあ、うっかりと繫げた時に、生の鼠食ってたら……」

「だから、嫌な想そう像ぞうをさせるな」

　口くち許もとを覆おおうようにして、ミハエルは背せを丸める。少々吐はき気を覚えたような仕草だ。

「……なあ」

　少し間を置いて、フェルツが再ふたたび魔術師へと呼びかけた。その頃ころには、ミハエルの姿し勢せいは元に戻っている。視線は何を見るでなく、空へと注がれていた。

「あれ、何？」

　フェルツの言う、あれが何かは、詳くわしく説明されなくとも察することができた。おそらく、己おのれが盗ぬすみに加か担たんした品物──彫ちよう像こくの腕うでが持っていた腕輪のことだろう。

「何か、ダスターが珍めずらしい感じだったからさ。今日は荒あれてるみたいだし」

　荒れているのは、別の理由だったのだが、それを口にすることはなく、どう説明したものかと魔術師は中指の指輪を何気なく弄いじっていた。二度ほど、回転させた後、位置を直して口を開く。

「……あの輪を、俺たちは長い間探さがしていた」

　少し懐なつかしそうに、口調を和やわらげミハエルはゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「まあ、より正確には、あれだけじゃなかったんだが……」

「思い出の品か？　地図、とか言ってたみたいだけどさ」

　フェルツの声に、遠えん慮りよが混じる。

「……まあ、そうだな」

　少年の様子に笑えみを誘さそわれながら、ミハエルの視線は遠くなった。夜明けの気配が徐じよ々じよに濃くなっていく空へと、灰はい色いろの瞳ひとみが向けられる。

「あれは、俺の師し匠しようである導どう師しの……そして、ダスターの親父おやじの研究資し料りようだった」

　呟つぶやきのような小さな声だが、ダスターによって盗賊シーフとしての訓練を受けているフェルツには容易たやすく拾えるものだった。問い返す言葉は、意外そうなものになる。

「師匠？　父親？」

「……ああ」

　ゆっくりとした、しかし大きな動きでミハエルは頷うなずいた。何気なく声を潜ひそめ、小屋の中の気配を窺うかがう。もっとも、彼は盗賊ではない、誰だれかに盗ぬすみ聞きをされていたとしても、わからない。

「俺がラムリアースの出身だっていうのは、昼間に話していたな？」

　話すべきかどうかを迷まよいながら、それでも少年の問いかけを無視するのも憚はばかられ、結局はほだされるような気分で、口を開く。

「ラムリアースの賢けん者じやの学院で学んでいた。直ちよく接せつの導師は、自分の研究に夢む中ちゆうになって周囲のことが見えなくなる人だったが、悪い人ではなかった。……まあ、ダスターの父親なわけだが」

　小屋の壁にもたれなおし、胸むねの前で腕を組んだ。東の空では、ひとつ、ひとつ、星が消えていく。

「ああ。悪い人ではなかった……が、多少無む神しん経けいなところはあった。それでも、俺は尊そん敬けいしてたよ。知ち識しきの豊ほう富ふな人だった」

　知識を伝える──よく考えれば、今ではそれと似にた立場に立っていることに気付いて、ミハエルは複ふく雑ざつな気分になった。勉強を教えている時のフェルツの視線、それと同じ表情で、自分は師匠を見ていたのだろうか、と。

「彼は、一つの研究に夢中になっていた。魔術師ソーサラーには珍しいことだったが……神々の研究、とりわけ地方神に関しての伝でん承しようの研究に、情熱を注いでいたよ」

「地方神？」

　その言葉に、フェルツが首を傾かしげている。

「ああ。大陸全土で信しん仰こうされている、ファリスやマイリーなどの六大神とは違ちがい、特定の地ち域いきだけで信仰されている神のことだ。山や湖を司つかさどっている場合が多いな」

　一度言葉を切り、視し線せんは再ふたたび傍かたわらの少年から空へと向かう。

「……山や、湖」

「そうだ。俺の師匠が、特に情じよう熱ねつを注いで探さがしていたのは──地方神ヤスガルン」

　ふたつの視線が、空から北から西に大きな壁かべのようにそびえたつ、巨きよ大だいな山さん脈みやくへと移うつっていく。フェルツが息を吞のんだ気配がした。

「……あの、山に神様がいるのか？」

　国土の北から北西を横切り、南西へと横たわる巨大山脈ヤスガルンは、オーファンの国のどこからでも望むことが出来る。

　このグードンに運び込こまれる鉱こう石せきにも、ヤスガルンから掘ほり出された物は少なくない。多くの獲え物ものと、水と、鉱物を蓄たくわえるヤスガルンは、ある一面ではオーファンの日ひ暮ぐれを早くする大きな壁でもあったかもしれない。

「そうらしいな。少なくとも、生身の神を見ることができるかもしれないと、師匠は意気込んでいたよ。もっとも神々はほとんどが神話の時代に肉体を失っているのは、周知の事実なんだがな」

　ミハエルは苦く笑しようを浮うかべ、眉まゆに唾つばをつける仕草をした。

「それでも、神に近づけると、または信仰を集めた祭器があるのだろうと、痕こん跡せきを辿たどっていて……研究を重ねていたが、最後にヤスガルンにフィールドワークに出たのち、帰ってくることはなかった」

「もしかして、その導師を、探してるのか？」

　昼間にミハエルが意味ありげにヤスガルンの名を口にしていたことを思い出し、ふと思いついたように問いかける。

「いや、まあ正直な話、もう死んでるだろう」

　返答は苦笑混まじりだが、早く、迷まよいがなかった。

「行き先もろくに告げてはいなかったが、途と中ちゆうまでの旅の痕跡は追えた……途中でぷっつりと途切れたがな」

「……はっきり言うなあ」

　壁にもたれたまま、フェルツはずるずると崩くずれるように、そのまま地面に腰こしを下ろす。片かた膝ひざを抱かかえるようにして、顎あごを乗せた。

「まあ、中途半はん端ぱに希望を持っても仕方がない。それに、導どう師しが姿すがたを消してその後本当に大変だったのは、その家族のほうだ。導師が居いなくなったら収しゆう入にゆうの道も絶たたれる」

「うん、それは辛つらい、な」

　金のない辛さは身に染しみている少年は、曖あい昧まいに頷いた。

「とはいえ。あまり、家族を顧かえりみる人ではなかったらしい。実は、俺も導師に息子むすこがいると聞いたのは、すでに行ゆく方え知しれずになってからだったからな」

　ラムリアースの首都であるライナスの賢けん者じやの学院に身を置いていたミハエルは、導師の研究の助手をしていた──当時を思い出し、ふと唇くちびるに笑えみが浮かぶ。

　ラムリアースの西から北方を横切る、長大なヤスガルン山脈に今いま尚なお、神がいる。その研究にとり憑つかれていた導師は、精せい力りよく的にフィールドワークに赴おもむいていた。彼が戻もどってこなくなったことを、意外なほど皆みながすんなりと受け入れた。

　いつか、戻ってこなくなる予感があったのかもしれない。

　それがヤスガルン山脈を望む土地への移い住じゆうという形であっても、死でも。

　家族も同じだったのだろう。

　しかし、ダスターは別だった。すでに一いつ端ぱしの盗賊シーフとして、様々な悪事に手を染そめつつあった彼は、父親の研究も金を稼かせぐ役に立つかもしれないと、遺い品ひんの回かい収しゆうに掛かかったのだ。実じつ際さい、導師の研究資し料りようには、いくつかの魔ま法ほうの品物もあり、ダスターの目もく論ろみはそれほど外れたものではなかった。

　しかし──

「導師の遺品は、大方好こう事ず家かたちに売りに出されていた。導師自身の研究費用のためだろう。ラムリアースの賢者の学院に経けい費ひを申しん請せいして、それを待つ暇ひまもないほどに、あちこちに出向いていたらしいからな」

「……もしかして、強ごう盗とう団だんをしてたのは、それを回収してたのか？」

　変に吞のみこみのいい子だと、座すわりこんだフェルツを見下ろし、ミハエルは頷うなずいた。

「まあ、初めのうちはな。……しかし、得てしてそういった珍めずらしい品物の収集品は、手放さない者も多いんだ」

「そりゃまあ、自分で金出して買った商品を、返せって言われてやすやすと手放すやつも少ないと思う、普ふ通つうは」

　少年の意見に、ミハエルは同意するしかない。

「そういうことだ。しかし、そういった融ゆう通ずうはダスターには通じなかった。何しろ、実力がある上に、だからこそ、我が慢まんが出来ない。自分の力で邪じや魔まを排はい除じよし、我がを通すことが出来るからな。……まあ、そういった成り行きで、俺もラムリアースに居いられなくなった」

　少年の真ま似ねをするように、朝あさ陽ひに照らし出されたヤスガルンの稜りよう線せんを眺ながめながら、魔術師ソーサラーも地面に腰を下ろした。土と草の香かおりが、わずかに強くなる。

「……何で、ダスターと一いつ緒しよにいたんだよ。巻まき込まれるまで」

　フェルツに問われて、ミハエルは不意を衝つかれたように目を瞠みはった。

「何でって……」

　咄とつ嗟さに言葉が出てこない。

「まあ、導師の研究資料について、俺おれが一番詳くわしかったからな。あいつは、そういう物に関してからきしだし……導師の研究を継ついでみたいという気持ちも、無む論ろんあったが」

　自分の内面に目を向けるように、魔術師はゆっくりと言葉を綴つづる。

　朝陽から逃にげるようにして、木々の狭はざ間まを抜ぬけてくるかすかな羽音が、耳に届とどく。ククが狩かりを終えて帰ってきたのだろうと察し、ミハエルは肘ひじを出した。

「──…多分」

　ゆっくりと空中で姿し勢せいを整えて、ふくろうはミハエルの肘に止まる。

「羨うらやましかったのかもしれない、な」

　満足そうに羽づくろいをしているふくろうを見ながら、魔術師は僅わずかに笑みを浮かべた。その横顔を朝陽が照らし出している。

「ダスターが？」

「あ、いや。その父親の導師のほうだが」

　眩まぶしそうにしているふくろうを、自身の外がい套とうの中に入れてやりながら、少年の誤ご解かいを訂てい正せいした。

「……自分の興きよう味みを持つものに、まっしぐらに突つき進む盲もう目もくさというか……それだけの、引力を持つ知的好こう奇き心しんの対象というか。俺も導師の夢む中ちゆうになった研究を追いたくなった。しかし、気がつけばこの有様だ」

　ひょいと肩かたを竦すくめる師し匠しようを、少年は不思議そうに見つめている。

「俺は魔術師で、全く前ぜん衛えいで戦うことはできない。ダスターは戦うことが出来るが、アイテムに対しての知ち識しきがない」

　懐ふところに入れたふくろうの頰ほおのあたりを搔かきながら、ミハエルの言葉は苦味を帯びる。

「無様な共生関係だろう？」

「……でもさ、それって冒ぼう険けん者しやも一緒だろ？」

　いつの間にか、足を投げ出すようにして座すわっていた少年が、眩しそうに眼めの上に掌てのひらで庇ひさしを作りながら首を傾かしげた。

「オレの知ってる冒険者は……って言っても、一組しかよく知らないんだけどさ。そいつらは、やっぱり一人一人じゃ大したことは出来なかったと思う」

　言葉を選ぶように躊ちゆう躇ちよしながら、フェルツは自分の腕うでに嵌はまった腕輪を指で何気なく弄いじる。

「……すげえ、危あぶなっかしい神官戦士と、やっぱり危なっかしい盗賊シーフと……変な口先達者な魔術師と、あ、でもドワーフのおっさんは、頼たよりになりそうに見えたかな。見えただけかもしんねえけど」

　少年が口にする、冒険者が一体誰のことを言っているのか、ミハエルにはすぐに察することができた。今、同じ街にいて、先ほどダスターと一戦交えていたとは、夢ゆめにも思っていないのだろうフェルツへと、表ひよう情じようは自然と複ふく雑ざつなものになり、それを隠かくすように虚こ空くうを見上げる。

「だから、協力し合うっていうのは、悪いことでも、無様なことでもないと思う……あ、やってることが悪いことってのは、それはもう、不ま味ずいんだけどさ」

「フェルツ、お前。……もしかして、慰なぐさめているつもりか？」

「いや、気休めだよ」

　けろりとした包み隠さない言葉に、つい、笑えみが浮うかんでしまう。

「──……俺は、見たいのかもしれない」

　夜の闇やみはすでに払はらわれ、朝を告げる小鳥の鳴声が周囲に響ひびく。

　再ふたたび、街には明るい祭りの活気が戻もどってくるのだろう。頰ほおを撫なでる朝の空気はつんと尖とがったように澄すんで、秋の近付く気配を感じさせる。

「導どう師しが、それだけ情熱を傾かたむけたものを。導師がそれを、最後に眼にしたのかどうかわからない……それでも、見ようとしたもの、同じ風景を……手に入れようとしたモノを」

　ミハエルは何気なく、自分の掌を眺ながめた。何もないその掌を、ゆっくりと握にぎり締しめていく。何かを摑もうとするように。

「でもそれって、ちょっと強ごう盗とうっていうよりも、冒険者だよな」

　笑いながら、フェルツは立ち上がり、朝あさ露つゆに汚よごれた腰こしを払う。

「は？」

「だって、そうだろ？」

　座ったままのミハエルを暗あん紫し色しよくの瞳ひとみが見下ろしていた。

「未知の遺い跡せきやアイテムを探して一山当てるって……って、冒険者って種族の特とく性せいだってさ」

　濃のう灰かい色しよくの瞳が瞬まばたきをする。しばらく返す言葉に迷まようように、沈ちん黙もくを保たもっているも、座ったままの彼に何かを誤解したのか、浅黒い肌はだの腕うでが差し伸のべられた。

「……後あと戻もどりは、できんよ」

　苦く笑しようを浮かべながら、ゆっくりと首を横に振ふる。差し伸べられた腕は、引っ込められることはなかった。

「でも、そうだな」

　浅黒い腕に嵌められた罪ざい人にんの輪に、視し線せんを留とめて、魔術師ソーサラーの苦笑はゆっくりと微び笑しようへと移うつり変わっていく。

「それも、悪くないな」

　何かの踏ふん切りをつける機会かもしれない。

　しっかりと筋きん肉にくはつきはじめている、しかしまだ自分よりも細い、少年の腕を取り、弾はずみをつけてミハエルは立ち上がる。

　体重を掛かけたはずだが、フェルツは揺ゆらがなかった。それが、密ひそかに頼たのもしい。

「なあ、ミハエル」

　ふいにフェルツが、迷いがちではあるが言葉を発した。何度か言おうとして、やめようとするような、迷う表情が浮かぶ。

「なんだ？」

「後で、あの輪わあとでよく見せてくれよ」

「何だ、興味が出たのか？　価値はないぞ」

　冗談めかし、ミハエルは首を傾げる。

「──……俺、あれ読めるかもしれない」

　フェルツが低い声で迷いがちに口にした。その言葉に魔ま術じゆつ師しは目を瞠みはった。

「何」

「……あの輪っかのくぼみ、ちょっと指で触って……感じたんだ。気のせいかもしれないけど」

　盗とう賊ぞくの指先と、賢けん者じやの知識、それが少年の中で、かちりと組み合ったのかもしれない。

「わかった」

　なるべく平静な声でミハエルは応じる。




　──密かに、小屋の扉とびら口ぐちに立っていた気配に、彼らは気付かなかった。
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　早朝。

　小鳥の声が爽さわやかに響く中、それに嘆なげきの声が混まじっていた。

「あああぁぁぁぁあああぁぁあぁぁ……」

　溜ため息いき混じりの慟どう哭こくは、ぺったりと床ゆかに座すわりこんだ、若わかい芸げい術じゆつ家かからのものだ。

　グードンの展てん覧らん会かい会場。

　強盗団だんの被ひ害がいを受けた作品の作者である。今回の展覧会のためにグードンにやってきて、宿で一休みをしていたところで、自作の有様の報ほう告こくを受け、会場にすっ飛んできたらしい。

　見事に腕を折り取られた彫ちよう像ぞうに、半ば茫ぼう然ぜん自じ失しつしており、口からも耳からも見えないはずの魂たましいが蕩とろけだしているかのようだ。

「……あ、あの、気を落とさないでください……」

　そっと、気き遣づかうように声を掛けようとしたのはマウナだった。

「あぁぁぁあああぁぁぁああああううううううぁうぁううう……」

　今回の祭りのために、心血注いで製せい作さくしたのだろう作品の惨さん状じように、作者の口からは嘆きの音しか出ない。マウナも、びくっとして二歩ほど後じさりしてしまった。

「まあ、そっとしておいたほうがいい、マウナ。芸術家が自身の作品に対して注ぐ執しゆう念ねんというものは、我われ々われには計り知れんものがある」

　びびるハーフエルフに、ドワーフの神官戦士が声を掛ける。

　展覧会会場にすっ飛んできたのは、作者だけではない。イリーナたちの報告を受けてヒースとガルガドも同じ会場に駆かけつけてきていた。

「本当に、申もうし訳わけありませんッ‼」

　その空気を押おし分けて、深く頭を下げたのは至し高こう神しんファリスの聖せい印いんをつけた神官戦士の少女だった。嘆く作者の声が、一いつ瞬しゆん途と切ぎれる。

「……わたしが、取り逃にがしてしまいました！　あとちょっとだったのに……油ゆ断だんなんて、してなかったんです、本当です！　わたしの、力不足だったんです！」

「あ、いや……その」

　床に頭をこすり付けんばかりの勢いきおいに、茫然としながらも初めて彫像の作者は顔を上げた。

　若い男だ。茶色い髪かみに、黒い瞳ひとみ。すこしのっぺりとした、地味な顔立ちをしている。作品に、様々なコインなどの装そう飾しよくをするのは、その反動かもしれない。と意地悪なことをヒースが口にして、後ろから拳げん骨こつが飛ばされていた。

「あなたは、ここの警けい備びの人ではなかったと、聞きますし……」

「はい！　でも、出くわしたんです。止められなかったんです、すいません！」

　ひたすら真しん摯しに頭を下げるイリーナに釣つられて、警備の者たちも並ならんで深く頭を下げる。次々、口々に謝しや罪ざいを口にする男達に、彫像の作者は洟はなを啜すすり上げながら訴うつたえる。

「謝あやまって、いただいても……作品は、元に……戻もどりませんよお……」

　この展覧会で名を売ることに賭かけていたのだろう。若い芸術家は、全身をしんなりと萎しおれさせ俯うつむいた。

「……飾かざりも、なくなってしまいました……母の形見だったのに」

　ずず、と啜る音を響ひびかせ、慌あわてて手て拭ぬぐいで鼻をかむ。

「飾り？」

「この彫像に、腕うで輪わをさせていたんです。不思議な腕輪」

　ガルガドの問いかけに、スートと呼よばれていた作者は弱々しく応こたえた。ぽっきりと折られた痛いた々いたしい彫像の腕を、指差してドワーフを振ふり返る。

「不思議な腕輪？」

「……ああ、そういえば」

　昨日、この展覧会で作品を見物したとき、確たしかに腕の部分に腕輪のようなものをしていたと、ヒースクリフがぽんと手を打った。

「あったあった……そういえば、あいつと会ったのが、この作品の前なんだよな」

　言葉の後半が口の中で消える。

「寝ねたきりだった母が、このアイテムを陽ひに透すかすと、影かげが映うつって面おも白しろいと大切にしていたものだったんです。随ずい分ぶん前に、家に泊とめた魔術師ソーサラーから宿やど賃ちん代わりにもらったものだそうですが……」

　力なく呟つぶやくスートに、ふとイリーナが首を傾かしげる。

「……陽に透かす？　まさか、魔ま法ほうの品だったんですか？」

「いや、そうじゃないです。ただ、細工の仕し掛かけらしいが……」

　少し困こまったように、スートが言葉を継つぐ。

「本当は、飾っていた腕輪の中に、透き通った珠たまを嵌はめこむ形になっていましてね。その珠にも中に瑕きずというか……図形が彫ほられていて、それを陽に透かせると、ぼんやりと腕輪の影かげと重り、絵のような地図のような像ぞうが浮うかぶんです」

　そう呟きながら、大きく溜ため息いきを漏もらす。

「……ふたつで一つのものだし……片かた方ほうだけなら、たいした価か値ちもないと思ったんだけどなあ……」

「何で、お母さんの形見なんて、そんな大切なモノを作品に使ったりしたんですか」

　肩かたを落とすスートに、マウナが声を掛ける。

「大切なものだからこそ、使いたかったんですよ……こんなことになるとは、思ってもみませんでしたし」

　情なさけなさそうに、力のない言葉が返ってきた。

「……母の若わかいころをモデルにした彫ちよう像ぞうだったんです。心配かけっぱなしで、結局病気で死ぬまで、安心させてあげられなくて……旅行好きで、珍めずらしいものが好きだった母に、せめて、その似にせた像にだけでも……自じ己こ満まん足ぞくでもいいから、自分の好きだったものと、色々な珍しいモノに取り囲まれて欲ほしかったんですよ」

　肩を落とし、しょんぼりとしているスートに、イリーナは気き遣づかうように、肩にそっと手を置こうとした。ごつごつとした手てつ甲こうの感覚に、むしろ落ち着かなさを覚えたようで、瘦やせた肩がびくっと動く。

　柱の一つにもたれながら、眠ねむそうなフレディの首の後ろを搔かいて、何か考えことをしていたらしいヒースが、ふと口を開く。

「おい。腕輪はふたつで一つ……珠のようなモノを嵌めこむって言ってたよな。そうなると、腕輪だけだとアイテムとしては未完成ってことだよな？」

「あ」

　その意味を察したらしい、イリーナがばっと勢いきおいよく兄あに貴き分ぶんを振り返った。

「それって、もしかして……」

「絵のような像が浮かぶって言ってたよな。それがどんなものか、詳くわしく教えてくれ。連中がそれを知っていたのなら……もう一度、今度はその珠のほうを、狙ねらいにくるかも知れん。いや、多分、十中八九」

「ヒース。多分、十中八九というのは、表ひよう現げんとしては微び妙みようだと思うがの」

　ガルガドが、自身の髭ひげを指で扱しごきながらつっこみをいれているが、考えそのものには反対ではなかったらしい。

「──……もし、その品物に何か意味があるのなら、間ま違ちがいなく、狙いにくるだろうの」

　ゆっくりと首を縦たてへと揺ゆらしながら、嚙かみ締しめるようにドワーフは重々しく呟いた。

　スートを気遣って、傍かたわらに膝ひざをついていたイリーナが立ち上がり、鎧よろいを鳴らしながら柱にもたれていたヒースクリフへと近付いていく。

「ヒース兄さん」

「あ？　何だ？」

　ぎゅっと強く拳こぶしを握にぎり締めながら、神官戦士の少女は、真ま面じ目めな表ひよう情じようで兄貴分を見上げた。

「これって、冒ぼう険けん者しやとしては余よ計けいなことをしてるって、思うんです」

　イリーナの視し線せんは、次にマウナへと向かう。

「報ほう酬しゆうも出ませんし、誰だれに依い頼らいされたわけでもないです」

　ハーフエルフの青い瞳ひとみが、見返してくるのを確かく認にんしてから、ガルガドへと流れる。

「……完全に、わたしの我わが儘ままです。でも、わたしは……ダスターに負けっぱなしなのは悔くやしいです」

　茶色い瞳が、そしてヒースへと戻もどされた。

　イリーナの視線が外れたのを期に、ガルガドは確認するようにマウナへと声を潜ひそめる。

「……あやつ、だったのか？」

「あたしは、顔を見てないんだけど……そうだったみたい。で、ミハエルさんの名前も出てきたって。もっとも、これは本人かどうか確認してないけど……」

　応こたえるマウナの声も、ガルガドに辛かろうじて拾えるほどに、低められたものだった。

「でも、使い魔まを従したがえるほどの魔術師ソーサラーって、他に同じ名前が重なってるような偶ぐう然ぜん、ないと思う」

「タイミングが悪いの……」

　苦々しく、ドワーフが溜息をつく。ヒースがミハエルのことをイリーナに話そうとした矢先だったはずだ。

「ガルガドさん、言ってくれましたよね。ずっと前、最初にダスターに負けたとき。『一戦に拘こだわるな、これから先の百戦に備そなえよ。そうすれば、いつかその最初の一戦に手が届とどく』……って。わたし、後少しで手が届きそうでした。いえ、まだ少し距きよ離りがあるのかもしれません、でも」

　一度言葉を切り、呼こ吸きゆうを整える。

　仲間達は、余計な口を挟はさむことなく少女の次の言葉を待っていた。

「やっと、見失った尻尾しつぽに手が届いたんです……お願いです。これは、正せい義ぎのための戦いなんかじゃないです。わたしのための。わたしの気を晴らすための戦いになってしまうと思います、そのために、皆みなを危き険けんに晒さらすのは、間違ってます。……それは、わかっているんです」

　イリーナは、自分の頭に載のせていた神しん官かん帽ぼうを取り、小こ脇わきに抱かかえて深々と頭を下げた。

　下げた姿し勢せいのままで、真しん剣けんな声音を紡つむぐ。

「……お願いです。わたしに、ダスターたちを追わせてください」

　そして、ゆっくりと顔を上げる。

　茶色の瞳が真まっ直すぐに仲間達を映うつしてた。

「フェルツの行方ゆくえを、はっきりさせたいです」

「……連れて帰るんじゃないの？」

　マウナが純じゆん粋すいに疑ぎ問もんを持った様子で、首を傾かしげる。その言葉に、イリーナは少し戸と惑まどった表情を浮うかべた。

「──……それは、フェルツ次し第だいだって思います。ヒース兄さんやわたしが、皆と一いつ緒しよにいて、すこしずつ成長したり、変わったりしているように、フェルツだって、変わっていってるかもしれません」

「おいおい、俺おれ様そんなに変わってるカァ？　昔と変わらぬナイスダンディだろうが」

　はっはっはと高らかに笑いながら、魔術師が茶々を入れている。杖つえの先に乗せたカラスが、「くぁ」と唱和するように鳴いた。

「変わってますよ」

　イリーナは、くすりと小さく笑った。

「どんどん変わってるじゃないですか。ちっちゃい頃ころと全然違いますし、それに、帽子を直してくれることもなくなりましたし……あと」

　指を一本ずつ折りながら、魔術師の幼おさな馴な染じみは彼の変化をいちいち挙げていく。

「冒険者になってから、お友達も増ふえましたよね」

「俺様、そんな淋さびしい人生か！」

「じゃあ、冒険者になる前からのお友達の名前を羅ら列れつしてください。うちと、神しん殿でん関係者以外で」

「……ナタリーに、セーラに、サリィに……クララに」

「ナンパして振ふられた人じゃなくて」

「………──」

　渋しぶい顔をして黙だまりこんでしまった魔術師ソーサラーに、思わず仲間達が笑う。もっとも、しゃがみこんで悲ひ嘆たんにくれる芸げい術じゆつ家かを気き遣づかって、それをすぐに収おさめてしまった。

「……戻もどりたいって、思っててくれればいいって思います。でも、フェルツには、フェルツの人生があって……もちろん、正直に言えばそれがわたしに近い路みちだといいって思います。でも……」

　まだ笑えみの気配を唇くちびるの端はしに残しながらも、イリーナは自分の胸むねに飾かざった聖せい印いんに、そっと手を当てる。

「その道は、誰かに歪ゆがめられたものではなくて。自分で選んで欲ほしいって思うんです」

「おーい！　みんなー」

　仲間たちがイリーナに声を掛かける前に、彼女の決意の言葉を搔かき消す勢いきおいで飛び込んできたのは軽かろやかな少年の声だった。展てん覧らん会かい場じようを、軽やかな音のない走りで仲間達へと近付いてくる。大きく手を振りながら、駆かけてくるのは、額ひたい当あてにつんつんと髪かみを立てた少年の姿すがただった。

「……空気を読め、あのクソガキ」

　ガルガドが、こっそりと毒づいている。

「よう、何かわかったか？」

　一足早く、盗とう賊ぞくギルドで情じよう報ほうを集めに行かせていた盗賊シーフの帰き還かんを、魔術師は軽い口調で迎むかえた。

　忙いそがしくうろつく警けい備び員いんや、まだ嘆なげきの真まっ只ただ中なかにあるスートを取り囲むようにしている仲間達へと、きゅっと床ゆかを鳴らして急ブレーキをかけたノリスは、イリーナの顔を見ると、一いつ瞬しゆんだけ奇き妙みような間を空けたように見えた。

「んー。わかったっていうか……昨日から、一いち応おう行方を捜さがしてもらってたんだよね」

　ぽりぽりと自分の頰ほおを指で搔かきながら、ノリスが言いにくそうに口を開く。

「そうなんですか？」

「む、俺様の先見の明によってな」

　覗のぞき込むイリーナに、ヒースが慌あわてて視線を外す。

「……でさ。今までまったく、ファンの強ごう盗とう団だんの情報なんて、集まってなかったんだけど……今朝になって、情報を持ってきたドワーフがいるらしいんだよね」

　盗賊の少年は、彼にしては珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄よせていた。何な故ぜか、嫌いやな予感がして、イリーナの表情が曇くもる。

「……盗賊ギルドにドワーフ？」

　ガルガドも、やや声を落とした。

「うん。その……ファンの強盗団の似に顔がお絵えが、こっちに回ってきてた。協きよう定てい破やぶりの懸けん賞しよう金きんがかかってる。ミハエルさんと、その」

　ノリスは言葉を濁にごし、声が途と中ちゆうで途切れてしまう。

　消えた言葉を察することは、この場にいる全員には容易たやすいことだった。




　浅黒い肌はだの少年の似顔絵も、その中にあったのだ──と。
















第四話　太陽は昇のぼらない










「本当に、もう一つの……珠たまのほうも、狙ねらわれる可か能のう性せいがあるんでしょうか？」

　やや気弱げに、若わか手て芸げい術じゆつ家かのスートが冒ぼう険けん者しや達に問いかける。

「あ、はい。多分、おそらく……いえ、きっと、絶ぜつ対たい」

　対して応こたえるイリーナの言葉は、微び妙みように自信無げだった。そのことが申もうし訳わけなく思えて、つい恐きよう縮しゆくしてしまう。

　彫ちよう像ぞうの腕うでを折り取っていったということは、目的はやはり、作品が手にしていた腕輪だろう。それは、十中八九間ま違ちがいない。そして、その腕輪のような装そう飾しよくと、組み合わせる品物があるのならば、間違いなくそれを狙いにくるはずだ。もっとも、その宝ほう玉ぎよくらしきものを、実じつ際さいに見て、調べてみなければ断だん言げんはできない。

「そして、それを本当に、護まもってくださるんですよね……？」

　さらに、気弱げにスートが重ねて問いかける。

「あ、はい。多分、おそらく……いえ、きっと、絶対」

「……何な故ぜ、先ほどとまったく同じ返答なんですか」

　イリーナの妙に歯切れの悪い様子に、スートの声に不信感が湧わき上がり始めていた。

「うわー。すごいおうちだよねえ」

「しかし、微妙に趣しゆ味み悪いぞ、何なんだこの彫像の群むれは。落ち着かん」

「まあ、それは……像を彫ほる修しゆ業ぎようしてる人だもん、習作っていうヤツでしょ？」

　広い居い間まに招まねかれ、ノリスは物もの珍めずらしそうに、周囲をきょろきょろと見回している。ヒースクリフも、あちらこちらに置かれた胸きよう像ぞうや、神話をモチーフにしたらしき細工を、眉み間けんに皺しわを刻きざみながら眺ながめていた。マウナも、広い長なが椅い子すに座すわりながら落ち着きなく、クッションの効きき具合を調べているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。頼たよりになる仲間たちですからっ」

　背はい後ごの仲間たちのやり取りを無む視しするように、ぐっと拳こぶしを握にぎってイリーナは断言した。

　事じ件けんの次の日に訪おとずれた、新人芸術家スートの自じ宅たくは、かなり大きなものだった。

　本来は、働かなくともそれなりの資し産さんのある、商家なのだという。スートの兄たちが経けい営えいに携たずさわり、彼自身はちょっとした財ざい産さんの管理をしながら、年老いた両親の世話の傍かたわら、芸術の創そう造ぞうに情じよう熱ねつを費やしていたらしい。

「……しかし、思った以上に広い家ですな」

　ノックの音が響ひびき、扉とびらを開いてガルガドが居間へと入ってくる。部屋数を数え、警けい備びのポイントを探さがしていたらしい。

「庭にも十分に広さがあるし、村の中央からは少し外れている。少々荒あら事ごとになっても、騒さわぎは最さい小しよう限げんですみそうですの」

「それは、わたしたちにとって有利なことでしょうか。それとも、襲おそう側にとって有利なことでしょうか」

「一長一短だの」

　ぽりぽりと頰ほおを指で搔かきながら、ガルガドも少々渋しぶい顔をする。

「何。不ふ埒らち者ものに対して、まったく遠えん慮りよせずにすむというのは、有利じゃないか」

「え、ヒース、今まで、遠慮してたこと、あったんだ」

　魔術師ソーサラーの軽い口調に、異い口く同どう音おんで盗賊シーフと精霊使いシヤーマンがすかさず反はん応のうした。

「たまにはするわい」

「ご家族の数は？」

　仲間たちのやり取りを聞かせないようにするかのように、イリーナがスートへと問いかける。

「ここに住んでいるのは、今はわたしだけですが、日通いで使用人が二人います。時折兄たちが帰ってきますが……ああ、この家は広いので、時折商売の資し料りようや帳ちよう簿ぼや権けん利り書しよ関連の保ほ管かんに使用しているんです。その管理が、わたしの役目で」

「じゃあ、なるべくお家のものは壊こわさないようにします」

「なるべくではなく、誠せい心しん誠せい意い、壊さないようにお願いしたいところなんですが」

「……剣けんを振ふり回した時に、うっかりと飾かざってあるモノに当たったりしたら……やっぱり弁べん償しようですか？」

　真ま面じ目めな表情で質しつ問もんする神官戦士に、しばしスートが沈ちん黙もくする。そして、考えこんで答えを出したらしい。

「……壊されたら困こまるモノを、地下に移い動どうさせようと思いますので、手伝ってください」

「わかりました。力仕事は任まかせてください」

　厳おごそかに、イリーナも頷うなずく。

「おっと、そういえば、狙ねらわれると思おぼしきモノを見せてくれ。珠たまだったか？」

　すっかり長なが椅い子すで寛くつろぎかけていたヒースが、思い出したように振り返った。

「念のために、調べておきたいぞ、俺様」

「わかりました。少々お待ちください」

　一礼して、一度居い間まから出て行くスートを見送り、イリーナはみなが寛ぐ長椅子へと戻もどってくる。

　少し緊きん張ちようしたように、柔やわらかな椅子に腰こしを下ろす少女の身体からだは、鎧よろいに包まれているせいか普ふ通つう以上に深くクッションに沈しずみこんでいた。

「今から緊張しなくても大だい丈じよう夫ぶよ、イリーナ。連中が動くのは、今までのことを考えると夜でしょ？」

　緊張を解とかそうとしてか、マウナが軽かろやかに声をかける。

「……いえ、この椅子、壊しちゃうとやっぱり、弁償しないといけないと思うんで……高こう価かそうですし」

「そっちの緊張か」

　ヒースがつい苦く笑しようする。

「まあ、がちがちになってないよりは、安心だな」

「はい」

　気負いなく頷いて、イリーナは出されて時間が経たっているために、すっかり冷めたお茶のカップを手に取った。冷めていても、いい香かおりがする。

「……正直な話、ただ、何も知らないままに、ダスターたちがこの家を襲おそいにくると言われたら、きっとがちがちに緊張していたと思います」

　少し考えて、目を伏ふせながらイリーナは呟つぶやいた。

「油ゆ断だん、なのかもしれません……慢まん心しんかもしれないって思うんです。でも……」

　視し線せんを上げて、少しだけ迷まようように茶器を持っていないほうの手を、見つめて、ギュッと強く握にぎり締しめる。

「ダスターと、戦いました。……前はちっとも歯が立たなかったのに、痛いたい目をみただけだったのに、今度は……って、思うんです。負けないかもしれないって。わたしたち、以前よりもすごく……強くなってるんだって実感したんです」

「わたしたち、ね」

　お茶のおかわりを自分のカップに注つぎ足たしていたマウナが、すこし擽くすぐったそうに繰くり返した。

「あ、もちろん、ダスターはすごく強かったです。それは間ま違ちがいないんです、でも……今度は、あんな無様な負け方はしません。スートさんの宝たから物ものを守ってみせます」

　鎧を鳴らしながら、ゆっくりと近付いてきていたガルガドが、やはり冷めていた自分のカップに手を伸のばしながら、笑えみを浮うかべる。

「少し違ちがうぞ、イリーナ。お前さんのその感かん情じようは、慢心でも、油断でもない」

「……自信、だ」

　ガルガドの言葉の先を引き受けたのは、ヒースだった。エールで乾かん杯ぱいをするときのように、カップを僅わずかに顔の横に掲かかげる。口くち許もとに浮かぶ笑みは、いつもと同じように、少し皮肉げだ。

「色々やってきたもんねえ」

　しみじみとした様子で、ノリスが腕うで組ぐみをし、うんうんと一人頷いている。

「そう思うと、何だかちょっと歳とし食くった気分？」

　えへへ、と笑いながら自分を指差すが、時間にすればまだ季節が変わる程てい度どの時間である。ノリス自身もまだ冒ぼう険けん者しやになってから、一度も誕たん生じよう日びを迎むかえていない。

「それならば、歳を食った分相そう応おうの落ち着きを身につけるがいい、くそがき」

　何気なく、全員がカップを手にし、乾杯の仕草を取る。ガルガドだけは、その中身が酒でないことに、すこし不満そうな表情を浮かべたが、文もん句くを口にすることはなかった。

「がんばろ？」

　マウナがそう言って、イリーナのカップと軽く縁ふちを重ねる。チン、と薄うすく焼いた陶とう器きが触ふれ合って、澄すんだ音を奏かなでた。

「はい！」

　嬉うれしそうに、屈くつ託たくなくイリーナが笑う。その勢いきおいのある頷きに、廊ろう下かから聞こえる足音が重なる。それは居い間まの扉とびらの前で停止し、スートが少し恐きよう縮しゆくした態ていで、入ってきた。手には、小さな箱を携たずさえている。品物を持ってきたのだろう。

「お待たせいたしました」

　一礼し、若わかい芸げい術じゆつ家かは長椅子に集つどって茶を楽しんでいると思しき冒険者達へと近付いていく。

「これです。母が昔、この館やかたに招まねいた学者から、譲ゆずり受けた品だそうです」

　好こう奇き心しんも手伝って、わらわらと全員がスートの手元が見えやすそうな位置へと集まってくる。期待の視線に、少々スート自身も気き恥はずかしそうだ。

「どれどれ」

　ノリスが箱に手を伸ばそうとして、ぺちょん、とマウナに甲こうを軽く叩たたかれた。

「うー」

　不満そうにしている若い盗賊シーフを尻しり目めに、スートは慣なれた仕草で、箱を開けて見えるように、珠たまを取り出した。

「ほほう」

　ヒースが興きよう味み深そうに頷うなずいて、よく見せてもらおうと、スートに手を伸ばす。

「触さわってみてもいいですか？」

「もちろんですよ」

　そう断ことわるように声をかけたのがイリーナだったお陰かげで、特に気を悪くした様子もなく、気安く彼女へと珠を差し出し、ヒースの手は、空むなしく宙ちゆうを彷徨さまようことになった。

　いじけるようにして、掌てのひらをわきわきと握にぎったり開いたり繰くり返しているヒースへと、イリーナがスートから受け取った珠を差し出す。

「何やってるんですか、ヒース兄さん」

「む。うむ、なんだ……ふふ、やはり俺おれ様さまが見なければ、始まるまい」

　妙みように格かつ好こうをつけながら、勿もつ体たいをつけて妹分から珠を受け取り、ヒースクリフはそれを慎しん重ちように見つめた。

　掌に収まる程度の、あまり大きくない、すこし曇くもった水すい晶しよう玉だまのように見えた。

　よく見ようと目を凝こらすと、珠の中の曇りは、人工的なもののようだ。細かなひび割われではなく。何らかの技ぎ術じゆつで刻きざまれている。

「……そう言えば、陽ひに透すかすと、模も様ようが浮き上がるんだったか？」

　昨日耳にした情じよう報ほうを思い出し、ヒースは首を傾かしげた。

「はい。少々お貸かしください」

　スートは小さく頷き、少し考えるように珠の方向を探さがしてくるくると手の中で転がしていたが、やがて、その動きを止めて、部屋の明かりを引き寄よせる。水晶球の曇りが一番、大きく見える角度から、ランプの明かりで透かすように、照らし出そうとした。

「光が弱いかもしれませんが……多分、この角度だと」
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　自信なさそうに言いながら、スートは珠を灯あかりに翳かざす。「あ」と、短い声を発し、ノリスが居間の壁かべの一面を指差した。そこには、ぼんやりと影かげが揺ゆれている。

「……地図のように見えるのですが……旅行好きだった母は、寝ねたきりになってからは、このぼんやりとした形に、色々と想おもいを馳はせていたようです」

　説明をするように、スートが壁に映うつるぼんやりとした映えい像ぞうを指し示しめす。

　山の高さを示す稜りよう線せんや、森を示すのだろう、古い木々の形、道みち筋すじらしきモノが壁に揺れているが、すべてぼんやりとして、はっきりと見ることができない。

「……そういえば、魔術師ソーサラーから譲ゆずり受けたって言ってたよな」

　はっきりとしない像ぞうを真ま面じ目めな表情で見つめていたヒースクリフが、確かく認にんするようにスートへと問うた。

「はい、そうです。食うに困こまった旅の魔術師だそうです。何かを研究していたらしいのですが……母しか、その話を聞いていませんので、わたしには何とも」

「ふむ。おい、イリーナ。雨戸とカーテンを閉しめてくれなさい」

　納なつ得とくしたように頷きながら、ヒースが妹分へと声をかける。イリーナは弾はずむように身軽に長なが椅い子すから立ち上がって、兄あに貴き分ぶんの言葉に従したがう。

「なるべく部屋を暗くすればいいんですか？」

「うむ、そのとおりだ。珍めずらしく察しがよいではないか」

「わかりました。が、珍しくは余よ計けいです。わたしだって四十二回に一回はファリス様のお導みちびきによって、頭の中の霧きりが晴れるかのように、すがすがしく鋭するどさを発はつ揮きできる時もあるんです」

「……イリーナ。それを言うなら、三十六回に一回だ」

「いいんです。わたしは他の人よりも、時々鈍にぶいと思わなくもないですから、それくらいの頻ひん度どで」

「さわやかに自覚するな。わずかな時間とはいえ、家庭教きよう師しを務つとめた俺様の若わかい時間を返せと、抗こう議ぎしたくなる」

「青春は回り道をするものだ、時には諦あきらめも必要と、お母さんが教えてくれました。お父さんの、六回目のプロポーズ時の奇き行こうを話してくれた時でしょうか」

「……キリング司祭は、一体何回プロポーズを敢かん行こうしたんだ。俺様、十七回目までは聞いてるが、まだ成せい婚こんは遠そうだったぞ」

　幼おさな馴な染じみの意を汲くんで、神官戦士は窓まどから降ふり注ぐ日の光を遮さえぎるために、動き始めた。その間に、ヒースは軽口を叩たたきあいながらも、ランプへと慣れた調子で呪じゆ文もんを唱える。

「〝暗黒よ、光の前に立ち去れ〟」

　詠えい唱しようと共に、オレンジ色の炎ほのおを揺らしていたランプは、白い光に包まれる。いや、正確にはより明るい光を発するようになっていた。『古代語魔法ハイ・エンシエント』の〝光ライト〟の呪文である。

「あ。何か、壁の絵がはっきりしてきたよ」

　ノリスが声を弾ませる。

　見れば、光の呪文によって、珠を透かし壁に刻まれる像は、先さき程ほどよりもその輪りん郭かくをはっきりと変えつつあった。

「後少しといったところだの……おお、よりはっきりと……って、何しとるんじゃ、イリーナ！」

　ずずず、と重い音が居い間まに響ひびく。雨戸のない窓は、飾かざり棚だなで塞ふさごうとして、様々な絵皿を飾った棚をそのまま窓まで押おしていたイリーナが、キョトンと振ふり返った。

「え、だって……太陽の光を遮ろうと思って……」

「やりすぎじゃ。まあ、もっとも、そのお陰かげで、壁かべに映うつる像ぞうもはっきり見えとるがの」

「うむ、これは、力ちから技わざの勝利だな」

　小さな窓までしっかりと飾り棚で塞ぎ、満足そうにイリーナは胸むねを張はる。ヒースとガルガドの視し線せんの先には、はっきりと壁に地図が映し出されていた。

　緩ゆるやかな小さな道、山の連なり、小さな虫食いの木の葉のような形は、池だろうか、それとも湖だろうか。

「……宝たからの地図か？」

「まあ、確たしかに地図のようだがの。わしにはわからん……地名は書いとらんのか？」

　魔術師の言葉に、ドワーフが首を捻ひねる。疑ぎ問もんには、スートが答えた。

「何を示しめす地図かは、わかりませんが……あの輪のほうに、古代語で地名が刻きざまれていたようです。そして、目印らしき印も」

「なんて書いてあったんだ？　その印はどこにあった？」

　勢いきおい込こんで、ヒースが長椅子から身を乗り出す。その勢いに押されたように、スートは残念そうに肩かたを落とした。

「……すいません、わたし、あまり興きよう味みがなかったものですから……」

「ええい、知的好奇心を持て、馬ば鹿か者もの！　地図だぞ、浪漫ロマンじゃないか！」

「大きな声をあげたら、スートさんがびっくりするでしょう、ヒース兄さん」

　家具を動かし終わったイリーナが、身を乗り出すヒースの額ひたいに手を当てて、長椅子へと力ちから業わざで引き戻もどす。ごり、と嫌いやな音がヒースの首から漏もれた気がして、ノリスが思わず首を竦すくめた。

「……イリーナさんや、お前さんの力芸のほうが、よっぽどスートに恐きよう怖ふを与あたえていると、俺様は愚ぐ考こうする次し第だいなんですが……」

「誰だれの力が芸ですか」

　イリーナはちょっと不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「何となく、山やま奥おくな感じだよね。標高の高い山……？」

　ノリスが、壁の地図を読みとりながら、すこし自信なさそうに呟つぶやいた。野外のことに詳くわしい、ヒースとマウナを振り返るも、ヒースは今は自分の首の筋すじを元に戻すのに夢む中ちゆうで、マウナは、食い入るように地図を見つめており、ノリスの視線にも気付いていないようだ。

「マウナ？」

「え、あ、何？」

　呼よびかけられてようやく気付いたらしく、慌あわてて視線をノリスへと向かわせるが、微び妙みように心ここにあらずといったところか。

「ともかく、ダスターたちは腕うで輪わッぽい円えん環かんに刻まれた、地名や印の入ったモノを持っていて、それだけじゃやっぱり役に立たんと。そうなると、こっちの白地図同然の珠たまも、役にたたんわな。これだけじゃ」

　首を、こきこきと言わせながら、ヒースが纏まとめる。

「そういうわけです、よね」

　イリーナも、真ま面じ目めな表ひよう情じようで頷うなずいた。

「やっぱり、片かた割われがあるのなら、キッチリとそろえたいのも、人情だと思います」

「いや、それ人情と関係ないし」

　ノリスがイリーナへとすかさずつっこんでいる。

「本当に、守ってくださるんですか？　その……母の形見を」

　少し落ちつかなげに、冒ぼう険けん者しやたちを見守っていたスートが、すこし不思議そうに首を傾かしげた。

「……その、こちらが一方的に危き機き感を感じて、おろおろしてしまいましたが……無視をされてもしょうがないと……思ったんですが」

　スートは、展てん覧らん会かいでの被ひ害がいを知らされて後、対ついのアイテムがあることを訴うつたえて、祭りの警けい備びにてんてこ舞まいの官かん憲けんに警けい護ごを願ったのだが、いつ狙ねらわれるのか確かではないとの理由によって、時間を空けられることになってしまった。そのことに、茫ぼう然ぜんとしていたところに、イリーナたちが警備へと立りつ候こう補ほしてきたのである。

「冒険者に、自ら売り込まれるようなこと、されたのは初めてです……」

「いえ、わたしたちも自分からセールスに出たのは、初めてです」

　少し恥はずかしそうに、イリーナが茶色の髪かみを搔かいた。

「でも、ここで見失うと、次いつどこに現あらわれるか知れない、因いん縁ねんの相手でもあるんです。スートさんの不安に付け込むようなことをしてしまい、申し訳わけありませんけれど、どうか、わたしの勝手な行こう為いを許ゆるしてください」

　深く頭を下げられてしまい、スートのほうが狼ろう狽ばいする。手を慌てて胸の前で振り、恐きよう縮しゆくした様子を浮うかべながら。

「いいえ、こちらも心強いです。報ほう酬しゆうはお支し払はらいしますので、どうかよろしくお願いします」

　深く頭をさげ、イリーナの位置よりも低くしようとするスートに、さらに張はり合うようにして、イリーナは低く頭をたれた。

「はい。ありがとうございます！　出来るだけ、家の中のものは壊こわさないようにします。弁べん償しようしなくてすむように努力をしますので、こちらこそ、よろしくお願いします！」

「……その、貴き重ちよう品ひんの地下への運うん搬ぱん作業をお願いします」

　イリーナの言葉に、しばし考えこんだスートは、おずおずと口にした。やはり、家か財ざいを壊されるのはいやらしい。

「それには、わしも手伝おうかの」

　ガルガドがそう声をかけると同時に、腰こしを上げて近付いてきた。

　ヒースとノリスは照らし出される映えい像ぞうをなるべく詳しよう細さいに、羊皮紙に写しておこうとテーブルに齧かじりつくようにしており、マウナは映像を見つめたまま、戸と惑まどったような表情をしている。

「では、よろしくお願いします」

　それぞれの作業に勤いそしむ中、冒険者達はそれぞれの役目を果たすために動き始めた。

　イリーナとガルガドはスートの指し示じに従したがって、万が一にでも消失しては困こまる商売上の書類を箱に詰つめて地下へと運び、その後に、スートの思い出の品などを運び込む。

　やや遅おくれて、マウナが神官戦士たちの作業に合流し、ノリスとヒースも地図を写す作業を終えれば、集まってきて、地下へと貴重品を移うつす作業を手伝い始める。

「ねえ、珠自体は、どうするの？　一いつ緒しよに、地下に入れる？」

　ノリスが、ふと思い出したように、宝ほう飾しよく品の入った箱を運びながら問いかけた。何気なく蓋ふたを開けて、中から綺き麗れいな指輪を見つけて、それを透すかし見ており、後ろからガルガドに小こ突づかれている。

「……万が一のことを、考えるとのう……」

　同じく、本来の珠の隠かくし場所のことを考えていたのだろう、眉み間けんに皺しわを刻きざみ、ドワーフは些いささか渋しぶい表情になった。

「もし、我われらが失敗して、珠を守りきれんかった時、この貴重品満まん載さいの地下に招まねくことになってしまったら、まさしく盗賊シーフに追い銭せんだの」

「まず失敗のことを考えてどうするんですか……と、言いたいところですけれど、慢まん心しんは正義ではありません。じゃあ、誰かが持ってるんですか？」

　ちょうど、スートの思い入れのあるらしい作品を腕に抱かかえていたイリーナが首を傾げる。時々、それを壁かべに打ち付けそうになっていて、指し示じしているスートは気が気ではないようだ。

「む……」

「スートに持たせる、そして、万が一の時には一人で逃にげさせて、自じ己こ責せき任にんってのはどうだ？」

「それは、ちょっと無責任でしょ、あたしたちが」

　ヒースの意見にそう言い返しているのは、箱を運び込んで、地下の入り口から戻もどってきたらしいマウナだ。

「とはいえなあ……」

「持ってる人を、くじ引きで決めたら？」

「お前さん、いかさまするだろうが」

　ノリスの言葉を、ガルガドがあっさりと却きやつ下かする。盗賊は、バツが悪そうに舌したを出し、首を竦すくめた。

「まあ、それは、ゆっくりと考えるとしてだ」

　地下の埃ほこりっぽさが喉のどに絡からんだのか、スート家の廊ろう下かで荷物を抱えながら押しあいへしあいする仲間達を見て、ヒースはゴホンと咳せき払ばらいをし、注目を集めた。

「これから俺おれたちは、件くだんの強ごう盗とう団だんを待ち受ける。そう、待ち受けるのだ。追いかけるのではない」

「初めて優ゆう位いにたてたって感じ？」

　新しい書類の束を別室から運んできたマウナが、大きく頷うなずく。

「そのとおり。そして、待ち受けるということは、時間があるということだ。いや、正せい確かくにはたくさんあるわけではない、しかし、少なくとも夜までには、少々時間がある」

「作戦も立てられるということですね」

「罠わなも張れるね！」

　イリーナとノリスが揃そろって挙手をした。

「うむ。愚ぐ民みんよ、次々俺様の下もとに作戦を持ってきてくれなさい。じきじきに取り上げるべき策さくを、吟ぎん味みして進ぜよう……って、おい」

　偉えらそうに胸むねを張って、ちょいちょいと指の仕草で招き、格かつ好こうをつけているヒースを、仲間達はあっさり無む視しをし、通り過すぎていく。向かう先は、ドワーフの神官戦士だ。

「ガルガドさん、どこを重点的に守るべきでしょう？　少なくとも、正面からは来ないと思うんです！」

「ねーねー、階かい段だんに油塗ぬってもいい？　いいよね？　それで、廊下にさあ……」

「……おーい」

　空しく、招く仕草をしたまま、妹分に無視をされた形の魔術師ソーサラーが、うつろに呼よびかけている。その肩かたを、にっこりと笑ってマウナが軽く叩たたく。

「赤せき貧ひんハーフエルフに、同どう情じようされたくないわいっ、ってぇええっ」

　毒づいた拍ひよう子しに、ハーフエルフは容よう赦しやなく、書類の詰つまった箱を魔術師の足先に落とした。
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　夜は更ふけていく。

　ゆっくりと、暗く、星のない夜空をふくろうが舞まっていた。

　やがて、一軒けんの大きな家を探さぐるように旋せん回かいしていたふくろうは、灯あかりなく集つどう複ふく数すうの影かげのもとへと降おりていく。

　大きな家──いうまでもなく、若わか手て芸げい術じゆつ家かであるスートの自じ宅たくである。

「おいおい……」

　呆あきれたような、苦々しさの混まじった言葉が、漏もれた。その『眼め』から見えた映えい像ぞうを報ほう告こくされたのと、ほぼ同時だ。

「足の速い連中だな、もう先回りしてやがるのか」

　囃はやしたてるような抑よく揚ようをつけた声こわ音ねは、ダスターのものだった。呆れた口調ではあるが、すこし前に神官戦士の少女に自じ尊そん心しんを傷きずつけられた時のような荒あれはない。気持ちの切り替かえは、優ゆう秀しゆうな盗賊シーフには必ひつ須すだ。

「連中の足が速いのではないだろう。俺たちが遅おそかった、それだけだ」

　偵てい察さつの任を終えて、主の腕うでに舞い戻った使い魔まが、くる、と喉を鳴らして甘あまえるような仕草をした。使い魔のククを通して、ミハエルの眼には、出入りする使用人の姿以外に見覚えのある冒ぼう険けん者しやたちの姿すがたがちらりと垣かい間ま見えたのだ。恐おそらく、隠かくれているつもりだったのか、それとも、おとりのつもりだろうか。どちらともつかない。

「……家の主だけなら、問題ない楽な仕事だってのにな」

　ダスターの唇くちびるが笑えみの形に歪ゆがんだ。

　苦々しい口調だが、間ま違ちがいなくこの状じよう況きようを楽しんでいる。

「予想は出来たことだ。俺たちは、姿を見られたんだ。あの連中がしつこく、後を追ってくることぐらいはな」

「ちがいない」

　短く笑いながら、ダスターは頷く。自身の小剣シヨート・ソードを抜ぬき、その研とぎ具合を確たしかめる。短い銀色の刀身は、弾はじくべき明かりもなく、鈍にぶい色で夜に沈しずむ。

　小さな足音を耳で拾ったのは、剣けんを抜いたままの男だった。

「足音消して、近付くな。今気が昂たかぶってるからな。斬きられても文もん句く言えんぞ」

「あ、ごめん」

　茂しげみを搔かき分け現あらわれたのは、この近くで一番近い憲けん兵ぺいの詰め所を、偵察に行っていたフェルツだ。仲間たちの面子メンツを見回し、すこし息を吞のんだ。

「どうだった？」

「あ、うん……別に、慌あわただしい印象はなかったな。詰めてるのも、普ふ通つうの訓練を受けてない村の人みたいだったし、奥おくで寝ねる準じゆん備びしてたぜ」

　見たままの報告をしながら、フェルツは首を傾かしげる。ダスターの微び妙みように機き嫌げんのよさそうな様子に、不ふ審しんそうな表情が浮うかんだ。

「そうか、ありがとう」

　ミハエルの短い礼に、浅黒い顔に少し嬉うれしそうな色が過よぎる。

「……今回は、好きなようにやっていいんだろうな？　ミハエル」

　確かく認にんするように、ダスターが声に笑みを含ふくませる。その意味を悟さとって、魔術師ソーサラーの青年は少し眉み間けんに皺しわを寄よせたが、強く拒きよ否ひは出来なかった。

　グードンでの仕事の躓つまずきの借りを、ダスターは冒険者達に返すつもりなのだろう。一いつ瞬しゆんでも、拒否を口にしようとした自分自身に芽め生ばえ始めていた甘さに、唇を嚙かむ。何のことを示し唆さされているのかわからないフェルツの視し線せんを、横顔に棘とげのように感じていた。

「好きにしろ」

　短く答えて、今回の仕事の仲間を見回した。

　今回の仕事をするのは、ミハエル自身とダスター。そしてフェルツと、臨りん時じに雇やとったドワーフの吟遊詩人バード。ファンの仕事の時には、フェルツの面めん倒どうを見ていた子こ供どもたちを人ひと質じちにとっていたために、捕つかまることを逃のがれた盗賊の仲間が一人だ。

「今回は、今までの財ざいをかなり費ついやしてるんだ。失敗は許ゆるされないぞ」

　ミハエルは溜ため息いき混じりに低く呟つぶやいた。

「また、搔き集めればいいさ」

　ダスターの言葉には、笑みが滲にじんでいる。

　聞きなれたはずの声音なのに、何な故ぜか酷ひどく気に障さわった。

「行くぞ。打ち合わせのとおりだ。ミハエル、お前なるべく魔ま晶しよう石せきを使えよ。あの連中、二人も精霊使いシヤーマンがいる。〝闇精霊シエイド〟をけしかけられたら、真っ先に脱だつ落らくすることになる」

「わかっている」

　懐ふところの魔晶石の具合を探さぐり、ダスターの言葉に頷うなずく。

　気に入らないヤツでも、ダスターの指し示じは的てき確かくだ。それが、お互たがいに目的のために、今まで離はなれられなかった理由だろう。

　共に歩き出しながら、ふと、魔術師はその傍かたわらの少年へと声をかけた。

「フェルツ、お前は、ここで待機しておけ」

「へ？」

　思ってもみない言葉に、フェルツが思わずミハエルを見返している。

「何でだ？　オレにも仕事をさせるって、言ってたじゃないか」

「……ククで偵てい察さつしていて、少々状じよう況きようが変わった。一人、危き険けんを知らせる役目が必要になった。お前はククを連れて、ここで待機していろ。もしかすると、手て薄うすな警けい備びは、どこかに手て勢ぜいを集めているからかもしれん」

　言いながら、肘ひじに止まっていたククを、フェルツの肩かたへと舞まわせた。

「何か気付いたら、ククへと語りかけろ。そうすれば、俺たちにすぐに届とどく」

　ふくろうの爪つめが肩に食い込こむのが痛いたく、少し表ひよう情じようを歪ゆがませながら、フェルツは少し安心したように、しかし、どこか複ふく雑ざつそうに足を止め、師し匠しようのように思う青年の背せ中なかを見送ることになる。

「……わかった。気をつけていけよな、ミハエル」

　奇き妙みような胸むな騒さわぎを感じながらも、フェルツは命じられたままに、その場に立ち尽つくす。

　ふと、グードンから仲間になったドワーフへと視線を向けた。まだ短いつきあいだが、当たりの柔やわらかさにフェルツとも、何くれと話をしてくれる気の合う相手となっている。

　彼は足が遅い。だから先を歩くダスターはずっと先に行ってしまっていたが、彼はようやく足を止めたフェルツの傍そばを通り過すぎることになる。

「なあ、ミハエルを頼たのむよ。あいつ、戦せん闘とうまったくダメだしさ……バス」

「まあ出来る限かぎりの、努力はいたしましょうかな」

　リュートを背に負い、揺ゆすり上げながら、赤と緑の配色を身に纏まとったドワーフの吟遊詩人バードは、ゆっくりと人あたりよく頷いた。

「心配するな」

　振り向かないままに、ミハエルはフェルツへと答える。その背中に視線を感じながら。

「この仕事が終わったら……冒ぼう険けん者しやの真ま似ね事ごとを、一回くらいはやってみるのも悪くはないかな」

　地図を手に入れて、遺い跡せきに潜もぐる。

　それは確たしかに、強ごう盗とう団だんのすることではなく、冒険者の仕事だ。

　不思議と、目の前の霧きりが晴れたような気持ちになりながら、ミハエルは闇やみの中へと踏ふみ出した。
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　閉とじこもっている家屋を攻こう略りやくするには、内側から開けさせる。

　それは、セオリーの一つと言ってもいいだろう。

　背せ負おったリュートを、ゆっくりと抱かかえ込みながら、ドワーフの吟遊詩人バスはポロン、と一弦げん弾ひいて音を確かく認にんする。

「おい、あまり大きな音を立てるな」

　ダスターが、それを気付かれるのを警けい戒かいして、鋭するどく制せいした。

「おや、申し訳わけありません」

　飄ひよう々ひようと謝しや罪ざいしながら、ドワーフは指で弦を押おさえて、音を止める。

「では、早く配置についていただけますかな。ワタクシの喉のどはいつでも準じゆん備びできておりますぞ。こういった使い方よりは、出来れば祭りの広場で喝かつ采さいを受けたいものだと思っておるのですが」

「うるせえ」

　吐はき捨すてるダスターに、ドワーフは肩を竦すくめる。ダスターは、別の場所──スートの屋や敷しきの裏うら手てへと、音なく駆かけていく。

「ま、厄やつ介かいな因いん縁ねんを持ったと、後こう悔かいしても始まりませんが」

「悪いな」

　苦く笑しようを浮うかべ、ミハエルは中指の指輪と共に軽い身み振ぶりと呪じゆ文もんを唱える。なるべく声を潜ひそませ、周囲に響ひびかないようにと留りゆう意いしながら。

「〝万ばん物ぶつの根元たるマナよ。暗黒のとばりを下ろせ〟」

　そう呟つぶやくと同時に、一いつ層そう濃こい暗くら闇やみが、ドワーフを包み込む。〝闇ダークネス〟の呪文である〝光ライト〟の真ま逆ぎやくの呪文であり、その下ろされた闇の帳とばりは魔ま法ほうの力によって、見通すことが難むずかしい。しかし、暗あん視しの力を持つドワーフにとっては、ないも同然の暗あん幕まくであった。

「さて、それでは」

「ああ、少し待ってくれ。俺も移い動どうする」

　リュートに手をかけなおしたらしい気配を感じ、ミハエルはやや急いで止める。

「承しよう知ち。……あの少年は、よかったのですかな、置いてきて」

　頷うなずきの気配と共に、ドワーフの吟遊詩人バードバスはミハエルへと確認するように、振り返り問いかけた。

「いいんだ。仕事の途と中ちゆうで、いきなり怖おじ気けづいて裏切られると困こまるからな」

　苦笑を浮かべ、ミハエルは黒衣を翻ひるがえし、ダスターの後を追う。

「まあ、あいつは冒ぼう険けん者しやの真ま似ね事ごとを、期待している節があるからな。……それまでは、裏切りゃしないだろうが」

「ほっほ」

　闇の中から、楽しげな軽かろやかな笑い声が聞こえた気がした。

「──……そう、できればいいですな。しかし、冒険者には、悲ひ劇げきはつきものでしてな」
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「おい、ノリスは配置についてるんだろうな？」

　毛布を身体からだにかけて、うとうとし始めているイリーナを肘ひじで突つき起こしながら、ヒースクリフはイリーナへと問いかけた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、みたいです」

　慌あわてて目を擦こすり、ぷるぷると首を横に振って、眠ねむ気けを飛ばす。

「さっき、着き替がえて、楽しそうに配置に付きに行きました」

　ぺちっと自分の頰ほおを張はりながら、イリーナは周囲を見回した。

　スートの家の、居い間まである。

　現げん在ざいは、壁かべに映えい像ぞうの地図は浮かんでおらず、家具の配置を換かえて、少し殺風景になっている。貴き重ちよう品ひんは、地下に移うつしたが、置かれている調度はそれなりに金が掛かかっているものであることは、間ま違ちがいない。

　長なが椅い子すに座すわると、その柔やわらかさに寝ねてしまうこと請うけ合いだったので、敷物の上に直ちよく接せつ座っている。

「外の見み張はりは、いらないんですか？」

「いらん。まあ、確実に〝眠りの雲スリープ・クラウド〟に飛ばされて、眠り込むことになる」

「抵てい抗こうすればいいじゃないですか」

　そっけなく答えるヒースの背中に軽く凭もたれながら、イリーナが気安く答えた。

「お前な。グードンでついこの間戦ったばっかりの強盗団が唱えてきた、〝眠りの雲〟に、どれくらい抵抗できたか思い出せ」

　呆あきれたように、魔術師ソーサラーは妹分へと毒づいた。何度も眠ってしまい、そのたびに小突かれて目が覚めたことを思い出し、イリーナは言葉に詰つまる。

「そこは、根こん性じようで」

「お前の根性は、頭ず脳のうから溢あふれる知性と一いつ緒しよで、信用できん」

「えい」

　鎧よろいを着たまま軽く、ヒースに寄よりかかっていたイリーナは、その身体をやや背中へと傾かたむける。体重をかけるように。

「おげげがげああがぐぎゃ」

　自然と柔じゆう軟なん体たい操そうのような形に前のめりになるヒースが、息の抜ぬけるような苦鳴を漏もらした。それが聞こえれば、イリーナは満足したように、腹ふつ筋きんだけで起き上がる。

「……こ、この、人間攻こう城じよう兵へい器きめ。戦う前に、この有ゆう能のうな魔術師が朽くち果てたらどうしてくれる」

「──……ミハエルさん」

　ぽつりと呟つぶやいて、イリーナは背中の兄あに貴き分ぶんへと問いかける。

「ミハエルさんのこと、ヒース兄さん知ってたんですね」

「……悪かった。黙だまってて」

　声の調子を改め、身体を起こしたヒースが素す直なおに、呟いた。背せ中なか越ごしのイリーナが、ゆっくりと首を横に振ふるのが感じられた。

「いいんです。多分、すぐに言われても……わたしは、平静に受け入れられていませんでした。ヒース兄さんの判はん断だんは、正しいです。微び妙みように、釈しやく然ぜんとはしませんが」

　それはそうだろうと、ヒースは声に出さずに呟いた。

「んじゃ、今は平静なんだな？」

　少し意地の悪い声こわ音ねを作り、背中越しに問いかける。

「……正直わかりません。裏うら切ぎられたような気持ちなのか、それとも、ああ、やっぱりって思ってるのか……でも」

　イリーナは伸のばしていた膝ひざを、ゆっくりと立てて、それを抱かかえ込む。ヒースの背中に掛かっていた重みが、少し離はなれる。普ふ通つうなら、背中にぬくもりを感じるものなのだろうが、イリーナは全身にいつもの板金鎧プレートアーマーを纏まとっているお陰かげで、固い感かん触しよくしかない。むしろ離れてすっきりしてしまう。

「でも、わたしミハエルさんのこと、悪い人に見えなかったです。いや、悪いことしてたのは、確たしかなんですけどね。その罪つみは、償つぐなってもらわないとと思います。……これって、人を見る眼めがないんでしょうかね」

　少し、情なさけなさそうに、イリーナが笑う気配がした。

「んなこと、ないだろ。俺おれも、完全に悪いやつには、見えなかったからな……それに、あいつには、少なくとも実家を守ってもらった借りがある」

　苦々しく言いながら、ヒースは離れたイリーナの背中を追うように、今度は逆ぎやくに体重を乗せなおした。

「硬かてぇ」

　背中のごつごつとした感触に、思わずぼそっと呟く。

　イリーナが鎧の重量を載のせてきたときには、ヒースは容易たやすく前に倒たおれたのに、ヒースが重みを載せても、彼女は小こ揺ゆるぎもしない。冒ぼう険けん者しやの仲間として、頼たのもしいような。妹分の行く末を案じてやるべきなのかと、複ふく雑ざつな思いに駆かられて、ヒースクリフはそっと自分の目頭を、手て拭ぬぐいで芝しば居いがかって拭った。







[image: ]







「何か、余よ計けいなことしてるでしょ、ヒース兄さん」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません」

　意外な鋭するどさをみせるイリーナに、慌あわてて小道具の手拭を、懐ふところに隠かくす。

　頭の上では、フレディがうつらうつらとしている。

「……何だ？」

　ふと、狩人かりうどとして鍛きたえられたヒースの耳に、幽かすかに音楽が聞こえてきた気がした。

「何ですか？」

　イリーナには、聞こえていないようだ。表ひよう情じようを変えたヒースを覗のぞき込こもうとしている顔は、きょとんとしている。

「いや、何か聞こえないか？　音楽だ」

　眉まゆを顰ひそめ、ヒースはさらに耳を澄すませた。

　そうして神しん経けいを研とぎ澄ませば、さらにはっきりと音楽が風に乗って流れてくるのが感じられた。うずうずと、知っているのに、歌か詞しを思い出せない。そんなもどかしさをそそられる音色だった。

　居いても立ってもいられない。

「見てくる。ここで待ってろ。フレディはスートのところへ行っとけ」

「え？　え？」

　カラスを屋内に羽ばたかせ、立ち上がったヒースに、慌ててイリーナが声をかける。その巻まきつけた毛もう布ふを引っ張ぱって、動きを止めようとするが、ヒースが毛布を落としたせいで、ころんと床ゆかに転がってしまう。

「ヒースにいさんっ、一人じゃ危あぶないですよ、いくらなんでも」

「ちょっと見てくるだけだ、邪じや魔まをしてくれるなイリーナ」

　ヒースの長なが靴ぐつに、わしっとしがみつけば、さすがに魔術師ソーサラーは一歩も動けなくなってしまった。不満そうに、じたばたと、イリーナを引きずるようにして、開いたままの扉とびらに向かおうとする。

「ええい、ちょっとだけだ。ちょーっと覗きにいってくるだけだからっ」

「ヒース兄さんおかしいです！　絶ぜつ対たいおかしいです」

　自分でも気付いていない衝しよう動どうが、ヒースの中に荒あれ狂くるっているらしい。聞こえるという音色が、何らかの作用を及およぼしているのだろう。

　聞こえる音楽の源みなもとを、はっきりと目で見て確かく認にんせずにはいられない。そんな感情を搔かき立てている。

「……ファリスさま、あまりいい使徒ではないですけれど、一いち応おう信者らしいヒース兄さんに、御ご加か護ごを」

　イリーナを引きずっていこうとして、結局その場で足あし踏ぶみをするだけとなっているヒースを、力ちから技わざで後ろから押おさえ込む。難むずかしいことではない。鎧よろいの重量で、圧おし掛かかっただけだ。

「ほぎゃがけぎゃぁう」

「〝至し高こうの神ファリスよ、心の嵐あらしをどうか収おさめ給たまえ〟」

　胸むねに掛けたファリスの聖せい印いんに手を当て、ヒースへと〝静心サニテイ〟を唱える。

「イリーナ、俺様は平静だ。何があったのかを、ちょこっと調べに行ってくるだけだ、大だい丈じよう夫ぶ！　なっ！」

　押さえ込まれたまま、それでもなんとか部屋の外に出ようとしている、まったく変わりのないヒースの様子に、イリーナはがっくりと肩かたを落とした。

　どうやら、ヒースの恐きよう慌こうは、彼女への神の加護以上に強いらしい。

「イリーナ、ヒース、大丈夫？」

　不意に廊下から、居間へとハーフエルフが飛び込んできた。暴あばれるヒースと、それに圧し掛かるイリーナという構こう図ずに、思うところがあったらしく、こくこくと無言で頷うなずいてしまう。

「何だ、赤せき貧ひんハーフエルフ。この鉄てつ塊かい娘むすめを退どける手伝いをしてくれなさい。俺様、ちょっと偵てい察さつに行ってくるだけだからッ、大丈夫ッ、ちょっとあのはっきりしない音楽を、もっとしっかりと演えん奏そうするならするで、聞こえやすくしなさいと、抗こう議ぎしてくるだけダカラッ」

「ああ、ヒースも、あの音楽聞こえちゃったのね」

　マウナが頷きを繰くり返しながら、一人で納なつ得とくをしている。

「何なんですか、マウナ。ヒース兄さんの状じよう態たいは」

　ヒースの背せ中なかに半ばのっかかった状態のまま、イリーナはマウナを見上げる。

「呪じゆ歌からしいわよ。ガルガドさんが言ってた」

　少し声を潜ひそめて、精霊使いシヤーマンが疑ぎ問もんに答えた。

「ガルガドさんが？」

「うん、なんか、詳くわしかった。あたしも、歌が聞こえたから、外にどうしても聞きに行きたくなって、廊ろう下かを歩き出したら、ガルガドさんに止められたの。〝静心〟を唱えてもらったら、すぐに治ったけれど」

「……くっ、ファリス様、マイリーに負けないくらいの加護を、わたしにくださいっ！」

「修しゆ行ぎよう不足なんじゃないの？」

　きっぱりとイリーナのプライドを切って捨すてたマウナが、少し声を改める。

「つまり、来たってことよ。連中」

　静かな宣せん言げんに、至高神フアリスの神官戦士の表ひよう情じようが、僅わずかに鋭するどくなった。

「……ノリスは、大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「うん。あたしや、ヒースみたいに、外に敏びん感かんだった連中が聞きとって、作用したみたいね。ノリスは所定の場所から動いてないみたいよ。呪歌使いは、ガルガドさんが向かってくれた」

　その言葉を裏うら付づけるかのように、不意にイリーナに敷しかれてもがいていたヒースの動きが止まる。

「ヒース兄さん？」

「あー？……うん、えへん。何というか」

　自分の微び妙みように取り乱みだした状態を、妹分とハーフエルフに見られて恥はずかしかったのだろう、鼻の頭を赤くしながら、まいったの証あかしのように、ヒースはぱんぱんと絨じゆう毯たんの床ゆかを掌てのひらで叩たたいた。それを確かく認にんして、イリーナは兄あに貴き分ぶんの背せ中なかから退く。

「もう大丈夫らしい。音楽は聞こえなくなったぞ。おやっさんが向かってくれたということだな」

　あらためて、咳せき払ばらいをして、取とり繕つくろう真ま似ねをしながら、ヒースは立ち上がった。

「つまり、正面から呪歌によって、呼よび寄よせようとした。つまりは、陽動だ」

「ということは、裏から本隊が来るっていうことですね！」

　察しよく、イリーナが声を上げる。

「そのとおりだ。ぬかるなよ！」

「はい！」

「お前もだ。この部屋がまったく似につかわしくない、貧びん乏ぼうったらしいハーフエルフ」

「余よ計けいなお世話よ！」

　檄げきを飛ばせば響ひびくように、返事をするイリーナと対照的に、マウナは毒づかれればそれに反はん応のうする。










　確たしか……このあたりに、雨戸の戸と締じまりのない窓まどがあったはずだ。

　ミハエルの偵てい察さつ結果を受け、ノーマンは居い間まに当たるらしい窓の側面を、探さぐる。

　正面はドワーフのバスが呪歌『好奇心キユアリオステイ』によって、ある程てい度ど引き受けてくれている。ダスターが引っ張ぱってきた新人だが、腕うでのほうはそこそこ確からしい。

　彼は、裏から侵しん入にゆうするダスターが残った手て勢ぜいを引き受けてくれている間に、さっさと室内に侵入し、アイテムの本来の持ち主であるスートを確かく保ほするのが、役目だった。

　主人の寝しん室しつは、二階だろう。

　そこから、侵入しやすい部屋を探り、雨戸のない部屋を探しているのだが……。

　どうにも見つからない。

「……おかしいな。ミハエルのヤツ、この窓が、雨戸はないって言ってたが……ん？」

　居間らしき場所に通じるはずの、窓の一つが微妙に様子が違ちがうことを感じて、ノーマンは慎しん重ちように、その窓まど枠わくを確かめた。

　閉とじた窓を外からそっと開けてみようとする。なるべく慎重に、音を立てないように。……木の格こう子しのすぐ向こうが、カーテンになっている。

　不思議そうに、ノーマンは腕うでを伸のばして、その向こうを確かめようとした。

　しかし、その向こうは硬かたくて重いもので塞ふさがれている。

「は？　なんだ、この家具の配置は」

　思わず言葉に出して、罵ののしってしまう。

　彼は知らないことだったが、窓に立ちはだかっているのは、イリーナが珠たまからの映えい像ぞうをはっきりさせるために、窓を塞いだ飾かざり棚だなだった。

　その後、面めん倒どうくさがって誰だれも、それを元に戻もどさなかったのだ。

「くそ。変な壁かべを立てやがって」

　ここから侵入できないということは、別のルートが必要になる。彼は盗賊シーフで身が軽い。そして、こういった行こう為いに熟じゆく達たつしていた。

　腰こしから鉤かぎ爪づめを出して、細めのロープを繫つなぎ、慣なれた動きで、それを二階の窓枠へと引っ掛かける。

　裏でも、正面からでもない窓。室内で騒さわぎを起こしている間は、登っている物音にも気付かれないだろう。

　鉤爪がしっかりと窓枠に掛かったことを確かく認にんし、壁に足をかけて身軽に上り始める。リズムを取るように、呼こ吸きゆうを単調に吐はきつつ、一歩一歩確実に。二階の窓の枠へと手をかけ、ロープを簡かん単たんに身体からだに巻きつけて支ささえ、短剣ダガーで、窓枠をこじる。

　二階からの侵入を想定されていない窓は、容易たやすく開いた。

　窓から身を音もなく躍おどりこませると、廊ろう下かからの気配に、慌あわてて短剣を構かまえなおす。軽い歩調の音だ。

「きゃ……」

　扉とびらが不意に開かれ、その向こうに黒くろ髪かみの女が立っていた。動きやすい、給きゆう仕じの服を着ている。見慣れぬ姿すがたに立ち竦すくんで、今にも声を上げそうな表ひよう情じようをしている。

　村から入手した情じよう報ほうによると、スート家は二人の使用人を雇やとっているという、そのうちの一人だろう。ノーマンは慌てることなく、素す早ばやい動きで給仕服の若わかい娘むすめに近付き、短剣を突つきつけた。

「騒ぐな」

　低く恫どう喝かつし、動きと声を止めさせる。

　大きく黒い目を見開いた娘は、かくかくと機械的な動きで何度も頷うなずいた。にやり、とノーマンは威い圧あつ的に笑えみを浮うかべた。

　広い家の中のことである、どこが主人の居室なのか。使用人ならば、知っていることだろう。

　万が一、冒ぼう険けん者しやと鉢はち合あわせしても、人ひと質じちに使えばいい。

　そんな打算を頭の中で巡めぐらせながら、ノーマンは少女の首に短剣を押おし付ける。

「主人の部屋まで案内しろ」

「……は、はい」

　怯おびえて掠かすれているせいか、ややアルトの声が答える。

　上がりこんだ部屋へと視し線せんを這はわせて確認すれば、がらんとした物置のようだ。あちこちに、ガラクタ同然の彫ちよう像ぞうが並ならんでいる。すでに、貴き重ちようなものは地下に運び込こんだ後の物置である。

「ご主人様は、階下においでです……」

　扉を開けさせ、廊下に出たとき、弱々しい声で、娘が応こたえる。

　彼が望んだ「部屋」ではなく「居場所」を口にしたことに、小さな疑ぎ念ねんが頭をもたげたが、彼にとっては好都合なことだったので、その小さな警けい鐘しようを、ノーマンは無視してしまった。

「あ！」

　廊下を歩きながら、その角を曲がった瞬しゆん間かん、こちらに向かっていたらしいハーフエルフの娘と鉢合わせしてしまう。

「な……！」

　お互たがいに次の動作に移うつれずに、一瞬硬こう直ちよくし──再ふたたび動いたのは、ノーマンが先だった。給仕の少女に、短剣を突きつけ、早さつ速そく人質に使うことを選んだのだ。

「道を開けてもらおうか。怪あやしい動きをすれば、怪け我がをさせることになるぞ」

　首を抱かかえ込み、その頰ほおに短剣の刃やいばを押し当てる。

　女の顔に傷きずを付けるというのは、気が進まない。なかなかの美少女であるのだから、当然だ。

　ハーフエルフも同じ女なのだ、顔に傷を付けられるようなことは、同どう性せいとして防ふせぎたいと思うだろう。

「……えっと」

　金きん髪ぱつのハーフエルフは、ノーマンの意思に反して、一瞬キョトンとしたようだった。

「どっちが？」

　真顔で聞き返される意図を問おうとしたとき、爆ばく発はつ的な鋭するどい痛いたみが熱のように、腿ももから沸わきあがってきた。

「う、うがぁあああっ！」

　一瞬言葉を失い、そして悲鳴が上がる。

　転がりのた打ち回りたい衝しよう動どうに、人質の少女を突き飛ばすようにして、一瞬ふらついたと思った隙すきに、刃を突きたてようとする。

　ノーマンの太い腿には、短い剣けんが深々と突き刺ささっていた。

「きゃーん、ごめんなさぁーい」

　裏うら声ごえを出しながら、給仕の少女は口くち許もとに手を当てて、殊こと更さらしなを作る。その様子に、ハーフエルフ──マウナは、呆あきれたような冷ややかな表情を向けるだけだ。

「もう、反応に困ったわよ、ノリス」

　軽く、小突くような振ふりをするマウナから逃にげるように、給仕の少女──の振りをしたノリスが、頭を抱え込んでわざと大きな仕草で逃げる。

「えへへー。登ってくるかもって、ヤマを張はってた部屋が外れでさ。隣となりだったから、慌ててそっちに向かったんだけど、わりと警けい戒かいの薄うすいやつでさ」

　ちろ、と舌したを出し、悪戯いたずらな表ひよう情じようでノリスが笑った。小器用な手先による化け粧しようと、まだ男性として完成しきっていない華きや奢しやな体たい格かくを利用して女性の服を着込み、なりきっていれば凜り々りしい表情の少女にしか見えない。

「せっかくだし、階かい段だんに仕し掛かけた罠わなにでも、突つき落としてやろうかと思って」

「さっさと片かた付づけなさいよね、そういうの」

　眉み間けんに皺しわを寄よせ、マウナは腰こしに手を当てた。

「ちょっと、心配したじゃない」

「ごめんごめん」

「……お、お前ら……」

　盗賊シーフが軽い調子で謝あやまっている隙に、ゆっくりと身を起こしたノーマンは表情を強こわ張ばらせ、短剣を握にぎる手を震ふるわせている。心なしか、眼めも血走っているようだ。

「あれって、怒おこってるよね？」

「当然でしょ」

　確かく認にんするようなノリスの言葉に、こっくりとマウナは頷うなずき、請うけ負った。

「じゃあ、片付けないと」




　ずず──……ん




　階下で、何か炸さく裂れつするような鈍にぶい音が響ひびく。

「下でも始まってる」

「だから。早く加か勢せいに行かないと」

　まるで、すでに自分のことが眼がん中ちゆうになさそうな冒ぼう険けん者しやの様子に、ノーマンが吼ほえる。

「舐なめるな！」

　跳はねるように飛び起きて、小剣シヨート・ソードを手に、少女の姿すがたをした盗賊へと襲おそい掛かる。

「うわっと」

　間の抜ぬけた声と共に、ノリスはその刃を自分自身の短剣ダガーで受け止めた。淡あわく光を放っている短剣は、魔ま法ほうの品だ。少なくとも、普ふ通つうの剣よりも威い力りよくは高い。

「……〝光の精せい霊れいよ、わが敵てきを撃うて〟！」

　精霊使いシヤーマンのハーフエルフが、慣なれた様子で呪じゆ文もんを唱え、召しよう喚かんした〝光精霊ウイル・オー・ウイスプ〟をノーマンへとけしかけた。避よけ切ることができずに、鋭い衝しよう撃げきが、彼を包み込む。

「が……っ！」

　それに追い討うちを掛けるように、鋭くノリスが剣を閃ひらめかせた。鋭い剣先は、盗賊の薄い鎧よろいを貫つらぬき通し、本来の何倍ものダメージを、抉えぐるように与あたえる。最初の一撃を、腿ももに喰くらっていたこともあり、ノーマンは完全に戦せん闘とう力りよくを削そがれ、廊ろう下かの絨じゆう毯たんに倒たおれ伏ふした。

「戦闘に関してだけは、あんまり心配ないのよね、あんたって」

「失礼だなあ」

　冒険者たちのやり取りは気楽そうだ。霞かすむ意い識しきの中で、ノーマンはファンで別れた仲間たちが呼よんでいる幻まぼろしを見ていた……ような気がした。










　ガルガドが、正面の扉とびらから出たのは、少し前のことだった。

　マウナの鋭するどい耳が音楽を捉とらえたというのだ。

　野外活動に優すぐれ、鋭い耳が禍わざわいしたということだろうか。その曲に惹ひかれるようにして、マウナがふらふらと外に出ようとするのを〝静心サニテイ〟によって落ち着かせ、幼おさな馴な染じみコンビのほうへと忠ちゆう告こくに向かわせたのち、自身はその曲を止めるために外に出る。

　呪じゆ歌かの効こう力りよくに抗こうすには、恐おそらく精神力の潤じゆん沢たくな自分が最さい適てきだと判はん断だんしたのである。

　その隙すきに、裏うらから侵しん入にゆうしてくるだろう敵の存そん在ざいも予想はしていたが、屋や敷しきの中に残っている仲間たちも、容よう易いには手玉にとられることはあるまい。多分、今では。

　精霊使いのマウナも、一いち応おう神官戦士のイリーナも、回かい復ふくの術じゆつが使える。そう簡かん単たんには、倒されまい。

　ガルガドは、慎しん重ちように正面の扉から、身を滑すべり出させた。

　ふと、僅わずかばかり離はなれた場所に、一ひと際きわ闇やみの濃こい箇か所しよがある。

　奇き妙みような気がして目を凝こらせば、その内側に人ひと影かげが見えた。

　ドワーフの眼めは暗あん視しの力がある。〝闇ダークネス〟を見通せるのである。

「……おやまあ」

　いまやはっきりと聞こえていたリュートの音色が途と切ぎれ、深みのある陽気な声が響く。

「これはこれは。少々相あい性しようの悪い相手しか、引っかからなかったようですな。ワタクシとしたことが」

　悪びれることのない、朗ろう々ろうとした声だった。

「その声、バスか！」

　ガルガドが愕がく然ぜんとした表情を浮うかべる。

　ドワーフの吟遊詩人バード、バスはガルガドと故こ郷きようを同じくする知ち己きであった。思いがけない再さい会かいに、一いつ瞬しゆんガルガドの武ぶ器きを持つ手から力が抜ぬけかける。

「お久ひさしぶりですな、ガルガド。このような形で逢あうとは思いませんでしたが」

「ある意味、最悪の再会だの」

　苦りきった表ひよう情じようで、ガルガドが暗闇の中に身を潜ひそめるドワーフへと声を掛かける。

「いやいや、失敗失敗。ドワーフ以外であれば、演えん奏そう者しやの姿すがたが見たくても見られない、隔かつ靴か搔そう痒よううずうず地じ獄ごくに惹ひきこめましたものを」

〝闇〟を纏まとうことは意味がないと悟さとり、吟遊詩人はゆっくりと夜の中に姿を現あらわした。

「……まだ、悲ひ劇げきの歌を求めて、彷徨さまよっておるのかの？」

　声を落としながら、ドワーフの神官戦士は、同どう胞ほうへと慎重に言葉を掛けた。握にぎり締しめた戦棍メイスは、離すことはない。その先せん端たんは、いつでも振ふるえるように構かまえられている。

「個こ人じん情じよう報ほうですな」

「アホか！」

　気の抜けたような、人を食った返答にガルガドは一いつ喝かつする。吟遊詩人も気が付けばリュートを背せに戻もどし、手には戦斧バトルアツクスを構えている。

「……あまり、知己とは事を構えたくないのですがな」

「お前さんを雇やとっているのは、ダスターか？　どういった繫つながりだの？」

　ゆっくりと、互たがいに距きよ離りをとりながら、得物の先の距離は変わらない。

「そんな……人のコトを根掘り葉掘り聞くなんて、恋ですかな」

「アホか！　おちょくっとるんか！」

　けろりとした言葉に、またガルガドが激げつ昂こう仕掛けた。もっとも、怒ど鳴なられたほうは、どこ吹ふく風である。

「そんなつもりはないのですが。まあ、言えないということは、察してくれませんかな」

　一見柔にゆう和わなドワーフの細い目が、僅かに見開いてその奥おくの翳かげりを垣かい間ま見せる。

「……そういう生き方は、あまり勧すすめられんがの」

「あの、やんちゃから更こう生せいしたアナタに言われると、説得力がありますな」

「茶ちや化かすな」
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　今度のガルガドの叱しつ責せきは静かなものだった。

「まあ、ここで手て練だれの神官戦士である貴方あなたを、ワタクシが引きつけておけば、ノルマは達成ということになりますかな」

　戦斧を握りなおしたバスが、その切っ先を改めてガルガドへと向ける。

「それはどうかの。わしの仲間たちも、それなりに手練だからの」

「……少年の頼たのみを、請うけ負い損そこねていることには、少々気が咎とがめますが」

　相手のいう「少年」が誰だれのことかを察した気がして、ガルガドが眉まゆを顰ひそめかけるも、問い直す隙すきはなかった。

　戦棍と戦斧の刃やいばが合わさる音が、夜に響ひびく。










「うきゃぁああっ‼」

「うほおおおっ⁉」

　奇き妙みような悲鳴が、二に重じゆう奏そうとなって爆ばく裂れつ音おんの中に響き渡わたった。

　炎ほのおの渦うずが、部屋中に荒あれ狂くるっている。激はげしい爆発に巻まき込こまれて、身体からだが浮き上がりかけて、そのまま跳はね飛ばされ、壁かべに打ち付けられて、落ちる。

「邂かい逅こう一発〝火球フアイアー・ボール〟かよ！　なんてご挨あい拶さつだ……」

　毒づきながら、まともに喰くらったらしいヒースクリフが、咳せき込んだ。使い魔まのフレディをここに置いたままでなくてよかったと、心から思う。カラスは夜には視し覚かくが役に立たない。それでも、異い常じようを感知する事は出来るだろうと、先ほど家の主人のスートのもとへと向かわせたばかりだ。

　床ゆか板いたが捲めくれ、絨じゆう毯たんが焼け焦こげ、壁は崩くずれかけて、真っ白な埃ほこりを上げて視界を遮さえぎろうとしている。

「生きてますか、ヒース兄さん！」

「いや、死にそう」

「大だい丈じよう夫ぶですね！」

「言葉の意味を、理り解かいしてるかイリーナ」

　辛かろうじて、まともに喰らうことは避さけたらしいイリーナが、油ゆ断だんなく大剣グレート・ソードを抜ぬいて、まるで砂さ塵じんを切り払はらうかのように一いつ閃せんさせた。

　その奥おくから、複ふく数すうの影かげが現あらわれる。

　いや、影ではない。黒ずくめの人間の姿すがただ。

　そのうちの一人が掲かかげた腕うでの、中指の指輪に、イリーナは見覚えがあった。

「……お久しぶりです、ミハエルさん」

　埃を吸すい込んでいがらっぽい喉のどを払うように、少し乾かわいた声を発する。

　黒い姿は、答えを返さない。

　イリーナは気にせずに、もう一つの姿へと視線を向けた。大剣の切っ先は、ぴたりとそちらに突つきつけたままだ。

「ダスター……今日こそ、決着を付けさせてもらいますからね」

「安っぽい台詞せりふだが、それはこっちの言いたい事でもあるな」

　かすかに笑えみの絡からんだ声が、返る。

「貴方あなたたちの好きなようにさせません……それと、フェルツは返してもらいます！」

「……あれは、今では望んでオレたちと一いつ緒しよに居いるんだがな」

　嘲あざ笑わらうように、ダスターが覆ふく面めんの下で笑う。彼も、すでに小剣シヨート・ソードを抜いていた。その背せに、指し示じされるよりも早く、ミハエルが〝炎賦与フアイア・ウエポン〟の呪じゆ文もんを掛かける。

　ダスターの剣けんに、炎が灯ともった。

　一いつ瞬しゆん、イリーナが怯ひるんだような表ひよう情じようを浮うかべたが、戦意を挫くじかれるようなことはなかった。

「フェルツの道は、強きよう制せいされたものじゃなくって、フェルツ自身に選んで欲ほしいと思います。出来れば、同じ道を歩きたいです。でも……」

　ヒースが体たい勢せいを整え、イリーナへと〝身体能力賦与〟の〝精確シヤープネス〟を唱える。

　彼女の不器用さを補おぎなう呪文だ。もともと破は壊かい力りよくの抜きん出たイリーナには、ダメージを増ますような呪文は必要ない。それよりも、より正せい確かくに身体を操あやつるための巧たくみさが必要と判はん断だんしたのである。

「フェルツが、それでも貴方たちのほうがいいというなら、それを強制することはできませんが……首根っこひっつかまえてでも、ファンにはつれて帰ります！」

「おい、イリーナ！　お前趣しゆ旨しが一いつ貫かんしてないぞ！」

　ダスターへと切りかかる妹分の雄お叫たけびに、ヒースがつい律りち儀ぎに、指し摘てきしてしまう。

「いいんです！　この道に入る前の、盗ぬすみ分の罰ばつは、ちゃんと受けてもらわないと！」

　やはり律儀にイリーナが吼ほえ返した。

　巨きよ大だいな大剣が、鋭するどく風を切りダスターへと襲おそい掛かる。

　小剣がそれを、受け止め、流そうとして……その重さに、思わず手が痺しびれを感じ剣を取り落としそうになった。

　あらためて受けると、凄すさまじい質しつ量りようの大剣だった。

　ギィ、ン……といつまででも、刃やいば同士の打ち合う残ざん響きようが室内に残る。

「このおおっ！」

　舌した打うちをするダスターに、イリーナがさらに襲い掛かった。思い切り振ふりかぶり、防ぼう御ぎよを顧かえりみない。彼の剣のダメージが大したことはないと踏んでのことだろう。

「甘あまく見るな！」

　イリーナの剣を交かわした瞬間、それに交差させるように、ダスターは剣を滑すべらせ、イリーナの鎧よろいの隙すき間まに、燃もえ上がる刃を突つきたてようとする。炎ほのおの分、威い力りよくを増した剣は、過あやまたず白い鎧の隙間を縫ぬう。

「うわあ、う」

　声を上げそうになって、イリーナはぐっと堪こらえた。

　大だい丈じよう夫ぶ。炎の力を得ても、以前に地下で喰くらったほどの痛いた手ではない。

　肉の焦こげる匂においと、血の匂いが豪ごう奢しやであったはずの居間に満ちる。

「イリーナ、鎧達磨だるまらしくないぞ」

「誰が鎧達磨ですか！　手も足も出てますよ！　ちゃんと！」

　魔術師ソーサラーは茶々を入れながらも、表情は真剣だ。少しでも妹分の傷きずを浅くしようと、唱えているのは〝盾プロテクシヨン〟だ。

　その間に、ミハエルは素す早ばやく〝身体能力賦与〟の〝機敏ヘイスト〟をダスターへと唱えている。また、イリーナとダスターの身しん体たい能のう力りよくの差が広がり、ヒースは舌打ちをした。

　どう足あ搔がいても、魔術師としての能力はミハエルのほうが上だ。彼のほうが、より高度な呪文を操あやつれるうえに、呪文を唱える精せい神しん力りよくの効こう率りつもいい。

　そして、無言でミハエルは手の仕草で何かを呼よび寄よせる。

　僅わずかな間にも、ダスターとイリーナは刃を合わせ続けていた。ふたつの剣が文字通り白い火花を散らしている。イリーナがダスターへと渾こん身しんの力を籠こめて、大剣グレートソードの巨大な質量を振り下ろす。ダスターは、それを巧みにかわし、白い鎧へと刃を打ち込もうとする。

「うおおおっ！」

　少女らしくない、雄々しい雄叫びが室内に反響した。

　ダスターの表情に、焦あせりが表れる。

　イリーナは防御をものともせずに、ダスターへと剣を振るい続ける。そのたびに、覆ふく面めんを揺ゆらし、剣圧が身体からだを叩たたく。

　ダメージを一いち撃げき食くらえば、鎧の薄うすいダスターにとって、致ち命めい的なことは目に見えている。

「この……」

　焦じれたように、反撃に出ようとしたとき、その隣となりに立つ影かげがあった。

「うひゃあっ？」

　思いもかけない方向から、新しい敵てきが現あらわれて、イリーナの攻こう撃げきを受け止める意い識しきはそちらに割さかれることになる。

　立っているのは、鎧を纏まとった骨ほねの姿すがただ。

「〝竜牙兵ドラゴントウース・ウオーリアー〟か！」

「や、やだぁあっ、こいつ嫌きらいですっ！　だって、攻撃が当たりにくいんですよお！」

　目の前に立つ竜牙兵に、思わずイリーナが嫌いやそうな声を上げる。

　竜りゆうの骨から作成されるゴーレムの一種、遺い跡せきなどでよく見つかり、イリーナも一度ならず戦ったことがあった。恐ろしく俊しゆん敏びんで、攻撃があたりにくく、彼女とは相あい性しようが悪い。一度、何な故ぜ竜の骨で作られているのに人の形をしているのかと、ヒースに訊いたことがあったが、答えは返ってこなかった。

　もっとも、その〝竜牙兵〟だが、脇わき腹ばらが少々欠けているようだ。

「なんで、そんなに半はん端ぱモノなんだ！」

　その姿に目を留とめて、ダスターが背はい後ごの魔術師へと怒ど鳴なりつけている。

「……仕方があるまい。ノーマンの手伝いに行かせようとしたが、階かい段だんの油に引っかかって落ちた」

　初めてミハエルが口を開いた。苦々しい口調は、イリーナが覚えているものと、変わりがない。

「……ミハエルさん」

　唇くちびるを強く嚙かんで、中ちゆう途と半はん端ぱになりそうな気持ちを振ふり切り、イリーナは大剣を振りかざした。

「ノリスの罠わなも、それなりに効きいてるってことか」

　少し感心したように、ヒースが一人ごちている。もっとも、自分自身は竜牙兵の標的にされては敵かなわないので、部屋の隅すみに退たい去きよしていた。

　イリーナの突とつ進しんの勢いきおいに、神しん官かん帽ぼうが跳はね飛んだ。

　その勢いに、ダスターがよろめき後じさる。

　壁かべが背せにあたり、一いつ瞬しゆん息が詰つまった。

「このおおおお……ッ‼」

　激はげしく毒づきながら、ダスターはイリーナの大剣を弾はじこうとして、その勢いに押おし負ける。

　脇腹に、一瞬熱いものを押し当てられたような感覚がして、そこに刃やいばが当たったのだと理り解かいした。

　爆ばく発はつ的な痛みは、一呼こ吸きゆう後ごに、やってくる。

「観念してください」

　イリーナは静かに降こう伏ふくを呼びかけようとした。

「馬ば鹿か！　イリーナ気を抜ぬくな！」

　よろめいた振りをしたダスターが、ギラリと凶きよう悪あくな光を眼めに宿す。

「きゃ……」

　一瞬、ヒースの忠ちゆう告こくに気を取られたイリーナが、身体をふらつかせた。ダスターが、全体重を乗せるようにして、身体ごとぶつかってきたのだ。

　にやりと、口くち許もとを歪ゆがめる男へと、ゆっくりと神官戦士の少女が茫ぼう然ぜんとした視し線せんを向けた。

「イリーナ！」

　こいつを始末してしまえば、後は魔術師。敵てきはないと確かく信しんしたのだろう。

「……すいません。わたし、一いち応おう戦いに関しては、一瞬も、油ゆ断だんしたことないんです」

　囁ささやくように、柔やわらかい声こわ音ねでそう言ったのが、誰か、ダスターは咄とつ嗟さには悟さとれなかった。今度こそ、胴どうを薙ないだと思った刃は、イリーナに食い込こんでいる。ほとんど変わらぬタイミングでイリーナが自分自身に〝癒しキユア・ウーンズ〟を掛かけたのだ。反はん撃げきすることよりも、慎しん重ちように戦うことを、見み据すえていたのだろう。

　もっとも、傷きずの痛いたみに、唇が震ふるえている。

「油断しないようにして、失敗してますから、始末に悪いんですけれど」

　思い切り、今度はイリーナが身体ごとぶつかるようにして、ダスターを突つき飛ばした。

　大きくもんどりうって、後方に尻しり餅もちをつく。二階に通じる階段に、したたかに腰こしを打ち付けて、すぐには動けない。

　屈くつ辱じよく感に、ダスターはわなわなと震えた。最も早はや言葉も出ない。覆ふく面めんの下から、血走った瞳ひとみでイリーナをねめつけている。

「ダスター！　避よけろ！」

「うお⁉」

　後こう退たいしつつ、階段上へと視線を向けていたミハエルが、鋭するどく忠ちゆう告こくを飛ばした。その声に反はん応のうし、辛かろうじてダスターは、階段を転げ落ちてくる人体に巻まき込まれずにすんだ。

　もっとも、落ちてきた身体は無事ではすまないようだったが。

　落ちてきたのは、彼らの配下であるノーマンだった。完全に伸のびて、気を失っている。油まみれなのは、階段にしこたま塗ぬられた罠のせいだろう。

　階段上には、給きゆう仕じ服ふくの少女──すぐに、盗賊シーフの少年の変へん装そうだと知れたが──と、ハーフエルフの姿すがたが見える。ハーフエルフは、すでに手の中に〝闇精霊シエイド〟を召しよう喚かんしている。

　それを確かく認にんした瞬間に、ミハエルはダスターへと鋭く叫さけぶ。

「ダスター！　退ひけ！」

「何……」

「作戦は、俺おれたちが冒ぼう険けん者しや達を引き寄よせ、その間にノーマンにさっさと主を確かく保ほさせることだったはずだ。そのノーマンが確保されたなら、長なが居いをする理由はない」

「……く！」

　ギリリ、とダスターが歯を食いしばる音が響ひびいた。

　今回で、この冒険者達との因いん縁ねんを断たち切るつもりだったのだろう。悔くやしげに、血走った視線で今度はミハエルを睨にらみすえる。

「逃にがしません！」

「〝万ばん物ぶつなるマナよ。暗黒のとばりを下ろせ〟」

　イリーナの動きと、ミハエルの呪じゆ文もんは同じタイミングだった。マウナも、けしかけるべき〝闇精霊〟の照しよう準じゆんを一いつ瞬しゆん見失い、うろたえる。

　漆しつ黒こくの闇やみが、ミハエルたちを包みこむ。いや、正確には彼らの眼がん前ぜんに〝闇ダークネス〟が呼よび寄せられたのだ。退たい路ろを確保するために。

「あきゃぁっ⁉」

　そして、視界を失った中で、闇を苦にしない竜牙兵が、イリーナへと横よこ殴なぐりに武ぶ器きを振ふるう。

「だーもう！」

　その悲鳴に、察したのだろう。ヒースクリフがすかさず〝光ライト〟の呪文を紡つむいで、〝闇〟を相そう殺さいした。

〝闇〟のあった場所に、すでに人の気配は残っていない。すでに、開いた裏うら口ぐちから立ち去ったのだろう。特に、〝機敏ヘイスト〟の掛かかっているダスターの足は速く、〝飛行フライト〟の呪文を持つミハエルはその気になればさらに早い。

「ヒース兄さん、ノリス！　ここは任まかせます！」

　ミハエルの残した竜牙兵に殴られながらも、それに背せを向け、イリーナは裏口へと駆かけ出す。ヒースが何か、止めるようなことを口にしようとして、やめた。

　階かい段だんを半ば飛び降おりるようにして、給仕服のノリスが、イリーナと竜牙兵を遮さえぎろうと、着地する。手には、魔ま法ほうの短剣ダガーが煌きらめいているが、骨ほねの身体からだを持つ竜牙兵は、ノリスにとっても相あい性しようの悪い敵てきだった。

「間に合わないかもしれないけど、頑がん張ばっておいでよ」

「ありがとう！」

　イリーナは、裏口から二人を追って駆け出していた。










〝機敏〟の効こう果かは、僅わずかな時間で切れる。

　呼こ吸きゆうを荒あららげながら、ダスターは自前の足で走り続ける。

　視し界かいの効きかない森の中に飛び込み、後を追えないように、めちゃくちゃに進路を取る。その後を恐おそらく〝飛行〟によって付いてきたのだろう、ミハエルが着地する。

　汗あせを流し、呼吸を荒らげ、すでに覆面も毟むしりとって、木の幹みきに身体をもたせかけているダスターと違ちがい、ミハエルは涼すずしげに見えた。

　その様子が、やたらと不ふ快かい感を刺し激げきする。

「……なぜ、退かせた」

　問いかける、言葉の合間に荒い呼吸が挟はさまっていた。

「さっきも言っただろう。俺たちに、あの時点で勝機はなかった。ノーマンをやられた時点で、作戦は失敗だ。……次の機会を練るしかない」

「次の機会？」

　声を低め、盗賊シーフは問い返す。

「そんな機会が本当にあると思ってるのかよ、お前」

「なければ、作るまでだ。お前も、諦あきらめる気はないんだろう導どう師しの遺い品ひんを」

　淡たん々たんと答える魔術師ソーサラーへと、ダスターが口くち許もとに笑えみを浮うかべる。

「ああ。お前と一いつ緒しよでな」

　ゆらり、とダスターがミハエルに近付いた。何気ない動きだったが、戦いに熟じゆく達たつしつつあるイリーナと違い、魔術師の彼には、その動きが見えなかった。

「──……え」

　短い呼吸が、ミハエルから漏もれる。

「……知ってるぜ、お前、俺を切る気だっただろう。腑ふ抜ぬけやがって」

　嗄かれた声が笑みを浮かべていた。

　冷たい物が、胸むねの中心に突つきこまれた気がして、ミハエルは視線を落とす。黒い装しよう束ぞくの一部が、さらに黒い。

　いや。

　──紅あかい。

　カハ、と空くう虚きよな息を吐はいて、ミハエルはその場に横よこ倒だおしになった。

　自分が横倒しになった事を、視界の回転によって悟さとる。暗い森が、視界一いつ杯ぱいに広がっていた。

「……──」

　唇くちびるが震ふるえる。傷きずを押おさえようとした手が、じくりと生温かい泉いずみに浸つかったように感じられた。

「バスを引きいれたのは、あいつが盗とう賊ぞくギルドに顔が利きくからだ。俺と違ってな。……安心しろよ。もうお前もあのガキも、俺と同じく懸けん賞しよう首くびだ何ど処こに行ってもな」

　嘲あざ笑わらう声が、耳じ朶だを震わせる。近くに居いるはずなのに、遠くから聞こえるようだ。

「あのガキ、使えるようにしてくれて礼を言うよ、ミハエル。お前があのガキを、俺の代わりにしようとしたように、俺も、あのガキをお前の代わりにするつもりだったんだ。お前の知ち識しきを吸すい取らせてな」

　嗄れた声が、機き嫌げんよく笑う。

　どちらも、裏うら切ぎる機会を狙ねらっていたのだと、その声こわ音ねで知れた。

「……裏切る気、は……まだなかったんだが、な」

　こぽ、と口から血の泡あわが零こぼれる。

　とはいえ、どちらも時間の問題だったのかもしれない。

「お前の魔ま法ほうがなくなるのは、ちょいと痛いが……まあ、それは、そうだな……傭よう兵へいでも雇やとって、補おぎなうさ」

　次は、余よ計けいな知ち恵えをつけていない、精霊使いシヤーマンあたりがいいかもしれない。

　すっきりとした表ひよう情じようで、ダスターは長年の仲間に埋うめ込んだ刃やいばの血ち糊のりを拭ぬぐう。そのまま、布ぬのを捨すてて、歩き出した。

　草を踏ふみしめる音が、幽かすかに聞こえ、遠くなる。

　参ったな。

　こんなところで終わりか、俺は。

　ミハエルは空虚に変わり始めた瞳ひとみで空を見つめて、心の中で呟つぶやいた。

　冒ぼう険けん者しやの真ま似ね事ごとも、悪くない。

　そんな事を思ったのを、思い出す。

　真まっ直すぐに、尊そん敬けいのまなざしを向けてくる少年に、誇ほこれるようにありたいと。無む意い識しきに考えていた。かつて、自分を教え導みちびいてくれた導師を見るように、自分を見る少年へ。

「ミハエルさん‼」

　張はりのある声が、遠くで聞こえた。

　足音が近付いてくる。自分を揺ゆさぶる、軽い振しん動どう。

　それも全すべて遠い。

〝癒しキユア・ウーンズ〟を唱えようとしているのだろうか。僅わずかに、胸の上に温かな日差しのような温ぬくもりが灯ともった。

「──…フェルツ、を」

「喋しやべらなくていいです！　ちゃんと目を覚ましてください！」

「……──」

　残りの言葉は、ほとんど言葉にはならない。唇が幽かに動いただけだ。

　ミハエルの濃のう灰かい色しよくの瞳は、虚空を映うつしていた。

「……ミハエル、さん？」

　イリーナが、恐おそる恐る呼よびかける。

　東の空が明るくなっていた。

　至し高こう神しんファリスの化身といわれる、太陽の光──その曙しよ光こうを浴びても。




　ミハエルの瞳は、光を取り戻もどすことはなかった。










　東の空が、明るく変わり始めていた。

　仲間たちの気配は、まだ戻ってこない。

　そう思い、ふとフェルツは苦く笑しようを浮うかべた。いつの間にか、自分は強ごう盗とう団だんである彼らを「仲間」と認にん識しきし始めているのだと。

　スートの家では大きな騒さわぎの気配がしている。

　恐らく、戦せん闘とうになっているのだろう。

　増ぞう援えんがこないようにと、見み張はるように言いつけられたフェルツは、一ひと際きわ高い木の枝に登り、周囲を警けい戒かいしていた。

　腕うでに止まらせたふくろうのククが、眩まぶしそうに目を顰ひそめ、それに気付いて、陰かげに入れてやろうと外がい套とうを持ち上げた瞬しゆん間かん。

「うわ！」

　ククが舞まい上がる。

「何だよ、急に！　びっくりするだろ！」

　翼つばさに横っ面つらを叩たたかれるような形になって、思わず抗こう議ぎの声を上げるも、ふくろうの金色の目は、すでにフェルツを見ていなかった。

　その眼めは、初めてミハエルが捕とらえてきたときと同じように、野生を取り戻している。

「……クク？」

　その意味が、冷たくフェルツに染みとおった。

　使い魔まと、魔術師ソーサラーの精せい神しんの繫つながりが切れたのだ。

　使い魔の制せい御ぎよが利かないほどに、距きよ離りが離はなれたのか、それとも──

　ククと呼ばれた使い魔が、空に舞い上がる。

　暁あかつきに染そまり始めた空を、優ゆう雅がに。

　ようやく自由を手に入れた歓かん喜きを表すかのように。
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「──…ガルガドさん、呪じゆ歌か使いを逃にがしたそうですね」

「……む。まあな」

　二日後、強盗団の襲しゆう撃げきを何とか撃げき退たいすることに成功したイリーナたちは、グードンに戻っていた。

　祭典も後半に入ったグードンは、前半よりも街に落ち着きが戻っている。とはいえ、賑にぎやかなことには変わりがない。







[image: ]







「まあ、しかたがないだろう。おやっさんは足が短いんだ。逃げに回られたら、追いつけん」

　うむうむと一人頷うなずいているヒースに、ガルガドは渋しぶい表ひよう情じようだ。

「ちぇー。それがボクだったら、くそみそに言うくせに、何だかずるーい」

　宿のベッドに寝ねそべりながら、ノリスが頰ほおを膨ふくらませた。

「でも、フェルツも見つかりませんでしたし……ダスターも逃がしたままです」

　ファリスの神官戦士の少女は、少し元気がないように見える。

　ミハエルの遺い骸がいを抱だいて、スートの自じ宅たくへと戻ってきた時には、表情が真っ白だった。それに比くらべれば、随ずい分ぶん元気になっているようにも見えるが……それについては、誰だれも触ふれない。

「……わたし、変なんでしょうか」

　仲間の空気を察したか、ぽつりとイリーナが呟つぶやいた。

「え？」

「敵てきって、思ったのに。倒たおさなきゃって、一度は覚かく悟ごしたんです。なのに……ミハエルさんの、敵かたきをとってあげなきゃいけないみたいな気分になってるんです」

　自分の手の中で、少しずつ、冷たく重くなっていく。青年の肉体の重みを、イリーナはまだ覚えていた。

「……今まで、悪漢を何人も成敗してきたと思います」

　手てつ甲こうに包まれた自分の手を見ながら、ゆっくりと言葉を綴つづる。

「差別しちゃダメだと思います。ミハエルさんは悪人でした。でも……借りもあります」

　ミハエルの唇くちびるが言葉を綴るのを、見ていた。

　それは、自分が拉ら致ちしたはずの少年を気き遣づかうものだった。欺ぎ瞞まんだとも、苛いら立だたしくも思う。それでも、そう思ってくれたことが、少しだけイリーナには嬉うれしい。

　フェルツは、完全には孤こ独どくではなかったと。

「……じゃあ、どうするの？　ダスターを追うわけ？」

　ベッドで腕うで組ぐみしながら、ノリスが首を傾かしげる。

「これからの、ダスターの動きがまったく読めんからの。まあ、間ま違ちがいなくあの珠たまに刻きざまれた場所に向かうんだろうがの」

　渋い表情をしたガルガドが、慎しん重ちように仲間を見回した。その言葉を引き継ついだのは、ヒースだ。

「時間をかければ、賢けん者じやの学院であの地図の場所を、探さがせなくもないだろうが……」

　そう口にする表情は明るくない。イリーナが何かを言い掛かけるのを、カラスのフレディが「かぁう」と鋭するどく鳴いて搔かき消した。

「このまま、野放し、見て見ぬ振ふりってのも、寝覚めが悪い。……ミハエルは、俺おれ様さまにとっては一いち応おう家族の恩おん人じんだ。最後の願いくらいは叶かなえさせてやりたいと思っても、バチは当たらんだろう」

　ひらひらと手を振りながら、ヒースは極きわめて軽い口調でいう。

「もっとも、目的地が何ど処こなのか、わからなきゃさっぱりだろうが……」

「──……トーチの村よ」

　今まで黙だまり込こんでいたマウナが、ぽつりと呟いた。

「え？」

　全員の視し線せんが、ハーフエルフを振り返る。

「マウナ、知ってる場所なんですか？」

「……稜りよう線せんの狭はざ間まにあった、虫食いみたいな湖があったでしょう？　あれ、特とく徴ちよう的な形だからわかったの、あの近くまで、狩かりに出ていたことがあったのよ。あたしの、故こ郷きようの隣となり村むら」

　少し、憮ぶ然ぜんとした表情で、マウナが説明を続けた。ハーフエルフであるマウナは、あまり生まれ故郷の村ではいい待たい遇ぐうを受けられていなかった。だからこそ、祖そ父ふの死をきっかけにして、王都のファンに仕事を求めにきたのだと、言葉すくなに話してくれた事を、イリーナは覚えていた。

「もっとも、地図のしるしとかが、どこに入ってるのかさっぱりだから、役に立たないかもしれないけれど」

　イリーナの視線に少し、弁べん解かいするようにマウナはそっぽを向いた。

　ふわ、とその身体からだを包むように、白い鎧よろいが、抱だきつこうとする。

「ありがとう、マウナ！」

　途と切ぎれかけた手がかりを、細い糸のように手た繰ぐり寄よせてくれた仲間に、白い鎧が体当たりのように迫せまる。

「きゃぁあっ！　殺す気⁉」

「失礼な！　感かん謝しやの意を表したいだけです！」

　がちゃん、がしゃん、と鈍にぶい音を立てて迫るイリーナへと、マウナが悲鳴をあげて逃にげ回る。

「わははは、たまには俺様の苦しみも味わえ、マウナ」

　明るい声を上げて、手を叩たたきながらヒースが囃はやしたてていた。ノリスも、気楽にイリーナへとエールを送っている。その姿すがたを見て、ガルガドも表ひよう情じようをほころばせた。
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　宿屋の狭せまい部屋を逃げ回り、結局捕つかまったマウナが、鎧の硬かたさを抗こう議ぎしながらも、上うわ目め遣づかいに仲間を見上げる。

「……案内するわよ。トーチ村に」

「まあ、俺様の故郷拝はい見けんを果たしたんだ。次はマウナの故郷拝見だな」

　椅い子すにふんぞり返りながら、ヒースは納なつ得とくしたように、うむうむと頷うなずいていた。

「うん、行こうよ。ボクも情じよう報ほういろいろ探さぐってくるからさ」

　ベッドで跳はねながら、ノリスも笑っている。ドワーフの神官戦士は、温かい瞳ひとみで笑うだけだ。

「何の地図なのかも興きよう味みあるしね」

「まあ、まだ見ぬ遺い跡せきや宝たからがあるとしたら、それは立りつ派ぱに我われ々われ冒ぼう険けん者しやの仕事だの」

　窓まどからグードンの賑にぎわいの忍しのび込む中、イリーナは顔を上げて、強く頷いた。




「──……行きましょう！　トーチ村に！」







　あとがき





秋田みやび　　






　こんにちは。お久ひさしぶりでございます。

　お手にとっていただけて嬉うれしい、秋田みやびです。

　そこがもし本屋であれば、そのままレジにお財さい布ふ持ってゴーしていただくと、さらにもっと嬉しくなりますので、是ぜ非ひともよろしくお願いいたします

　相変わらずのんびりとした足あし取どりでお届けします、へっぽこ冒ぼう険けん者しやたちの冒険譚たんの３巻です。

　今回の物語は、新ソード・ワールド・リプレイのグードンでの強ごう盗とう団だん騒さわぎから始まって、王都ファンに帰る前までの時じ期きになっております。隙すき間ま隙間に、冒険が挟はさまっている印いん象しようですね。

　地味な仕事ばっかりしている、お助け冒険者なイリーナたちですが、次巻では第一期のクライマックスということもあり、もう少し派は手でな冒険になればいいかなと思います。

　え、何で自じ信しんなさそうかって？

　だって、秋田地じ味みな冒険が好きですから……。

　性格も顔も地味だしね。

　ついでに言うと、生活も地味ですしね。

　ええ、地味なんですよ。

　すごく。




編集さん「……もしかして、何か牽けん制せいされてますか」

秋田「（ぎく）え、いえ、そんなことないですよ？　牽制なんて、だって担当編集さん変わったし。そしたら、リセットですよね。二巻のあとがきのたわごとなんて」

じつは新編集さん「何を言ってるんですか。いきなり公こう約やくを破は棄きしないでください。二巻で言ってた一大スペクタルなあとがきはどうしたんですか」

秋田「（ち、覚えてた）そんな、無む茶ちやな要よう求きゆうされても、今回はホラ、ページ数も少ないですし」

編集さん「そうですね、テーマを一個に絞しぼりましょう。起承転結と、笑いと涙ホロリと、ラブコメ、どれを入れますか」

秋田「……あえて言えば、ＣＧ処理必要なクライマックスで」

編集さん「そんな伏ふせ字じをいっぱい打って誤ご魔ま化かそうとされても困りますんで」

秋田「あとがきで冒険者してみるのも、一いつ興きようかと……」

編集「却きやつ下か」




　ち。

　そんな無駄な攻こう防ぼうがあったりなかったりもしますが、地味な生活を無理矢理ほじくって、近きん況きようを報告させていただきますと。

　元気です。

　お仕事したり、文ぶん鳥ちようを愛めでたり、お仕事したり、ゲームしたり、と穏おだやかかもしれない日々を過ごしています。

　そうそう、文鳥たちは、わたしが仕事の間ディスプレイに鈴すずなりになって、見み張はっているのが常でしたが、最近は場所を変えました。三羽揃って、手の甲こうに。

　……重いです。

　一羽25グラム程てい度どですが、ずっともぞもぞと指に止まったり、手の甲を摘つまんだりと三羽とも実にアクティブ。そして、実にバランス感覚が良く、指に止まったままキィボードを叩いていても、逃げません。まあ、文句は言いますが。

　正直重いです。お前たち、原げん稿こう養よう成せいギプスかと。

　お陰で、文鳥がゲージに入っているときのキィボードを打つ速度は、三倍に！　……なったらいいのになあと、夢を見ています。




　それでは、４巻でお目にかかれることを祈って。







　データ・セクション






【キャラクター】




イリーナ・フォウリー（人間、女、16歳）

器用度11（＋１）

敏捷度15（＋２）

知力10（＋１）

筋24（＋４）

生命力22（＋３）

精神力16（＋２）

保有技能：ファイター４、プリースト（ファリス）２、セージ１

冒険者レベル４

生命力抵抗力７

精神力抵抗力６

武器：グレートソード（必要筋力24）

　　攻撃力５　打撃力29　追加ダメージ８

　　　高品質クラブ（必要筋力24）

　　攻撃力５　打撃力29　追加ダメージ８

　　　ロック（必要筋力24）

　　攻撃力５

盾：　なし／ラージシールド　回避力５／７

鎧：　プレート・アーマー（必要筋力24）

　　防御力29　ダメージ減少４

魔法：神聖魔法２レベル（魔力３）

言語：（会話）共通語、西方語

　　　（読文）共通語　西方語




マウナ・ガジュマ（ハーフエルフ、女、20歳）

器用度17（＋２）

敏捷度15（＋２）

知力16（＋２）

筋力８（＋１）

生命力13（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：シャーマン４、レンジャー２、セージ１

冒険者レベル４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７

武器：ロングボウ（必要筋力８）

　　攻撃力４　打撃力13　追加ダメージ３

盾：　なし　回避力０

鎧：　ハード・レザー・アーマー（必要筋力８）

　　防御力８　ダメージ減少４

魔法：精霊魔法４レベル（魔力６）

言語：（会話）共通語、西方語、精霊語

　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語




ガルガド（ドワーフ、男、36歳）

器用度19（＋３）

敏捷度11（＋１）

知力13（＋２）

筋力16（＋２）

生命力23（＋３）

精神力27（＋４）

保有技能：ファイター３、プリースト（マイリー）４、

　　クラフトマン（木工）５

冒険者レベル４

生命力抵抗力７

精神力抵抗力８

武器：メイス（必要筋力16）

　　攻撃力７　打撃力21　追加ダメージ５

盾：　スモールシールド　回避力５

鎧：　ラメラー・アーマー（必要筋力16）

　　防御力21　ダメージ減少４

魔法：神聖魔法４レベル（魔力６）

言語：（会話）共通語、ドワーフ語

　　　（読文）共通語、ドワーフ語




ノリス・ウェストイック（人間、男、15歳）

器用度18（＋３）

敏捷度13（＋２）

知力10（＋１）

筋14（＋２）

生命力12（＋２）

精神力12（＋２）

保有技能：シーフ４、シャーマン２

冒険者レベル４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力６

武器：ショートソード（必要筋力７）

　　攻撃力７　打撃力７　追加ダメージ６

　　　スーパー・ノリス・ブレード（必要筋力５）

　　攻撃力８　打撃力５　追加ダメージ７

盾：　スモールシールド　回避力７

鎧：　ソフト・レザー・アーマー（必要筋力７）

　　防御力７　　ダメージ減少２

魔法：精霊魔法２レベル（魔力３）

言語：（会話）共通語、西方語、精霊語

　　　（読文）西方語




ヒースクリフ・セイバーヘーゲン（人間、男、17歳）

器用度15（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力19（＋３）

筋力16（＋２）

生命力11（＋１）

精神力13（＋２）

保有技能：ソーサラ－３、レンジャー１、セージ４

冒険者レベル２

生命力抵抗力５

精神力抵抗力６

武器：ロングボウ（必要筋力16）

　　攻撃力３　打撃力21　追加ダメージ３

盾：　なし　回避力０

鎧：　ソフトレザー・アーマー（必要筋力17）

　　防御力７　ダメージ減少３

魔法：古代語魔法３レベル（魔力６）

言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語、ドワーフ語、ゴブリン語、エルフ語

　　　（読文）共通語　西方語、下位古代語




ダスター（人間、男、32歳）

器用度18（＋３）

敏捷度16（＋３）

知力12（＋２）

筋力14（＋２）

生命力16（＋２）

精神力11（＋１）

保有技能：シーフ６　レンジャー４、マーチャント３

冒険者レベル６

生命力抵抗力８

精神力抵抗力８

武器：ショートソード（必要筋力７）

　　攻撃力９　打撃力７　追加ダメージ８

　盾：スモールシールド　回避力９

　鎧：ソフト・レザー・アーマー＋１（必要筋力７）

　　防御力７　ダメージ減少６

魔法の品：精神力上昇＋１の指輪

魔法：なし

言語：（会話）共通語、西方語

　　　（読文）共通語、西方語




ミハエル（人間、男、26歳）

器用度10（＋１）

敏捷度15（＋２）

知力18（＋３）

筋力11（＋１）

生命力16（＋２）

精神力20（＋３）

保有技能：ソーサラー５、セージ５、ティーチャー１

冒険者レベル５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力８

武器：なし　攻撃力０　打撃力　追加ダメージ０

盾：　なし　回避力なし

鎧：　ソフト・レザー・アーマー（必要筋力７）

　　防御力７　ダメージ減少５

魔法：なし

言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語、ゴブリン語、リザードマン語、ジャイアント語、ドワーフ語

　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語




バス（ドワーフ、男、45歳）

器用度18（＋３）

敏捷度11（＋１）

知力９（＋１）

筋力20（＋３）

生命力20（＋３）

精神力21（＋３）

保有技能：シーフ４　バード４、プリースト（ヴェーナー）１、セージ１、クラフトマン（弦楽器）５

冒険者レベル４

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７

武器：ヘビーフレイル（必要筋力10）

　　攻撃力６　打撃力15／20　追加ダメージ７

　　　高品質ロングボウ（必要筋力10）

　　攻撃力８　打撃力20　追加ダメージ７

　　　高品質バトルアックス（必要筋力10）

　　攻撃力７　打撃力20／25　追加ダメージ７

　　　ソード・ブレイカー（必要筋力５）

　　攻撃力７　打撃力５　追加ダメージ７

盾：　スモールシールド　回避力８

鎧：　高品質ハード・レザー・アーマー＋１（必要筋力10）

　　防御力10　ダメージ減少５

魔法：神聖魔法１レベル（魔力２）

言語：（会話）共通語、西方語、ドワーフ語、東方語、ゴブリン語、ジャイアント語、リザードマン語

　　　（読文）共通語、西方語、ドワーフ語




ノーマン（人間、男、29歳）

器用度14（＋２）

敏捷度15（＋２）

知力11（＋１）

筋力14（＋２）

生命力16（＋２）

精神力10（＋１）

保有技能：シーフ３、レンジャー１

冒険者レベル３

生命力抵抗力５

精神力抵抗力５

武器：ショートソード（必要筋力７）

　　攻撃力５　打撃力７　追加ダメージ５

　盾：スモールシールド　回避力６

　鎧：ソフトレザーアーマー（必要筋力７）

　　防御力７　ダメージ減少０

魔法：なし

言語：（会話）共通語、西方語

　　　（読文）西方語










ソード・ワールド・ノベル




輝かがやけ！へっぽこ冒ぼう険けん譚たん３








秋あき田たみやび
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